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　煌こう々こうと明かりがともっている大だい邸てい宅たくは、高級住宅地の一角にある。

　近きん隣りんの敷しき地ちの四倍ほどもある広大な場所に、大だい理り石せきや彫ちよう刻こくの施ほどこされた外観は、一目で莫ばく大だいな金を費やして建設されたとわかるたたずまいで、見る者を圧倒する存在感がある。

　しかし、閑かん静せいで、瀟しよう洒しやな家が立ち並ぶ一帯で、その家の鉄てつ格ごう子しの門は固く閉ざされ、庭には武器を携たずさえた男たちが物々しく屋敷を守っており、そこだけが異様な雰ふん囲い気きを放っていた。

　その屋敷の一室、豪ごう奢しやな応おう接せつ室しつでは、屋敷の主が酒と女で客を歓かん待たいしていた。

「代金はばれないように入れておいてくださいよ」

　そう言って、広いソファに露ろ出しゆつ度どの高い衣装の女たちを両りよう脇わきに侍はべらせた客人のグラスに高級なワインを注そそいでいるのは、ラスカル・ローグフェルト。ローグフェルト商会の会長であり、この屋敷の主だ。

　きらびやかな装そう飾しよくのジャケットにはち切れそうな巨体を押し込み、趣味の悪い宝石でごてごてと飾り立てている。

　はげた頭とう頂ちよう部ぶは、豪奢なシャンデリアの明かりを反はん射しやして、てかてかと血色よく光っていた。

　彼はここ数年、周辺国とのワインの取引で一気になり上がってきた商人だった。

「そこは抜かりありませんよ。しかし、ワインを少し薄めるだけで、簡かん単たんに大金が手に入る。おいしい商売ですなぁ」

　しなだれかかる女の肩を引き寄せ、そう言って笑うのは、ラスカルの取引相手の一人で、隣国の商人だ。

　細身の体を装飾過か多たのジャケットに包み、貴き金きん属ぞくをぶら下げているところを見ると、類るいは友を呼ぶという言葉がぴったり当てはまる。

　彼の言葉に心外だというふうを装よそおって、ラスカルが大げさに両手を広げてみせる。

「いやいや、人聞きの悪い。薄めるのではなく、安いワインを混ぜただけ、ですよ。味もほとんど変わらず、濃さも変わらない。高級品を好む人間の舌したなんて、あてにならないものだ。銘めい柄がらと値段だけで、誰もがありがたがっている。気持ちよく飲んで、酔って、楽しい思いをしているのです。なんの問題もない」

　豊かな贅ぜい肉にくを揺ゆらしながら笑うラスカルに、しかし、客人は声を潜ひそめて尋ねた。

「だが、本当に大丈夫なのか？　国に目をつけられたりしたら、商売がやりにくくなりますぞ。軍隊が攻めてきたらどうなさるおつもりです」

　二人がやっているのは、不正だ。明るみに出れば、処しよ罰ばつは免まぬかれない。

　だが、ラスカルは鼻を鳴らして一いつ蹴しゆうした。

「国軍など何ほどのこともない。私の私兵は腕が立つ。奴らとてそう簡単に手を出せるものではありませんよ。ご心配なく」

　太った腹を揺らして笑った時、あわただしい足音を響ひびかせ、使用人が応接室に飛び込んできた。

「だ、旦だん那な様、大変です！　国軍が庭に！」

「何!?」

　ラスカルが驚いて腰を上げる。けれど、一ひと呼こ吸きゆうおいて『いや』と思い直して使用人に命じた。

「グリードがいるだろう、やらせておけ」

　屋敷の私兵団の長、グリードは、かつて傭よう兵へい団だんを率ひきいていた男だ。

　大おお柄がらで、くせのある長ちよう髪はつを後ろで無む造ぞう作さにくくっている。彼の得え物ものの半月刀が今まで何人の血を吸ってきたのか、持っている本人ですらわからないほどたくさんの人間を斬ってきたらしい。

　荒すさんだ目と、血の匂においが染みついた手が、これまでの修しゆ羅ら場ばを物語るようだった。

　腕は立つし、金さえ積つめばなんでもやる。彼が窮きゆう地ちに陥おちいる場面など、いまだかつて見たことがない。その安心感が、ラスカルに平常心を取り戻させた。

　グリードの部下たちは皆彼に忠ちゆう実じつで、仲間意識が強い。それを見込んで、傭兵団を丸ごと私兵として抱かかえたのだ。それ以外に目をつけて引き入れた者たちも、グリードはよく従したがえていた。

　だが、ゆったりと腰を下ろそうとしたラスカルを、使用人の焦あせりにかすれた声がひっぱたいた。

「そ、それが、屋敷の兵が次々やられています！」

「なんだと!?　そんなバカな！」

　弾はじかれたように飛び上がったラスカルは、体を揺らしてどたどたと窓に駆かけ寄った。

　あの私兵たちがやられるなど、あるはずがない。今までどこの国の傭兵も、私兵団も、警けい邏ら隊たいでさえ相手にならなかったグリードたちだ。いくら国軍相手だとしても、簡単に負けるはずがない。

　疑ぎ念ねんと焦しよう燥そうで、落ち着かないように立ち上がる客人をなだめる余裕もない。

　果はたして、喘あえぎながら開け放った窓から見た光景は。

　打ち壊された門から次々駆け込んでくる兵に、一方的に減らされていく私兵団の姿だった。










　時間はそれより数分前にさかのぼる。

　屋敷の門にほど近い路ろ地じに、ひそかに集まる人影があった。バラバラに見えて、その実静かに、目だたないように集まってくる動きは統とう率そつがとれていた。

　みんな一様に紺こんの隊服を身にまとい、胸に揃そろいの徽き章しようをつけている。中心に光る石は、真しん紅くのガーネット。

　総勢十九名の集団の先頭に立つ小柄な人影が、音もなく振り返った。

「では手て筈はず通りに。ハロルドは門の破壊」

　涼やかな声は、女性のもの。まるで鈴すずの音ねのように耳に心地ここちいいそれが物ぶつ騒そうな言葉を吐はき出すのに、動じる者は誰もいない。

　闇やみにふわりと舞った髪は、まるで金きん糸しのように輝く。

　その、さらさらと流れ落ちる金の髪をポニーテールにした女性は、幼い雰囲気を残しながらもはっと人目を引くきれいな顔立ちをしている。

　長いまつげに縁ふちどられた瞳ひとみは、艶つややかな臙えん脂じ色いろ。一見して華きや奢しやな体は、周りに立つ男たちの肩に届くかどうか。

　それでも、背筋を伸ばして凜りんと立ち、少し冷めたような視線で周囲を見渡している姿には、どこか堂々とした雰囲気がある。

　彼女の名は、ルーティア・オルドバーン。

「了解、ボス」

　ハロルドと呼ばれた小山のように大きな体たい軀くの男は、巨大なハンマーを手にうなずいた。

「ファーレンは後方待たい機き。ネズミ一匹逃がすな」

「りょーかい、ボス」

「いい加か減げんボスって言うな」

　次に命じられた、銀の弓を手にし、長めの髪を半分だけ後ろでくくっている男は、気負った様子もなく軽く笑ってみせる。

　それに対し、鼻にしわを寄せ、しかめっ面つらで言ってみるも、男たちは肩をすくめただけで、応おうじる気配はない。

『ボス』などという呼び方は、何しろ響きがごつくて非常に不ふ本ほん意いだ。今までも散々気に入らないからやめろと表明しているのだけれど、一向に改まる様子はないし、改める気もないようだ。

　まったくこの部下たちは……とため息をついて視線を下げたルーティアは、気を取り直して顔を上げた。

「残りは私兵の掃そう除じだ。相手は兵士崩くずれや傭兵。遠えん慮りよする必要は一切なし」

「了解！」

　そして、ルーティアは自分の傍かたわらに立つ長身を見上げた。

　軍服と同じ、濃い紺色の瞳に、暗灰色の髪をした男は、均きん整せいのとれた体つきをしている。顔立ちは整っていて、鋭するどい瞳をまっすぐにルーティアに向けていた。

「アスカは私を守れ」

　アスカと呼ばれた男は、口元に不敵な笑みを浮かべた。

「わかってます。あんたには傷一つ、髪の毛一本たりとも斬らせはしませんよ」

「……返事だけでいい」

　副官であるアスカ・フラメルの、どこかこの場に不似合いな甘あまさを含む言葉に一いつ瞬しゆん息を詰つめ、ルーティアはため息交まじりに答えた。

　それが、とっさに耳をふさぎそうになった両手をこらえるための間だったとは、この男には知られたくない。知れば、嬉々としてさらにバカげた戯ざれ言ごとを連発してくるに違いないのだから。

　彼女は、ふいっと視線を外し、内心の動どう揺ようを押し殺す。この男の軽口は、いつもの事なのだ。真に受けてはいけないと。




　……動揺する理由なんて、知りたくもないから。

　それを知れば、自分が自分でなくなるような気がするから。

　この感情に名前がついてしまったら、今みたいにこの場に立っていられなくなるかもしれない。

　……何より、アスカの顔をまっすぐ見ることができなくなりそうで、怖かった。




　ルーティアは、ぐっと拳こぶしを握にぎりしめて、揺れる気持ちを抑おさえつけた。今は任にん務むの最中だ。私情を挟はさむわけにはいかない。

　心を落ち着けると、信しん頼らいする部下たちを見渡した。

　彼らは、グラノール王国国軍遊ゆう撃げき隊たい。グラノール王国国軍大将直属の、少数精せい鋭えい部隊だ。

　弱じやつ冠かん十八歳にして彼らを束たばねるのは、遊撃隊隊長、ルーティア・オルドバーン。

　全員の徽章に、隊長であるルーティアの瞳と同じ色の紅こう玉ぎよくを戴いただく彼らは、「大将閣かつ下かの便利屋」と呼ばれていた。










　目指す屋敷には、酒類を一手に扱う商家の主、ラスカル・ローグフェルトが住んでいる。

　ローグフェルト商会は、最近ワインの偽ぎ装そう工作が発覚したばかりだ。

　手口は単純なもので、国産の高級ワインに、外国産の安いワインを混ぜて売るだけだ。

　外国産のワインは、輸入する時の関かん税ぜい額がくよりも、国内で流通する時の販売税の方が高くつく。

　対して、国産のワインを売る際は、消費振興の名目で販売税が安く設定されていた。

　安く仕入れた外国産のワインを国産品に混ぜて、国産ワインとして売ってしまえば、外国産にかかる割わり高だかな販売税を払わなくて済むうえ、高級ワインを安物で嵩かさ増ましした分、より利益が出る。

　その手口で量産した偽装品を、国内だけでなく周辺の国にも販はん路ろを拡大し、私腹を肥こやしていたのだ。

　こんな単純な手口が長いこと見破られなかったのは、ラスカルが手に入れた金をばらまき、役人を買ばい収しゆうして黙らせていたからにほかならない。

　だが、その役人の一人が酔った挙あげ句くに暴力沙ざ汰たを起こし、取り調べが進むうちに買収されていたことが明るみに出てしまったのだ。

　当然、王国税ぜい務む部ぶが調査に乗り出した。ところが、ラスカルは税務部の監かん査さ要求を、のらりくらりとかわし続けていた。

「しっかし、五十人の私兵団ねぇ。あくどい商売してると命を狙ねらわれるのも当然だけど、それにしては物々しいですね」

「まるでマフィアの本ほん拠きよ地ちのような有あり様さまだな」

　建物の陰から屋敷をうかがいながら、ルーティアはアスカに答える。

　実際、屋敷は高く頑がん丈じような塀へいで囲まれ、門もん扉ぴは太い鉄の格子が威い圧あつ的てきな印象だ。夜ともなれば一晩中煌々と明かりがともされ、格子の向こうの広い庭先を人相の悪い男たちがこれ見よがしにうろついている。

「それにしても、税務部もこれでよく強制捜そう査さなんて強気なことが言えるもんだ」

　呆れたようにアスカが言えば、ルーティアが不ふ機き嫌げんにふんと鼻を鳴らす。

「最初からあてにされてたんだろう」

　文書や警告だけではらちが明かないと判断した税務部は、ついに強制捜査に踏み切る決断を下した。

　だが、屋敷にいる五十人からの私兵にかかれば、事務方である税務部の役人などひとたまりもなくやられてしまう。そこで、邪じや魔まになる私兵団を鎮ちん圧あつするのが、今回ルーティアたちに与えられた任務だった。

「ったく……。露つゆ払ばらいとか、簡単に言ってくれる」

　ルーティアが大将執しつ務む室しつに呼びつけられるのは、いつも突とつ然ぜんで前まえ触ぶれがない。そのうえ、半笑いで言い渡す国軍大将の命めいは一言、

「露払いをしてやれ」

　とだけ。作戦だとか打ち合わせだとか、そんなものは一切ない。勝手に行って片づけてこいということだ。

　今夜既すでに何回目かわからないため息をつくルーティアに、アスカはああ、と何かに気付いたように声を上げた。

「そういうことなら、税務部に恩おんを売れると思って引き受けたってことじゃないんですかね」

「……あのおっさんならやりかねんな」

　ルーティアはしかめっ面でつぶやいた。

　彼らの上司は、鼻が利きく。国軍の益えきになりそうなことなら、見み逃のがしたりはしない。そうやってルーティアたちを使って貸しを作っては使える手札を徐じよ々じよに増やし、使う時は豪ごう快かいに切る。まったく、厄やつ介かいな上司だ。

　だが、彼の手しゆ腕わんに間違いはない。それがまた腹立たしくもあるのだが。

　ルーティアたち遊撃隊は、ただ与えられた任務を遂行するのみだ。

　ファーレンが、壁かべ際ぎわに身を隠かくして門をうかがう。振り返って、うなずいた。

「行くぞ！」

　ルーティアの低く鋭い号令で、全員が狭い路地から飛び出していった。
















　突進するハロルドの巨大なハンマーが唸うなりを上げる。ルーティアたちに気付き、あわてて私兵たちが殺さつ到とうしてくる門扉に、ハンマーが叩きつけられた。

　がぁんっ！　と恐ろしい音を立て、頑丈なはずの格子がひしゃげる。その光景に、中の男たちはまるで信じられないものを見たように呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。しかも、その暴ぼう挙きよを働いている相手は鉄格子の向こうだ。止める手立てもない。

　二度、三度とハンマーが打ちつけられ、ぐにゃりと大きくゆがんだ門扉は人二人ほどの隙すき間まを開けて傾いていた。

「ここは通さんぞ……がっ！」

「うわっ！」

　狭い隙間からの侵しん入にゆうを防ごうとあわてて剣を抜いた二人の男が、肩口に矢を受けて倒れ込んだ。その隙に、遊撃隊が次々に邸内に入り込んでいく。門の前では、邪魔者を排除したファーレンが、つまらなそうに銀の弓を下ろしていた。

　私兵団は五十人、対して遊撃隊は半分にも満たない十九人。しかし、少数精鋭を旨むねとする隊員は全員が手て練だれだ。

　剣だけでなく、各々手にした様々な武器が、私兵団に襲おそいかかった。




　ハンマーが敵を蹴け散ちらす。

　双そう刀とうが左右を斬り払う。

　装飾過多の剣が、屋敷の明かりにきらめく。

　それに交じって、時折弓ゆん弦づるの音が、夜の空気を震わせた。




　屋敷を守ってきたはずの屈くつ強きような私兵団は、みるみるうちに減らされていった。

　その乱戦の中、こそこそと身を隠すように移動する数人の集団がいた。屋敷の主と取引相手、そして数名の護衛と使用人。

「こんなところで、捕つかまってたまるか……！」

　ラスカルが、血走った目をうろうろとさまよわせながら、足早に逃げようとする。

　裏の隠し扉には既に国軍の兵士が待ち構えていて、真っ先に外に出た使用人が捕らえられてしまった。

　巧こう妙みように隠したはずの出口がばれている。もしや、誰かが漏もらしたのか。それとも、スパイがいたのか？　だが、その問いに答えをくれる者はいない。疑念と焦燥に、ラスカルの息は荒くなる。

　退路をふさがれては、表から出るしかない。危険だが、私兵団の長・グリードがついていればなんとかなるはずだ。帳ちよう簿ぼや証しよう拠こを持って国外に出れば、まだ復活の芽はある。

　ラスカルはそんなことを考えながら、前を歩くグリードを必死に追った。

　だが、足早に去ろうとしたその足元に、突然、ドッと音を立てて矢が突き立った。

「な!?」

　ひるんだ眼がん前ぜんを、間かん髪はつ入れずに風が切る。

　ビイインッ、と鋭い音を立てて震える矢が、石いし造づくりの壁に刺ささっていた。

「ひいっ……！」

　カエルのような悲鳴を上げながら、ラスカルは思わず後こう退たいする。護ご衛えい頭がしらのグリードが周囲に視線を走らせると、だいぶ離れた門の前で、男が弓を下ろしたのが見えた。

　あの男は、戦せん闘とうが始まってからずっとあそこから動いていない。時々手こずる私兵に矢を放っていたくらいだ。状況を理解し、戦せん慄りつする。

「ちょっと待て、この乱戦の中、あそこから正確に狙って撃ったってのか……!?」

　人がめまぐるしく動き回っている戦場だ。味方に当たらないとも限かぎらない状況で、誰に当てることもなく、正確な射撃をしてみせた。恐ろしいほどの腕だった。

　おまけに、足止めに成功したと見るや、やる気のかけらもなく腕を組んで塀にもたれかかり、あくびをしてさえいる。

　あんな男が、国軍にいるのか。侮あなどったのは、間違いだったかもしれない。だからと言って引くわけにもいかなかった。生まれた疑念を、グリードは無理やり飲み込んだ。

　その時、劣れつ勢せいを認めたくないグリードとラスカルの眼前に、ルーティアとアスカが飛び込んできた。

　ふわりと舞った金の髪が、屋敷の明かりにきらめく。

　ルーティアは剣を抜かないまま、ゆらりと一歩前に出る。鷹おう揚ように見えて、だが、その身のこなしには隙がない。

　同様に、その一歩後ろで剣を持った手をだらりと下げて立っているアスカも、一見隙だらけに見えてその実油ゆ断だんのかけらも見えなかった。

（こいつら……強い）

　対たい峙じするグリードの緊きん張ちようが高まる。

「ラスカル・ローグフェルト。逃がしはしない」

「そこをどけぇ！」

　鈴を鳴らすような可か憐れんな声に、グリードが腰の半月刀を抜いて咆ほう哮こうする。それが合図のように、ほかの護衛たちがルーティアに殺到し、小柄な体に向かって一斉に剣を振り下ろした。

　三本の剣が、まっすぐに前を見み据すえたまま微動だにしないルーティアを切り裂くかと思われた次の瞬間、音高く弾かれた。

　そのまま、抵てい抗こうする間もなく無造作に三人を斬って捨てたのは、一歩でルーティアの眼前に踏み込んだアスカだ。

　その余裕のある笑みと、見せつけた剣けん閃せんのキレと容よう赦しやのなさに、戦慄でグリードの全身の毛穴が開くような感覚がする。

　そのまま剣の先をグリードに向け、アスカは笑った。

「半月刀使いの大柄な男。お前が私兵団の長おさ・グリードか」

「ああ、それがどうした！　国軍だかなんだか知らないが、邪魔するなら女であろうと斬るまでよ！」

　威い嚇かくするように恫どう喝かつするグリードの言葉に、アスカの笑みが酷こく薄はくさを増した。

「お前らみたいな雑ざ魚こをルーティアの剣の錆さびになんざ、もったいなくてさせられないね。相手は俺で十分だ」

　そう言ってルーティアの目の前に立つ背中は、広い。全ぜん幅ぷくの信頼を置く副官は、いつでも自分の盾たてとなり、剣となり、常にそばにいてくれる。

「こ……っの、舐なめるな、小僧ォォ！」

　獰どう猛もうな唸りを上げて振り下ろした半月刀が、アスカの剣に受け止められる。鋼はがねがひずむ、嫌な音がした。

　それを見届けると、ルーティアは商人・ラスカルを見据える。男はだらしなく太り、余裕のない視線を方々に送っている。その、いかにも贅沢と不ふ摂せつ生せいに慣れた身なりが、ルーティアに不快感を抱いだかせる。

　頼みの綱つなの私兵団は、遊撃隊を相手に既に数名を残すのみだ。ラスカルを助けに駆けつける余裕はなかった。

「そんなに見たって、援護はもういないだろう」

「う、うるさいっ！　お前たちさえ来なければ！」

「私たちが来なくても、いずれ国軍本隊が屋敷を包囲するだけだ。結果は変わらない」

　ルーティアのまだ幼さを残す顔には、なんの感情も浮かんでいない。こんな戦場にあって、剣けん戟げきのただ中を走り抜け、襲いかかる男たちに眉まゆも動かさない。戦慄がラスカルの背中を駆け上がり、理性を失うしなわせる。

「頼む、見逃してくれ！　金はいくらでも払う！」

「そんなものはいらない」

「ならば宝石か!?　ドレスか!?　望むものはなんでもやる！　話せばわかる！」

　崩れるように足元にはいずり、必死に乞こうラスカルを、ルーティアはまるで石ころでも見るような目で見下ろした。

　普通の女の子ならば、心が動くかもしれない要求を、ルーティアはすげなく突っぱねた。

「私の望むものは一つ。任務の完遂だけだ」

「お、女と思って優しくしてやればつけ上がりおって……！」

　ぶれないルーティアに、ラスカルが嫌らしく歯を剝むいた。小柄な体が、勝てると勘かん違ちがいさせたのだろうか。

　立ち上がり、摑つかみかかってきたラスカルの手を取るなり、ルーティアは身を反転させてその体を石いし畳だたみに叩きつけた。

「うわああっ、がはっ！」

　ルーティアは躊ちゆう躇ちよせず、その胸を踏みつけた。

　背中から落ちたことと、胸を圧迫されているせいか。不ふ健けん康こうそうな体に酸素が足りないようで、ラスカルがぜいぜいと喘ぐ。ルーティアがじわっと体重をかけながら冷えた表情で見下ろすと、男の顔が色を失った。

　温度のない顔と対照的に、ルーティアの瞳は、鮮やかな真紅に染まっていた。

「私の仕事は屋敷内の制圧であって、お前との交こう渉しようではない。私を丸め込めると本気で思っていたのなら、それは私への最大級の侮ぶ辱じよくだ。勘違いするな！」

　鋭い怒ど気きをまともに食らって、ラスカルは観念し、ぐったりと力を抜いた。

　そして、アスカとグリードの戦いもまた、終わりを迎むかえていた。

　打ち合いが十を過ぎたところで、グリードの半月刀が刀身の半なかばから嫌な音を立てて折れ飛んだ。

「なっ……！」

　間髪入れず、眼前に切っ先を突きつけられて動きを止めたグリードに、アスカが笑う。

「悪いな、どうも武器破は壊かいのくせがあるもんでね。悪く思うなよ」

　言うなり、アスカは剣の平でグリードの横っ面を殴なぐり飛ばした。うめき声を上げて石畳に転がるグリードの両手首に細い縄なわを素早くかける。その手際は、手慣れていて鮮やかだ。

　ラスカルの方は、別の遊撃隊員が、ルーティアに容赦なくぐりぐりと踏みつけられていた巨体を救出していた。

「た、助けて……息が……」

「これしきで音を上げるとは情けない。こんなにブヨブヨ太っているからだ！」

「ボス、ストップ！　死んじゃいますって！」

　敵であるはずの遊撃隊員に助け起こされて、涙と汗と鼻水でぐちゃぐちゃになったラスカルは、もはやうなだれて見る影もない。

　一緒にいた他国の商人や使用人たちも捕ほ縛ばくされ、戦闘は終しゆう息そくしつつあったその時、後ろ手に縛られたグリードが不意に跳ね起きて、ルーティアに向かって突っ込んできた。

「てめぇさえいなければぁぁ！」

　歯を剝き、振り向いたルーティアに体当たりしようとしたグリードの眼前に、ふっ、とアスカが割り込んだとたん、その体が吹っ飛んだ。

「ぐっ、がぁぁっ！」

　止まる間もあればこそ。突進する勢いのまま、アスカの剣の柄つかを深々と鳩尾みぞおちに入れられて、グリードは石畳に転がって悶もん絶ぜつする。

　激しく咳せき込こみながらも、らんらんと輝く目が、憎ぞう悪おを込めてアスカを睨にらみつけた。

「女なんぞにしっぽ振りやがって、この腰抜けが！　邪魔するんじゃねえよ！」

　それでもまだ口汚くののしるグリードに、アスカは、まるで気の毒な子供を見るような目を向ける。

「何言ってんだ、俺はお前を助けてやったんだぜ？　俺が止めてなきゃ、お前今ごろ串くし刺ざしだぞ」

　その言葉に、怒りと苦痛にかすむ目をルーティアに移して、そして。

　グリードは戦慄した。

「バカな、お前、いつ抜いた……!?」

　ルーティアの手には、ずっと剣などなかったはず。それなのに、今その華奢な手には、鍛きたえ抜かれた細身の刃やいばが、冴さえ冴ざえと冷たいきらめきを放っていた。

　いつ抜き放ったのかもわからなかった。百戦錬れん磨まのはずの自分の目が追えない速さで、一瞬にして抜いたというのか……!?

「なんだ、抜くのが見えていないのか？　強いと聞いていたが、その程度とはつまらん」

　わずかに目を細めたルーティアの一言に、グリードもついに戦意を喪そう失しつした。

　怪力のハンマー男、凄すご腕うでの射手、そして自分の剣を折った男。こんな男たちの上に立つルーティアがただ者であるはずなどなかったのだ。

「集合！」

　捕らえた屋敷の人間を、外で待機していた警邏隊に引き渡し、アスカが号ごう令れいをかける。

　ルーティアが全員の顔を見回した。

「全員、怪け我がはないな」

「はい、ボス」

「何よりだ。では、帰城する」

「了解！」

　引き揚げる隊員の一番後ろ。相変わらず自分の背中を守るように、一歩後ろをついてくるアスカを、ルーティアは見上げた。

「ご苦労」

「いーえ。俺はあんたの副ふく官かんですから、当然です」

「そうか」

　そっけない返事を返して、ルーティアは足を速めた。けれど、アスカはいきなりルーティアの腕を取って、歩みを止める。驚いて見上げた瞳が、近い。

　笑みを浮かべながら、長身を少しだけかがめてルーティアをまっすぐ見つめるその瞳が、射るような光を放っていて、思わず息を吞のむ。

「……当然だから、ほかの誰にも譲ゆずりません。俺以外の誰かに、あんたを守らせたりはしませんよ」

（そんなこと、いちいち確認するな！）

　一瞬息を止めて、ルーティアは勢いよく自分の腕を取り戻し、きっとアスカを睨みつけた。

　国軍大将の命で遊撃隊が設立されて、まだたった半年。

　けれど、その間に危険な場面は幾いく度どとなくあった。それをアスカの剣で、ルーティアの機転で、退しりぞけてきたのだ。今更、この男は自分に何を言わせたいのか。

「……好きにしたらいい」

　努めて平坦に言った言葉に、アスカはさっきまでの真剣な色を消し去ってにこりと笑った。

「了解。好きにします」

　そうして、今夜の任務は終わりを告げた。
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　ふっと意い識しきが浮ふ上じようする。薄暗い部屋、カーテンの隙すき間まから明るい光がさしている。

　ここは、城の敷地内にある官舎の一室。時計を確認して、ルーティアはあくび交まじりにぐっと伸のびをした。

　朝は苦手だ。どうにも瞼まぶたが落ちかかってきて、そのまま再び眠りに引きずり込まれそうになる。けれど、二度寝の誘ゆう惑わくをぐっとこらえて、ルーティアは重い体をだるそうに起こした。

　もう少しだらだらしたいけれど、仕方がない。起きないと、あのバカは部屋の中まで踏み込んでくる。そうして、寝顔もかわいいとか、寝起きもかわいいとか、着替えを手伝うとか、背せ筋すじが寒くなるようなことばかりを言い散らかしていくのだ。

　そのうえ、隙があれば距きよ離りを詰めてくることさえあるのがまた厄やつ介かいだ。気がつけば至し近きん距きよ離りへの接せつ近きんを許してしまっている。

『近い、バカ！』と引っぺがすのはもはやお約束だけれど、あまり近くに来ないように気をつけているつもりなのに、アスカはそのルーティアの警けい戒かいをやすやすとかいくぐってくるのだ。

　それは、アスカが上うわ手てなのか、それとも……ルーティア自身が無意識に、許しているのだろうか？

　そう考えると、ルーティアは途と方ほうに暮くれる。アスカがどうしたいのか、自分に何を求めているのか、自分はどうしたいのか。それがどうしてもわからない。

　ルーティアがこうして国軍に身を置いている理由は、誰よりも強くなりたかったからだ。国軍に入って自分を鍛きたえて、上を目指したかった。

　けれど……今は、それが正しいのかどうかがわからない。




　強いって……どういうことだろう？




　その疑ぎ問もんに、ルーティアは今、ぶつかっていた。自分の求める強さとは、剣の腕か、高い地位か、権力なのか。そのどれもが違う気がする。じゃあいったい、自分は何を求めればいいんだろう？

　ルーティアは十八歳、入隊して一年半になる。一年国軍にいて、その答えは見つからなかった。行き詰まりを感じていたころに、国軍大将に遊ゆう撃げき隊たいに召しよう集しゆうされたのが半年ほど前のことだ。

　慣れない任にん務むに就ついたこともあるし、答えの見えない焦しよう燥そう感もある。だから、今はほかのことを考えたくなかった。

　アスカといると、気持ちが揺ゆらぐ。少しずつ、アスカが自分の領りよう域いきに入り込んできている気がする。それが、今はわずらわしい。

　それならきっぱりとはねつければいいのはわかっているけれど……。

　ルーティアは、ため息をついて頭を振り、考えるのをやめた。どうせ考えたって答えは出ない。時間を費やすだけ無む駄だだ。

　気持ちを切り替えるように、ルーティアは勢いをつけてベッドから降りた。

　顔を洗い、櫛くしを通した髪を一つに結う。紺こんの隊服に腕を通して、身み支じ度たくは完了した。

　廊ろう下かへのドアに手をかけようとした瞬間、軽いノックの音が響ひびく。

　これも、毎朝のこと。

　鍵かぎを外してドアを開けると、そこに立つアスカがにこりと笑った。

「おはようございます。体調はどうですか」

「おはよう。変わりない」

「そうですか。では食事に行きますか」

　そう言って、アスカはルーティアを促うながした。

　石張りの広い廊下に、ブーツの足音がカツカツと響く。

　先行するルーティアの一歩後ろにアスカが控ひかえるのも、いつも通りだ。

　毎朝毎朝、飽あきもせずこいつはルーティアを迎むかえに来る。子供じゃないんだから一人で大丈夫だと、何度言っても聞く耳を持たない。

　何かあって来られない時には、必ず前日にそれを伝える徹てつ底ていぶりだ。だけれど、ルーティアには、アスカがそこまで自分に構う理由がわからない。

　わからないながらも興味はなかったのだけれど……ふと、聞いてみたくなったのはどんな心しん境きようの変化だったのだろうか。

　ルーティアは、ちらりと横目でアスカを見た。

「おまえ、なんでそんなに私に構うんだ」

「一ひと目め惚ぼれです」

　食い気味に返された一言に、思し考こうが止まる。というか、脳が考えることを拒きよ否ひした感じだ。

　それから、思いっきり冷めた目でアスカを眺ながめる。

（こいつはまた、こんなバカげたことをよくも考えつくものだ）

　すると、ルーティアの視線に気づいたアスカが笑った。

「みたいなもの、ってことですよ。言葉足らずでした、すみません」

　すまないなんて、これっぽっちも思っていない顔で。

　アスカは、普ふ段だんからこういうことを戯たわむれに口にするから始末が悪い。一歩間ま違ちがえれば、嫌がらせと取られかねない。しかも、本気か噓うそかの判別がつきづらいのがまた腹立たしい。

　からかいだとはっきりわかれば、一いつ蹴しゆうもできる。でも、もし本気だったらそれはそれでどうしろというのだ。

　だけれど、『一目惚れみたいなもの』なんて思わせぶりなことを言われれば、気にもなる。

「そんなこと言われても、まだ会って半年だろう。そうまで言う理由が理解できない」

「面と向かって会ってからはそうですけど、その前に見てますよ」

「……どこで？」

　なんとなく、素す直なおに聞くのが癪しやくな気がした。どうも誘ゆう導どうされているようで気に食わない。

　案あんの定じよう、アスカは待ってましたとばかりに答える。

「あんたが優勝した武術大会、俺もその時にいた隊の推すい薦せんで出てたんですよ」

「ああ……」

　入隊する前、ルーティアは国立学館の学生だった十六歳のころ、王国主しゆ催さいの武術大会に出場して優勝していた。

　ルーティアは武門としては国内随ずい一いちの名家・オルドバーン家の生まれだ。幼少のころから才能に恵めぐまれて、武術を一通りたしなんでいる。

　武術大会は国軍の兵へい士しも出場するとはいえ、自分としては勝って当たり前の大会ではあった。

　不ふ意いに、向けられているアスカの笑みが、どこか色をまとった気がした。

「その時のあんたが、忘れられなくて」

「妙みような言い方するな！」

　反射的に怒ど鳴なると、アスカは笑う。本気なのか冗じよう談だんなのか、いまいちわかりづらいのがまた腹立たしい。

「その時は、すごく印象に残っていただけだったけど、あんたの元に配はい属ぞくされて、もう半年だ。恋愛感情を持つには、十分な時間でしょう？」

　逆に、ルーティアは面と向かって『恋愛感情』という言葉を出されて困こん惑わくする。

　何しろ、この年まで武芸一いつ辺ぺん倒とうで来ていて、それ以外に興味がわかなかったのだ。

　学生の時に、誰がかっこいいとか告白しただのされただの、付き合い始めて夢見がちな友人たちの話はもっぱら聞く側がわでしかなかった。

　それも、聞くのは楽しかったけれど、実際自分の身に置き換えてみれば、『面めん倒どうだ』という感想しかわいてこなくて、憧あこがれも何もあったもんじゃなかった。

　だから、それがどんなものなのか想像もできない。

「私は、恋愛感情とかはよくわからない。だから、半年が十分な時間かどうかなんて知らない」

「そう来ましたか。だけど、今でもあんたの剣が忘れられないのは本当ですよ」

　そっけなく言い捨てれば、アスカは肩をすくめて苦笑した。

「今、あんたの隣で剣を振るっていても、ふっと思い出すことがある。舞うようで、鋭するどくて、容よう赦しやがなくて、的確で。もっと見たい、近くで見たいって、強きよう烈れつに思った。あの鳥とり肌はだが立つような感じは、あんたが初めてだった」

「お前が……出てたのは気がつかなかったな」

　本気か噓かわからない賛さん辞じの羅ら列れつを聞いていられなくて、ルーティアは強ごう引いんに話題を変える。アスカは気にしたふうもなく、『そうですか？』なんて返事してくるのがまた腹立たしい。こちらの反応を、見られているようで。

　けれど、不思議だった。半年近くで見ていたら、嫌でもわかる。アスカは強い。

　剣の速さもだが、身のこなしには隙がないし、相手の動きを読むことにも長たけている。そのうえ、実家が鍛か冶じ屋やで、自身も剣を打つ心得があるせいか、剣を交まじえると相手の武器が傷いたむ確率が異常に高いというおまけつきだ。

　なんでそんなことができるのかと聞いてみたことがあったが、

「あー、うまく説明できないんですけど、なんていうか、打ち合ってると折れそうな感じがわかるんですよ。ほら、漁りよう師しなんかが、潮しお目めを読むとかいうじゃないですか。あんな感じ？　うーん、違うか？　どうなんだ？」

　というなんだかよくわからない回答が返ってきたので、おそらく感覚的に身についてるのだろう。

　けれど、そこを狙ねらって剣を折るという芸当が簡かん単たんにできるものではないということは、ルーティアにだってわかる。

　これほどの腕なのに、大会でルーティアの目に留とまった記き憶おくはない。アスカはにこりと笑った。

「あんたが決勝で戦った奴と当たって、八強で終わりました」

「決勝か……それもあまり印象にないんだよな……」

　ルーティアは顎あごに指を当てて記き憶おくをたどる。

　決勝の相手は、剣けん閃せんは確かに鋭く、無駄がなかった。だがその剣技は、まるで型の練習でもしているのではないかと錯さつ覚かくするくらいに教科書通りで、ちょっと揺さぶって隙が生まれたところを仕留めて終わったはずだ。まったくつまらない試合だった。相手の顔すら、もう覚えていない。

　そんな相手に、二年以上前とはいえアスカが負けたりするだろうか？

　不意に、ルーティアが剣けん吞のんな視線でアスカをじろりとねめつけた。

「そうだ。決勝の奴、そんなに強くなかった。お前、わざと負けたな？　絶対にあいつよりお前の方が強い」

　アスカは一いつ瞬しゆん驚いたように目を見開いて、それからいたずらが見つかった子供のように笑った。

「なんだ、今まで気づいた奴なんかいなかったのに、さすがだな」

　その言葉は、ルーティアの疑ぎ念ねんを肯こう定ていする言葉だった。ルーティアの視線がきつさを増す。

「なんでわざと負けたりした？　実はお前、剣だったら私よりも強いだろう？　見ていればわかる。あの時、ほかに目立って腕の立つ奴はいなかった。まともにやっていたら、きっと私ではなくお前が勝ってた。どうしてだ？」

「ま、大人の事情ってやつでね」

「はぐらかすな。言え」

「ええ～……」

　とぼけようとしても許ゆるすはずがない。ルーティアに鋭く追つい及きゆうされて、アスカは困ったように頭をかいたが、ややあって口を開いた。

「相手の師し匠しようがねぇ、国軍本隊の剣けん技ぎ指導教官だったんですよ。その教官を中心に派は閥ばつを形けい成せいしてて、目をつけられると厄介でね。下へ手たに武術大会みたいに派手な場で勝ったりしたら、やっかまれて嫌いやがらせされるんで、後がやりにくくてしょうがない。八強ぐらいだったら、まぁ俺を推おした隊の面子メンツもたつし、負けるにもちょうどよかったんですよ」

「私は決勝で勝ったけど、何もないぞ」

　きょとんとしてルーティアが返すと、アスカは苦笑した。

「そりゃあ、オルドバーンの名前は別べつ格かくだからな。あんたの爺じいさんのグラジオ・オルドバーンは先々代の国軍大将で、今も軍内の影響力は絶ぜつ大だいだ。おまけに、あんたの兄貴のライナスなんか、十五の時に史上最年少で武術大会優勝してるだろ。俺なんか手合わせして一回も勝ったことがない」

「兄様と戦ったことがあるのか？」

　驚いて聞くと、アスカがうなずく。

　ライナス・オルドバーンはルーティアの兄で、彼女より六年早く国軍に入隊している。今は西の砦とりでに勤きん務むしていて、王城にはいない。

「そりゃあね、同期だし。あんたと組むことになった時も、渋しぶい顔をしてましたよ」

　そう言うと、ルーティアはわずかに視線を落とした。

「……兄様は、私が弱いから気に入らないんだろう。国軍に入る時も、散々反対された」

　一瞬その表情に、苦いものが混じった。




「国軍に入って何をするつもりだ」

「武術なら家にいてもできるだろう」

「好き好んで国軍に入る必要があるのか」

「お前の腕が泣くぞ」

「やめておけ」




　兄の言葉が、脳のう裏りによみがえる。自分が弱いから、役に立つはずがないと端はなから決めてかかっているに違いないのだ。そう思われていることが悔くやしくて仕方がなかった。

　顔を上げたルーティアの横顔は、それ以上の追及を許さない雰ふん囲い気きで、アスカはそれに気付かないふりをして話題を戻す。

「いずれにしても、あいつらライナスには散々煮にえ湯ゆを飲まされてきてるし、武術大会で学生のあんたに負けてるし、実際入隊してからも歯が立たない。面めん目もくは丸つぶれだし、武術大会の優勝者は剣技指導が免めん除じよされてるから、派閥に引き入れるきっかけもない。だいたいにしてオルドバーンの一門は、先々代の大将閣かつ下か直じき々じきのご指導だからな。本隊の剣技指導教官の指導なんかいらないだろ」

「そう……だったっけ？　そう言われてみれば、鍛たん錬れん場じようで全員が整列して、模も擬ぎ剣けんを振っているところを見たことがある」

　子供に剣を教えているような風景を、しばらく眺めていたことがあるような気がする。

「それに、俺が控ひかえ室しつで派閥の奴らに絡まれてるの、あんた鼻で笑って一蹴してたからな。あんたは覚えてないかもしれないけど、すっげぇかっこよかった」

「そんなこと、あったか……？」

　ルーティアは首をかしげた。覚えていないということは、大したことではなかったんだろう。

「ま、些さ細さいなことだから。よくある話で、下手に勝ったら後でどうなるかわかってるんだろうな？　的なことを言われてたわけですよ。そこにあんたが通りかかって、ちらっとこっち見てそのまま通り過ぎようとして。それが気に食わなかった奴が、あんたにも絡からみに行ったんですけど」

「うーん、あったようななかったような……」

　記憶を探るふうのルーティアに、アスカは笑う。自分にとっては鮮せん烈れつな記憶でも、彼女の中では取るに足りないほどに普通のことだったのだ。けれど、それがかえって、昔から変わらないルーティアのまっすぐな性格を示しているようで、うれしかった。

「オルドバーンの名前だけで勝てるほど甘あまくない、今のうちに家に帰って花嫁修しゆ業ぎようでもしたらどうだって言った奴がいたんですよ。それに、『勝てば文もん句くないだろう。黙って見てればいい』って言い放って、後は何を言おうと完全無む視し。しかも、本当に勝っちゃうし、すげえかっこよかったんですよ」

「そ、そうか……」

　熱弁を振るわれてもかえって恥はずかしい。しかも、ルーティアにはあまり記憶にないことだ。どう反応したらいいのかわからずに歯切れの悪い返事を返すと、アスカは人の悪い笑みを浮かべた。

「だから、あんたが勝ってよかったと思ってるよ。少なくとも武術に関しちゃ、あいつらあんたに口出しできないからな。いつも幅はばきかせてるのが面おも白しろくなかったんだ」

「どうでもいいが、他た力りき本ほん願がんだな」

「なんとでも言え！　俺があんたのそばにいるのを見て、バカにしてた奴が副官に抜ばつ擢てきされたと知って屈くつ辱じよくで顔色変わるところを見るの、すっげえ楽しかった」

「……お前、存ぞん外がい器が小さいな」

「小さくて結構。別に困らない」

　アスカの答えは完全に開き直りだ。晴れ晴れとした笑顔がいっそすがすがしいくらいに。

　ルーティアはため息をついた。

「さすが……給料泥どろ棒ぼうと言われてきただけあって、適当さは筋すじ金がね入りだな」

「俺、基本的に面倒なことは嫌いだから」

　アスカはひょうひょうと笑いながら、あっさりと言い切った。

　遊撃隊の面めん々めんは、国軍大将直属の隊ということで、彼が自ら集めてきた者たちだ。

　但ただし、どちらかといえば配属先でお荷物、または問題児とされている兵が集められている。アスカもそういった問題児の一人で、腕はそこそこ立つけれど、とにかく仕事をサボることで有名だった。

　戦せん闘とうになっても下手すると逃げ回ってばかりで参加しないことすらあり、訓くん練れんはサボるし、書類は書かずに他人に押しつけるし、兵士の詰つめ所しよでは寝てばかりでまったく役に立たない。半なかば放り出される形で遊撃隊に配属されたという経けい緯いがあった。

　けれど、少なくとも今のアスカには、そんなぐうたらな面影はない。むしろ、ルーティアはいつも助けられてばかりだ。

　配属された者たちが一室に集められた時、国軍大将の命令でルーティアは別室から彼らの様子を見せられた。

　机つくえに突っ伏して寝ている者、武器の手入れに余よ念ねんがない者、特に何をするでもなくかったるそうにあくびをしている者。さすがに面子が面子だけあって、本当に隊を組んで大丈夫かと心配になるほどだった。

　けれど、そんな中、特にやる気なさそうに椅い子すの背もたれに寄りかかりながらも、アスカは集められた面々をさりげなく観かん察さつしているように見えた。それを見た時に、彼が副官だ、とわけもなくひらめいたのだ。

　その後、全員と話し、副官候こう補ほとして年長者のハロルドとアスカの二人に絞しぼったけれど、ルーティアは最初のひらめきを信じて、アスカを選んだ。

　彼の今の働きを見ていれば、おそらく何かの理由があってやる気がないように見せていたんだろうと理解できる。とはいえ、それがなぜなのか、遊撃隊に来てからの心境の変化はなんなのか、特に聞く気はなかったけれど。

　ただ、直感的にアスカを副官に選んだ自分の眼がん力りきを自分で褒ほめてやってもいいと思うくらいには、アスカは十分にその役目を果はたしてくれているし、信用してもいた。

「何考えてる？」

「近いぞ！」

　不意に顔を覗のぞき込まれて、ルーティアはあわててアスカを押しのけた。

（……これさえなければ、副官として完かん璧ぺきなのに！）

「いちいち構うな。何がしたいんだ！」

「今俺のこと考えてたのかなあと思っただけ」

「別に考えてない！」

　いや、考えてはいたが。けれど、それは決して、特別な意味を持つものではない、断だんじて！

　それなのに、アスカは甘い顔で低く笑う。

「なんだ、そうだったらうれしかったのに。俺は、いつでもあんたのこと考えてますよ」

　伸びた手が、すっと頰ほおから耳へのラインに触れて、ぞわりとした感かん覚かくにルーティアは飛び上がりそうになった。

「なんで触るんだ！　気安く触ふれるな！」

　思わず強い口調で言い放つと、その反応の何がよかったのか、アスカの笑みが甘さを増した。

「そこはほら、副官特とつ権けんで。俺があんたにいちばん近いって、確かめたいだけ」

「だからそんな特権存在しないし許した覚えもない！」

「そりゃそうでしょうね、自じ称しようだし」

「私はやめろと言ってるんだ！　お前、聞く気ないだろう!?」

「ええまあ、そうですね。ないです」

「簡単に認めるな！　なんなんだ、もう！」

「そうやって子犬みたいに吠ほえかかるところ、めっちゃツボです。すげえかわいい」

「ううう、うるさい、もう黙れ！　耳が腐る！」

「ははは！　ひっでぇ」

　またすっとアスカの手が伸びた。それをすかさず叩き落としながら叫ぶと、彼は楽しそうに笑う。

　ルーティアの頰の色は、透すけるほどに白いまま。けれど、その瞳は真しん紅くに染まっている。

　それを確かめて満足そうに笑い、アスカはぽんぽん、とルーティアの頭に手を置いた。

　けれど、ルーティアはその手を、やんわりと外してアスカを見上げた。

「こういうの、もうやめておけ」

「ルーティア？」

　ほかに比ひ較かく対たい象しようがないからわからないが、アスカが自分に近づこうとしているのは、なんとなくわかる。なんの目的かは興味がない。けれど、戯れなら邪魔なだけだ。

　今、ただでさえ自分がどこを目指しているのかわからなくて苦しいのに。強くなりたくて、でも強いということがどういうことなのかわからなくて、もがきながら自分の道を探している。

「隊ができてまだ半年だ。今は、余計なことに心を乱されたくない」

「俺のしてることは、迷めい惑わくですか」

「さあ……。今のところは、何があるわけでもない。ただ、心臓に悪いとは思う」

「へえ？」

　少し目を細めて、アスカはルーティアを見下ろした。

　多分、彼がルーティアの意識外のところから触れてきたり、自分のスペースにやすやすと入り込んでくるから、慣れない分気持ちが揺れるんだろう。……なんとなく、慣れることを怖いと思う自分もいる。

　そして、それが不ふ快かいではないと感じているところが、どうも居い心地ごこちが悪い。

　なぜか、突き放しきれないのがとても困る。だから、アスカにはきちんと節せつ度どを持って接してもらいたかった。

「武術大会の優勝者に、褒ほう美びが与えられるのは知っているな」

「ああ、はい」

「私は、国立学館卒業と同時に国軍に入ることを希き望ぼうした。国軍は軍ぐん校こうに入らなければ入隊できないが、私は家の方針で国立学館への進学しか許されなかった。入隊したければ、学館を卒業して、自分で入隊する方法を探すこと、それが条件だったからだ」

「はあ。なんでまたそんなめんどくさい条件を？」

　アスカが聞くと、ルーティアは言いにくそうに口ごもった。

「それは……その……。私は、あまり勉強が得とく意いじゃないのは知っての通りだが……」

「それで？」

「ただでさえそうなのに、軍校に入ったら剣技や軍技にかまけて勉強しなくなるからだめだとおじい様に言われた」

「ああ、要ようは国立学館で戦いだけじゃなく見けん聞ぶんを広げろってこと？」

「うん、まあそんな感じ」

　アスカはなるほど、とうなずいた。

「そう言えば、ライナスも軍校じゃなく国立学館の出身でしたよね。そこらへんは、オルドバーン家の方針かなんかですか？」

　聞くと、ルーティアはまた何やら苦いものを嚙かんだような顔をしている。

「いや、兄様はなんでもできる人だから。勉強はちゃんとしたいし、入隊するなら武術大会で優勝して権けん利りをもらえばいいって……」

「ああ、まあ確かにあいつならやりそうですよね……」

　はは、と力の抜けた笑いで、アスカはルーティアの兄で同期の出しゆつ世せ頭がしらの顔を思い出した。

　ルーティア以上に無表情で、何をやらせても誰よりも上を行く。もちろん剣の腕は言うまでもないし、用兵にも長け、頭も回れば口も立つ。

「だから、武術大会で優勝して、国軍への入隊を願い出たんですか。ライナスと同じように」

「そういうことだ」

「何もあいつの後を追わなくてもよかったでしょう。そうまでして国軍に来たかったのは、なんのためです？」

「さあ……。血ち筋すじ、としか言いようがないな。誰にも負けたくない。誰よりも強くなりたい。そう願って、今まで武術のけいこに励はげんできたから。本当に、それ以外に興味がなかったんだ。だから、ほかに何をすればいいのか、わからない」

　一瞬だけ、惑う様子を見せたルーティアは、すぐにそれを押し隠かくして、まっすぐにアスカを見上げた。

「『強くあれ、ひたすらに、ひたむきに』。オルドバーン家の家か訓くんだ。私は、今はただどうしたら自分が強くなれるのかを探している途中なんだ。その邪魔は、誰にもしてほしくない」

　アスカがいろいろと気にかけてくれていることは素直にうれしいと思う。戦うことばかりを考えてきたルーティアはそれほど人付き合いがうまい方ではないから、助けられたこともたくさんある。

　けれど、それとこれとは別の話だ。アスカは、真剣なルーティアの言葉に、やはり笑顔でうなずいた。

「わかってます、あんたの邪魔はしませんよ。極きよく力りよく、ね」

「わかってるなら、いい」

　そうして、アスカは歩き出したルーティアの後ろ姿を追いかけながらひっそりと笑う。

（そう、今はまだ、追い詰めないでいてあげますよ）

　ルーティアに気付かれないように。気付かせるようなへまをするつもりもないけれど。ルーティアが遊撃隊の隊長になってまだ半年、時期尚しよう早そうなのもわかっている。

　アスカはただ、ルーティアのそばで支えるだけだ。……自分なしではいられなくなるくらいまで。

　食堂の入り口が見えてきたところで、大おお柄がらな男性が出てくるのを見て、ルーティアがぴたりと足を止めた。察したアスカが前に回り込もうとしたところで、男性がこちらに気づいてにやりと笑った。

「よう、お嬢じよう。相あい変かわらずちっさいなぁ。飯は食ったのか？」

「ちっさい言うな！　食事はこれからだ、見てわかるだろう！」

　上じよう機き嫌げんに、よく通るだみ声を浴あびせられ、ルーティアは苦虫を嚙みつぶしたような顔をしている。彼女を背はい後ごに隠すことに間に合わなかったアスカは、苦笑して一歩引いた。そして、大おお股またで男が歩み寄ってくるのに一礼する。

「おはようございます、ウィリアム・ガルスール将軍閣下。本日もお元気そうで何よりです」

「おう、お前も相変わらずルーティアにべったりだな。金魚の糞ふんって呼ばれてるらしいじゃねえか」

「上等です。その役目を俺に課かしたのは閣下でしょう。お望み通り、しっかり金魚の糞やってますよ」

「いうようになったなぁ、青二才。給料泥棒とまで言われたサボり魔のお前が、変われば変わるもんだ」

「恐きよう縮しゆくです」

「褒めてねえよ！」

　がははと大声で笑うこの男は、国軍大将ウィリアム・ガルスールその人。国軍トップであり、彼こそが、遊撃隊を設せつ立りつした人物だ。ルーティアたちにとっては直属の上司にあたる。
















　白しら髪が交まじりの茶色の短髪に無ぶ精しようひげ、制服を肩に引っかけた様子はどこぞのごろつきのようで、およそ国軍大将という肩書には程ほど遠とおく見えるが、非常に有能な人物なのは疑いようがない。

　解決した事件は大小数知れず、ここ最近きな臭くさい西の国境も、早々に手を打ってうまく抑おさえ込んでいる。

　大だい胆たんかと思えば繊せん細さい、巧こう妙みようと見せつつ大おお雑ざつ把ぱ。人物も作戦も、摑つかみどころのない食えない上官だ。

　国軍大将の肝きも入りで設立された隊だと言えば聞こえはいいが、警けい邏ら隊たいの手には負えない、だが国軍を動かすまでもないような任務のために駆り出されているのが実情だ。

　小回りが利きいて強く、フットワークが軽い組そ織しきが必要だったんだ、なんてウィリアムはうそぶくが、体よく顎あごでこき使える奴らが欲しかっただけに違いない。その証しよう拠こに、これまで無む茶ちやや面倒をこの男に押しつけられたのは、一度や二度ではない。

　そのウィリアムは、にやにや笑いながらルーティアを見る。

「しっかし、お前はもっと肉食った方がいいんじゃねえのか？　十年前と変わらんぞ」

「そんなわけあるか！　だいたいもう成長期なんか終わってるんだから、今から肉食ったところで身長が伸びたりはしない！」

　むきになって嚙みつくルーティアを笑うウィリアムは、子供をからかって遊ぶ大人そのものだ。

　それもそのはずで、ウィリアムはルーティアの祖そ父ふ、グラジオ・オルドバーンの部下だった。屋敷にも何度も訪れていて、幼少のころからルーティアたち兄妹きようだいの相手をよくしてくれたものだ。

　暇ひまだからと、ライナスとルーティアの二人まとめて剣の相手をしてくれたことも何度もある。まだ子供だったルーティアはともかく、その当時既すでにライナスは並みの大人では歯が立たないほど強かったのに、ウィリアムに散々遊ばれて終わっている。

　とはいえ、今は一応国軍に所属している以上、上下関係のけじめは必要だ。ルーティアも入隊当初こそ距離を置く努ど力りよくをしていたのだが、将軍であるウィリアム自身がこの調子なので、もはやあきらめ気ぎ味みだ。

「そういや、聞いたぞ。昨日もなかなかの活かつ躍やくだったらしいな」

　昨日のワイン商人の屋敷での立ち回りは、既にウィリアムの耳に入っているようだった。相変わらず耳が早い。

　けれど、ルーティアには言いたいことが山程ある。

「ウィル爺……昨夜のような任務は警邏隊でも行けるだろ。なんで私たちに押しつけたんだ。いつもいつもいきなり呼びつけられて『行ってこい』って言われるこっちの身にもなれ！」

「まあそういうな。警邏隊では損そん害がい率りつが高くなりそうだったから、やむを得えずだ。あの私兵団は傭よう兵へいや兵士崩くずればかりを集めていて、そこそこ腕が立つ。お前らじゃなかったら、夜が明けてるわ」

「……それはやむを得ず、じゃなくて手っ取り早く、の間違いじゃないですか？」

　アスカの控えめなツッコミに、ウィリアムはふんと鼻で笑い、胸を張った。

「何が悪い。実じつ際さい、速攻でカタついただろうが。遊撃隊の評ひよう判ばんは上がり、俺の手しゆ腕わんは評ひよう価かされ、税ぜい務む部ぶには貸しを作った。万々歳だ」

「やっぱり取引ありか！」

　ルーティアは拳を震わせてうなった。

　昨日の二人の推すい測そくは、ほぼ正しかったわけだ。

「相変わらず食えねぇオッサンだな」

　アスカがぼそりとつぶやくと、じろりと睨にらまれた。

「なんか言ったか」

「いえ、何も」

　即座に背筋を伸ばしてアスカが答えると、『聞かなかったことにしといてやる』とウィリアムは視線を外した。

「ま、これも経験だ。明日は祭りだし、切り替えて存分に楽しんでこい」

「明日非番だって話は聞いてませんが」

　言われたルーティアは、首をかしげる。明日は確かに祭りが開かれる日ではあったが、ルーティアたち遊撃隊は通常勤務の予定で、城に缶かん詰づめのはずだ。それに、定期の休みは三日後だ。だが、ウィリアムはまた人の悪い笑みを浮かべた。

「警けい備びしながら楽しんでこい。遊撃隊も祭さい典てんの警備担当に追加だ」

「そんなのむちゃくちゃだ！　命令書も来てないのに！」

「後で届くだろ。頼んだぞ、じゃあな」

「好き勝手なこと言うなぁぁ！」

　笑いながら去っていく国軍大将の後ろ姿に怒声を浴びせるも、もちろん彼が立ち止まるはずもなく。

「ああなったら聞くしかないですよ、しょうがない」

「あんのわがまま上司めぇぇ～！」

　アスカになだめられつつ、二人はため息をつきながら見送るしかなかった。







　次の日、城下は朝からにぎわいを見せていた。豊ほう穣じようの女め神がみイリヤに感かん謝しやし、豊ほう作さくを祝う年に一度の祭りが開かれているのだ。今日と明日の二日間、町は様々な収穫物と花で満たされる。

　大きな山だ車しが花で飾られ、祭りの衣装に身を包んだ子供たちが引き手となって町中を練り歩く。

　年ごろの娘たちは華はなやかな衣装をまとい、舞い踊る。若者たちは揃そろいの演えん武ぶを披ひ露ろうする。

　町のいたるところに屋台が並び、鼻を刺し激げきするいい匂においがそこかしこにただよっている。

　近きん隣りんの町からも、参さん拝ぱい客きやくがぞくぞく訪れ、イリヤの神殿は毎年長い行列になる。

　イリヤに感謝しながら収穫した作物や肉を食べ、歌い踊り、陽よう気きに過ごす。それが、豊穣祭だ。

　当然、人が多くなれば、治ち安あんも悪くなる。普段は平和な町だが、集まった人々を狙い、スリ、置き引き、引ったくり、ぼったくり、悪質な客引きやケンカなど、トラブルは数えきれなくなる。そのため、毎年国軍はかなりの人数をこの祭りの警備に割いていた。

　結局、昨日の午前中に警備の命令書が届き、今け朝さから遊撃隊も全員が出で払はらっていた。

　ルーティアも人々の間をすり抜けながら、ぼそりとつぶやく。

「人が多いところは苦手なんだ……」

「仕方がない、我が慢まんしてください。これも仕事です」

　アスカが応じると、横合いからもう一人が割り込んだ。

「ボスちっさいから、人の波に流されるんでしょ。埋うもれて見えなくなりそうだしな～」

「ボスって言うな！　ちっさいって言うな！」

　そいつに怒鳴りつけても、へらへらと笑うばかりで堪こたえた様子がないのが腹立たしい。

　それは、城を出てからずっとルーティアをからかい続けているファーレンだった。

「ファーレン、仕事中だ、いい加か減げんにしろ。あんたもいちいち突っかからない」

　子供のけんかかと言いたげなアスカが、ため息をつきながら仲ちゆう裁さいに入る。

　祭りの警備配置は、既に国軍本隊に割り当てられていて、遊撃隊は三さん交こう代たいで市中の見回りだ。見回りは基本二人一組だが、ファーレンだけはいつもあぶれてしまう。

　もちろん、遊撃隊は十九人しかいないから、誰か一人があぶれるのは当然だが、それがファーレンと決まっているには訳があった。

　ファーレンは、その弓の腕を買われて国軍に拾い上げられたという、異色の経けい歴れきの持ち主だ。元々は北の辺へん境きようの山さん間かん部ぶにある狩かりゆう人どの里に生まれたただの猟りよう師しだった。だが、年若くしてその村に伝わる神じん器ぎだという大弓を使いこなし、狙ったものは外さない。そして驚異的な遠距離でも狙いたがわず標的を射い抜ぬく腕は、王都にも聞こえるほどだった。

　だが、いざ国軍に入ったはいいものの、

「俺は狙そ撃げき手しゆだから、戦闘はしない」

　と断言し、一切の近きん接せつ戦闘を行わなかったのだ。

　実際、剣の腕自体は、才能がないと指し導どう教官がさじを投げるほどだったらしい。剣を下げているだけでも持て余すらしく、武器らしい武器を持ち歩くことがない。

　おまけに口が悪く、ほかの隊員とすぐトラブルを起こすので、半ば厄介払いされる形で遊撃隊に配属されている。

　そういうわけで、町中で弓を背中にぶら下げているのは物ぶつ騒そうだし、いくら腕がよくてもこの人ごみの中では役に立たないから置いてきている。そして剣はからっきしだし、一応護ご身しん用ようにナイフを持ち歩いているものの、『獲え物ものの解体にしか使ったことがない』というレベルで、事が起こった時の戦力としてはまったくあてにならない。

　下手をすると組ませた者まで危険に陥おちいる可能性がある。だったら強い奴とくっつけておけ、というわけで、だいたいルーティア・アスカ・ファーレンの三人一組になることが多かった。

　ただ、ファーレンは目がいい。それも、抜ばつ群ぐんに。

「あ、盗とった」

　不意に、ぼそりとファーレンがつぶやいた。その言葉にアスカが臨りん戦せん態たい勢せいに入る。

「どいつだ」

「帽ぼう子しをかぶって黒い上着を着た、小太りの。上着の内側に入れた」

「了解。そっち頼む」

　即座に二人が動き出す。アスカは人ごみを器用にすり抜け、一人の男をさりげなく捕つかまえる。そして、ファーレンは数歩先を歩く身なりのいい婦人に声をかけていた。

「失礼、国軍の者です。財さい布ふをすられていませんか？　ご確認を……」

「え、財布？　すられた？　そんなはずは……まあ、本当、財布がないわ！　どうしましょう……！」

「ご安心を、犯はん人にんは捕まえました。申し訳ありませんが、あちらでご確認をお願いしてもよろしいですか？」

　青ざめた婦人を安心させるように笑い、ファーレンは国軍の出しゆつ張ちよう所じよとなる天てん幕まくへと婦人を連れて行く。

　アスカの方も、がっくりとうなだれた男を連行していた。

　ファーレンは狙撃手らしく遠くのものがよく見えるだけでなく、動体視し力りよくも抜群にいい。なぜか、こういう時にはよくスリを見つけるので、なかなか重宝する。

　ルーティアも人に押されて四し苦く八はつ苦くしながらも天幕にたどり着き、取り調べに立ち会った。

　無事に財布を取り戻し、頭を下げて去っていく婦人を見送って、一通り手続きを終えて後を国軍本隊に引き継つぐと、再び三人は見回りに戻る。

「お前ほんとに目はいいな」

「目はってなんだ、目はって」

　感心したようなルーティアの言葉に、ファーレンは不機嫌そうに言い返す。

「だって、私はすった瞬間なんか見えなかった。私も動体視力はそれなりにいいはずなんだが」

　きょろきょろしてみても、怪あやしい動きの人間は見当たらない。ファーレンはつまらなそうに言い返す。

「なんつうか、勘かんだよ。獲物狙って、やるぞって雰囲気がなんとなくわかる。経験だろ、そんなの、大したもんじゃない」

「いや、それがこれだけ役に立ってるんだから、十分じゃないか。すごい能力だと思う」

　ルーティアは前を向いたまま、普段と変わらない調子で言った。ファーレンはますますふてくされたような顔で、『あ、ああ』とぼそりとこぼして口をつぐむ。

　それを見てニヤニヤ笑いながら、アスカがその肩をがしっと抱えた。

「お前もなんだかんだわかりやすいよなぁ。面と向かって褒められるとどうしていいかわからないんだろ」

「うるせーな、ほっとけよ！」

　案外照れ屋なファーレンの態度に気づかず、ルーティアは先に進む。その背中を見守るようにしながら、アスカはファーレンの耳元に顔を寄せた。反射的に顔をそむけて、ファーレンは嫌そうに舌した打うちをする。

「おい、近いって！」

「つーか、あれは俺のだからな」

「はぁぁ!?　っざけんな、誰があんなガキ！」

　アスカにささやかれたとんでもない一言に、瞬しゆん時じにファーレンの頭が沸ふつ点てんを超える。

「おまっ、ばっかじゃねぇの!?　あんなん相手にすんのなんかお前ぐらいだ、一いつ緒しよにすんな！」

　前を歩くルーティアに聞こえないように、低い声でファーレンがわめき散らす。器用だなと感心しつつ、アスカは笑ってファーレンの肩をポンポンと叩いた。

「わかってりゃいい」

　そう言ってアスカは前を歩くルーティアを追って離れていく。その後ろ姿を見て、ファーレンはため息をついた。

「ったく、所構わず威い嚇かくすんなっての……。頼まれたって手なんか出さねぇよ」

　疲れ切ってつぶやいたファーレンなど気にすることなく、アスカは人ごみをものともせずに、すり抜けるようにしてあっという間にルーティアの元にたどり着いた。

「ルーティア、はぐれるぞ」

　けれど、声をかけるとルーティアは足を止め、きょとんとした顔でアスカを見上げた。

「そしたらお前が見つけてくれるだろう？」

　なんの疑いもなく投げられた一言は、まるで何を当たり前のことを言っているんだとでもいうような響きを伴って、存外に甘くアスカの耳を打った。

　まさかそう来ると思っていなかったアスカは一瞬虚きよを突つかれて、片方の手で緩ゆるむ口元を覆おおった。

「ったく、かなわないな、あんたには」

「何がだ？」

「や、こっちの話です。とりあえず、人が多いんであんたはここにつかまっててください」

「ん？　うん」

　アスカは、腰のベルトをルーティアに摑ませた。どうも人ごみで流されやすく、それを自覚しているルーティアはおとなしくアスカに従う。

　それを見たファーレンは、再び深ふか々ぶかとため息をついてつぶやいた。

「過か保ほ護ごすぎるっつーの。いい加減にしろよ……」

　ともすれば大型犬に引っ張られている飼かい主ぬしの図、に見えなくもない。しかも、今はしっぽを振っておとなしく従っているアスカが、実は飼い主の手に嚙みつこうと虎こ視し眈たん々たんと狙っていることを、ファーレンはよく知っている。

　ルーティアには気の毒だが、止めたり忠告したりする気はさらさらない。下手にアスカを刺激して絡まれでもしたらかなわない。

　甘い顔をするのはほどほどにした方がいい、という一言を早々に胸の内にしまい込んで、ファーレンは素そ知しらぬ顔で二人の後についていった。

　そろそろ大だい神しん殿でんが近くなり、石いし畳だたみの通りいっぱいに広がった人々が、みな一様に同じ方向を目指し始める。

　人の頭がまるで川の流れのように大通りを埋うめ尽つくす向こうに、真っ白な石造りの巨大な大神殿が見えている。

　大神殿への参拝行列は、祭りの日だけで数万人に上るとも言われる。女神イリヤに一年の豊穣を感謝し、また、向こう一年の実りを願って祈りをささげ、神殿の聖女が力を込めた守り石をもらって帰路につくのだ。

　この行列に並ぶと、祭さい壇だんにたどり着くまで二時間は待たなければならないが、これも祭りの風ふう物ぶつ詩しとばかりに、待つ人々は一様に和なごやかだ。

　そして、大神殿の門前には、もう一つ、小さな行列ができる。

「こちらも特に混乱はないようだな」

　ルーティアが見上げる建物は、尖せん塔とうが特とく徴ちよう的てきな白い石造りの祠ほこらだ。ここには、イリヤの守しゆ護ご獣じゆうである白い狼おおかみがまつられている。

　女神の守護獣というだけあり、人々に幸運をもたらしたり、家内安全の神獣として知られていて、ここへ参拝する人々も多い。

　後からのんびりとついてくるファーレンも、ルーティアと同じく尖塔を見上げた。

「神獣が実在するとかいう噂うわさ、ホントかねぇ」

「聖域と呼ばれる場所にいるらしいな。めったに姿を現さないというし、聖女の前にしか出てこないと聞くけど、実際どうなんだろうな」

　ルーティアも感慨深げにつぶやいた。その時。

「きゃぁぁぁっ！」

　女性の悲鳴が、喧けん騒そうを引き裂いた。

「なんだ!?」

　アスカが身構えると、どっと人波が乱れた。中心地は、神獣の祠だ。

「行くぞ！」

　ルーティアの命令と同時に、三人は石畳を蹴けっていた。

　押し合いへし合い、我先にと逃げ出してくる人々で、出入り口は大だい混こん乱らんだ。

「う……わっ」

「ルーティア！」

　小柄なルーティアの体が、押され、揉もまれて流されかける。アスカが強引に体を割り込ませ、その手を取って人々の間から引っ張り出した。

「こっち！」

「悪い、ありがとう」

「なんだありゃあ……！」

　声を上げたファーレンが呆ぼう然ぜんとしている。アスカに手を取られ、人の流れに逆らって強引に祠の中に入ってみれば、祭壇の前に黒い煙けむりのようなものが渦うず巻まいていた。

「な、なんだあれは」

　さしものルーティアも、わが目を疑った。生き物のようにとぐろを巻いて見えるそれは、よく見れば数人の人々を飲み込んでいる。

　ルーティアが向かいかけたその時、靄もやに巻かれてうずくまっていた数人が、弾はじかれたように暴れ出した。

「ぐ……ガァァァ！」

　雄おたけびを上げ、喉のどをかきむしりながら、逃げる人々に襲おそいかかる。

「きゃぁぁっ！」

　若い女性が、暴れる男に髪を摑まれた瞬間、ルーティアが男の顔面を殴なぐり飛ばした。

「早く、外へ！」

「あ、ありがとうございます……！」

　半泣きの女性を押し出して、ルーティアは振り返る。二人の男が、焦しよう点てんの定まらない目でこちらに向かってきていた。

　しかも、手ひどく殴り飛ばしたはずの男も、むくりと起き上がって襲いかかってくる。

　ルーティアは顔をしかめて、剣けん帯たいから鞘さやごと外した剣で、次々と男たちを殴り倒した。

「ファーレン、お前は残ってる人を誘ゆう導どうして外に出ろ！」

「了解、ボス！」

　足手まといだとわかっているファーレンは、指示に従って参拝客を誘導しつつ、さっさとその場を離り脱だつする。

　その向こうでは、アスカもまた一人、男を床に沈めていた。しかし、やはり起き上がった男に、鋭く舌打ちをする。

「ルーティア、こいつらおかしいぞ。まともに当て身食らわしてんのに落ちない！」

「外に転がしてファーレンに縛しばらせろ！」

　まるで不ふ死し者しやのように起き上がる男を一人外に蹴り出すと、ファーレンが暴れる男に組みついて、取り押さえるのに四苦八苦しながら周囲に怒鳴った。

「お前らぼけっと見てないで手伝え！　男どもコラァ！」

　アスカやルーティアに殴り飛ばされ、蹴り転がされて祠の外に放り出された男たちを、ファーレンがそこらの男性たちに手伝わせて押さえつけ、すばやく縛り上げていく。

　そうしていくうちにも、靄の量はどんどん増していくばかりだ。

「アスカ、ドア閉めろ！　この黒いのが外に出たらまずい！」

「了解！」

　アスカとルーティアだけが残ったところで、ドアを閉め切った。ドアや窓の隙間から外に漏れないとも限らないが、これ以外に有効な手段を知らないので仕方がない。

「いったいどうなってるんだ。この靄はいったい……？」

「出所はあの鏡だな」

　と、アスカが祭壇の上を指差した。それを見て、ルーティアが顔をしかめる。

「ちょっと待て、あれはご神しん体たいだろう？　なんであれからこんなものが出てるんだ」

　だが、祭壇にまつってある美しく磨みがかれた鏡きよう面めんから、それが噴ふん出しゆつしているのはどう見ても間違いない。

「割りますか」

「それで戻らなかったらどうする。というかご神体を破壊するのはまずいだろう」

「じゃあどうします？」

「靄の方を斬ってみるか」

「斬れますかねぇ？」

「やってみなきゃわからんだろう！」

　置かれている状況とは真逆のどこか緩いやり取りの後、ルーティアがすらりと剣を抜いた。

　ぎらりと光る刃を構えるよりも早く、靄がうねってルーティアに襲いかかった。

　振り抜いた剣で靄を切り払うと靄はそのままほどけるように四散する。

「ほら、斬れたぞ！」

「煙切ってるみたいですけどね。手ごたえないでしょ、それじゃ」

　アスカの言う通りだ。実体のないものを斬っているのはわかった。そのくせして、意思を持っているかのように、ルーティアたちに狙いを定めている。これはいったいなんなんだ？

「武器も効きかないとなると、どうしたもんかな」

「アスカ、来るぞ！」

　首をひねったアスカに、ルーティアが鋭く警告したとたん、靄がまるで触手のように襲いかかってきた。

　二手に分かれて飛びのいて、とにかくこれに巻き込まれないように避難場所を探す。

　身をひねってよけ、壁かべ伝づたいに逃げる。靄に巻かれたら正気を失うのは、さっきの参拝客で証しよう明めい済みだ。自分たちも無事で済むはずがない。

　散乱したベンチや客が落としていった持ち物が、逃げ道をふさぐ。それらを器用に飛び越えながら、ルーティアは襲ってくる靄の先を剣で斬り払った。

「くそ、らちが明かないな……！」

　逃げ回るだけではいずれ詰むのはわかっているが、対たい処しよ法ほうがわからない以上どうしようもなかった。

　一方のアスカが祭壇の前に転がり込んだ時、追ってきた靄の動きが止まった。

「鏡から出ていたのに、祭壇には近寄らないのか……？」

　よく見てみれば、靄は祭壇から少し離れたところで止まっている。それなら、ここは安全地帯だ。上官を呼び寄せようと視線を巡めぐらした瞬間、アスカの背に戦せん慄りつが走った。

「ルーティア！」

　散乱したベンチに退たい路ろをふさがれ、建物の隅すみに追い詰められたルーティアが、靄に巻かれていた。必死に吸い込まないよう、両手で口と鼻を覆いながら、苦悶の表情を浮かべている。

　アスカはとっさに、祭壇の上の花か瓶びんを摑んでぶん投げた。すかさず身をかがめたルーティアの上で、花瓶が壁に激げき突とつする。

　がしゃあん！　と派手な音を立てて砕けた破は片へんと、花と水がルーティアに降り注そそぐ。と、ルーティアを覆っていた靄が一いつ斉せいに引いた。

「なんだ？　花か？　いや、水か!?」

　アスカはもう一つ残っていた花瓶の花を投げ捨て、頭から水をかぶる。そのままルーティアの元に走った。

　はたしてアスカの読みは的中し、靄がこちらを嫌きらうような動きを見せる。その隙にルーティアの小柄な体を引っさらい、アスカは祭壇の前に滑り込んだ。

「ルーティア、おい！　大丈夫か!?」

「グっ、ごほっ……！　だ、大丈夫」

　ルーティアを膝ひざの上に抱き上げたまま、濡ぬれた前髪を払いのけ、顔を覗き込むと、苦しそうに咳せき込みながらも目を合わせてうなずいた。そして、びしょ濡れになった自身を確かめるように見る。その表情は、険しい。

「あの靄、無理やり私の中に入ろうとしてきた……」

「何？」

　まるで、靄に意い思しがあるかのように。それがわかってとっさに鼻と口をふさいだが、思い出してもおぞましい。

「それにしても、靄が引いたように見えたが、なんだったんだ。水が効くのか、こいつは」

「いや……祭壇に置いてあった花瓶の水だ。長時間置いてあったせいで、聖せい気きが多少移っているのかもしれない」

「そうか、だから祭壇にも近づけないのか」

　この世界には、神に敵対する「魔」というものが存在している。

　聖気を嫌うなら、この靄の正体は、魔の力を持っているもの、ということだ。

「でも、それならなぜご神体の鏡から出てきたんだ？　一番聖気が強そうなのに」

「さあ……」

　ルーティアの疑問に、アスカも首をひねる。考えてもわからないことだらけだ。それに、ルーティアたちは戦闘は得意だが、神だとか魔だとかには疎うとい。いずれにしても、進しん退たい窮きわまっている状況に変わりはない。

　アスカが、渦巻く靄を見ながらため息をついた。

「見事に手詰まりですね」

「水はもうないのか」

「残念ながら。さっきぶん投げたのと自分がかぶった分で終了です」

「加減して使えばいいものを」

「いやそれひどくないですかね!?　俺の機転に感謝してほしいぐらいなんですけど」

「まあ仕方ないか。一時しのぎにはなった」

　ルーティアはアスカの抗こう議ぎをきれいに黙もく殺さつして、何か打だ開かい策さくはないかと視線を巡らす。

　これは聖水ではなく、聖気が移っただけのただの水だ。効果のほどは知れている。

「どうします？」

「どうにかしないとまずいだろう」

　だが、どうにかしようとしたところで、いったい何をどうやって？

　さすがに困り果てたその時、背後でかたりと音がした。

「なんだ？」

　音に気付いたルーティアが振り返る。すると、カタカタカタ……と鏡が振動し始めた。

「ご神体が！」

「今度はなんだよ！」

　ただでさえ追い詰められているのに、これ以上の状況の悪化は勘弁してもらいたい。ルーティアがじっとりと背中が汗ばむのを感じた次の瞬間。

　ひときわ大きな音を立てて震えた鏡が、カッと光を放った。

　それは、まるで太陽かと見まごうばかりの強烈な光で。

　アスカが、とっさにルーティアを胸にかばう。次に二人が目を開けた時、祠を覆い尽くさんばかりだった黒い靄は、跡あと形かたもなく消えていた。

「なんだったんだ、あれは……」

　気が抜けたように、ルーティアがぽつりとつぶやいた。

　祠はまるで、嵐の後のような惨状だ。ただ、黒い靄がなくなって、あたりは騒ぎになる前の静せい謐ひつな空気に戻っている。

　二人は祭壇を振り返り、呆然と祀られている鏡を見つめる。まるで異変などなかったかのように、鏡は静かにそこに鎮ちん座ざしているだけだった。

　ルーティアがアスカの腕の中、ほっとしたのか一瞬だけ、ことんとその胸に頭を落とした。

　アスカの手がそのまま、さりげなく抱きしめようとするのを、ルーティアは体を起こして冷たく押しのける。

「いつまでくっついてる。調子に乗るな」

「あんただって離れなかったくせに」

　肩から引きはがそうとしても離れないアスカの手に、ルーティアの頰がぴくりと引きつる。

「そんなことない、離せ。どさくさに紛まぎれてベタベタするな」

「なんだ、もったいない。抱き心地いいから、もっと触りたい」

　笑みを浮かべてさらに引き寄せようとする手を叩たたき落おとしながら、どきんと跳ねた心臓に気付かないふりをする。

「黙れ、この変へん態たいが！　よくそんな不ふ埒らちなことを言えるな！」

「あんたにだから言ってるんですよ。というか、俺はあんたにしか言わない」

「断る！」

「嫌です」

　不意に、ルーティアの視界が反はん転てんした。両手首を摑んで、はりつけにされるように祭壇に押しつけられているのだと知ったのは、アスカの顔が至近距離になった時。

　わずかに細くなった瞳に、自分の内側まで見透かされそうな気がして、思わず息を吞のむ。

「お礼、もらってませんよ、まだ」

「お礼？　なんのことだ、いいから手を離せ！」

　強気に言って、振りほどこうとした手はびくともしなかった。歯が立たないことに驚いて、アスカに摑まれた自分の手を見る。力を入れているはずなのに。いつもなら振りほどけているはずなのに。

（噓……なんで？）

　視線を戻して、覗き込むように顔を傾けるアスカとの距離が、急に恥ずかしくなる。

　大きな体でルーティアを囲うように身を寄せ、まるで逃がさないとでも言わんばかりに強く、細い手首を戒める。息がかかるほど近くで、まっすぐにアスカはルーティアを見つめている。

「さすがに、さっきの。ちょっとまずいかなと思ったら、今あんたを離したくなくなった」

　いつもと違う、からかいのない顔。貫くような強い瞳ひとみに負けて、思わず視線を下げてしまう。どくどくと跳ねる心臓がうるさくて、耳をふさぎたくなる。この音がアスカに届いてしまわないか、心配になるほどに。

（だめだ……意識したら……！）

　きっと、アスカにはルーティアの動どう揺ようはばれているだろう。目元が熱い。きっと今、自分の瞳は真っ赤に染まっているに違いない。

　それは、普段は見せない男の顔のアスカに、押さえつけられているせい？

「助けてあげたでしょう、さっき。少しだけでいいから、ご褒美をください」

　低くささやく声は、たっぷりとした艶を含んでルーティアの耳をくすぐる。押さえつけられたままの手に、もう一度ぐっと力を込めて、顔を上げてきっとアスカを睨み上げた。

「ふざけるな！　助けられたことは確かだけど、なんでこういうことになる!?」

「だから、ご褒美くれたら離してあげますよ。『アスカ、ありがとう』って、言ってください」

　耳元に唇くちびるを寄せられ、低くささやかれた。また離れて、ふっと口元に笑みを浮かべる。

　どこか色をまとったようなその顔を、息がかかるほど近くでまともに見れば、きっと女性は落ちるだろう。

　……普通の女性なら。

　不意に、ルーティアが挑ちよう発はつするように唇の端はしを上げて笑った。

「そうか、わかった、アスカ。……ご褒美だ！」

　ガヅンっ！

「いってぇぇ!!」

　鈍い音とともに、アスカが後ろにひっくり返った。濡れた髪をうっとうしそうに払いのけながら、ルーティアが真っ赤になった額ひたいをさらしたまま勇いさましく立ち上がった。

「いい気になるなバカ者が！　お前のお遊びに付き合う気はないんだ。さっさと出るぞ！」

　そう言って、ルーティアは憤ふん然ぜんとして踵きびすを返す。

　アスカは頭突きを食らった額をさすりながら、ふらりと立ち上がった。

　その顔に、食えない笑みを浮かべながら。

　……ルーティアはいつもの顔に戻ったアスカに、内心で深く安あん堵どする。

「ひっでぇの、せっかく助けてやったのに。あの時俺が花瓶投げてなきゃ、どうなってたかわからないでしょ」

「ううう、うるさい！　そんなのわかってる！　助けてくれてありがとう！」

　アスカに指し摘てきされ、ルーティアの目がさっと赤く染まった。まるで親の仇かたきのように叩きつけられた礼の言葉に、アスカが思わず噴き出した。

「なんだそれ。文句言われてんのか怒られてんのかわけわかんねぇ！」

「わかった、もういい！　もう言わない！　アスカのバーカ！」

　目を赤く染めたまま怒鳴りつけ、そのままダッシュで逃げていくルーティアを、アスカは腹を抱かかえて笑いながら見送った。

　祠の外に飛び出したルーティアは、喧騒の中立ち止まる。そして、そっと右の手首に指先で触れた。

　今まで戯れに摑まれた手は、『離せ！』と振りほどけば簡単に離れていった。

　けれど、それはアスカが離してくれていたからなのだと、今更知った。

　彼が本気を出せば……逃げられない。

　摑まれた手は、大きくて硬かった。痛いほどに力が入っていて、自分と違う体温の高い肌を知った。

　至近距離で、初めて、力の差と体たい格かく差さを自覚した。細く見えていても、押さえ込まれてみるとアスカの体は自分より一回り以上も大きい。

　今まで意識していなかったけれど。アスカは、男だ。

　はっきりとそう思ったとたん、再び目元が熱くなる。

（忘れないと……こんなの……！）

　けれど、そう思うのに。アスカが触れた感触も、声も、瞳も、何もかもが。

　ルーティアに、消えない傷きず痕あとのように刻まれる。

　肌に残る体温をふと思い出し、ルーティアはふるりと震えて、途方に暮れた。
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　結局祭りの期間中、神しん獣じゆうの祠ほこらは閉へい鎖さされ、参さん拝ぱい中止になってしまった。いつまた同じことが起こらないとも限らない。原因がわからないまま参拝客を迎むかえ入れるのは危険だと、神しん殿でん側で判断したためだそうだ。

　靄もやに巻かれた人たちは、縛しばられたまましばらく苦しんでいたようだったが、神殿から駆かけつけた神官の祈りで、間もなく正気に戻った。手当てにあたった神官の話では、おそらく靄の正体は瘴しよう気きだろうということだった。

　瘴気とは、魔物や魔ま獣じゆうと呼ばれる者たちがまとっている悪い『気』のようなもので、人間にはよくない影響を与えるらしい。神殿の神官が浄じよう化かの祈りをささげたり、聖水を振りまくことで浄化ができるのだそうだ。

「瘴気に当たると、破は壊かい衝しよう動どうが強くなることがあります。物や人に、攻こう撃げきの矛ほこ先さきが向く場合があるのです」

　と神官が話していたが、なぜご神しん体たいから瘴気が噴き出したのかは皆かい目もく見当もつかないようで、困こん惑わくしたように首をかしげるだけだった。

　そして、彼らの話では、祠の扉を閉めたのはやはり正解だったらしい。

「この祠は、魔を閉じ込められる造りになっています。その昔、町に現れた魔物をここに誘い込んで閉じ込め、退たい治じしたということもあったようです。ですから、ドアを閉めてしまえば、例え実体はなくとも外には出られません。的てき確かくなご判断でした」

「そうか。危険を冒おかした甲か斐いがあったな」

　駆けつけた神官の一人に褒ほめられ、ルーティアは笑った。




　そんな騒動に居合わせてから、三日が経たった。ルーティアはいつものように、迎えに来たアスカと城の食堂で朝食を済ませて、執しつ務む室しつに移る。

　遊ゆう撃げき隊たいの詰つめ所しよは、国軍庁ちよう舎しやの一角が割り当てられ、その奥の一室が隊長執務室になっていた。

　執務室に机つくえを並べているのは、隊長のルーティアと副官のアスカの二人だ。それ以外は全員が詰め所に机を持っている。

　遊撃隊は、まだ設立されて半年の、新設の隊だ。

　ルーティアとアスカのほかには、小山のような巨体に怪かい力りきを誇るハロルド・バグナム、狙そ撃げき手しゆであるファーレン・ブルムの二人が主しゆ軸じくを担になっていた。そのほか、隊員は十五名。いずれも個性的な面々が揃そろっている。

　執務室に向かうと、隊員が次々にあいさつをする。

「おはようございます」

「おはようございます、ボス」

「……いい加か減げんボスって呼ぶな」

「いいじゃないすか、ボスはボスだし」

　にやにやと笑うファーレンに、ルーティアは思いっきり顔をしかめる。

「特にお前の呼び方は『ボスお茶持ってこい』的な響ひびきがあるから嫌いやなんだ」

「今更でしょーに、そんなの。もう半年も呼んでんのに」

「というか、最初にボスって呼び始めたのがお前だったな！　この諸しよ悪あくの根こん源げんが！」

「何言ってんだか。俺はこう、俺なりに親しみを込めてですね」

　真ま面じ目めくさって明らかにからかっているとわかる態度のファーレンと、なぜかその挑ちよう発はつにすぐ乗ってしまうルーティアとのやり合いは毎朝の行事のようなものだ。

　それでも、長引けば仕事に差し支える。アスカの長身が、二人の間に割って入った。

「そのへんにしとけ、ファーレン。ルーティア、あんたもからかいにいちいちむきになるな。ファーレン、なんか報告あるなら執務室で聞く。ついでに茶ぁ持ってこい」

「へいへい。ほんっとお前は人使い荒いよなぁ」

　肩をすくめるファーレンを追い払い、威い嚇かくする猫のようなルーティアを連れて、アスカは執務室に入った。

　基本的にドアを閉めるのは重要な話の時だけで、普段はオープンにしてある。

　猫の首を持つようにして連れてきたルーティアを中に放り込み、アスカはため息をついた。

「まったく、毎度毎度飽あきないですよねぇ、あんたも。いちいちファーレンとやり合わないと死ぬ病気かなんかですか」

「だって、ファーレンが先に！」

「だってとか言わない。もう子供じゃないんですから」

　アスカに注意されて、ルーティアは反論できずに黙った。

　とはいえ、彼女は自分が年に合わない地位に就ついている自覚はある。だからこそ、必死でやっているつもりなのに、ファーレンはそこを容よう赦しやなくからかってくるから、言い返したくもなる。

　むう、と口をとがらせるルーティアを椅い子すに座らせて、アスカは予定表を開く。そこに、ちょうどよくファーレンが入ってきた。手にしたカップを、それぞれルーティアとアスカの机に置きながら口を開く。

「おっさん、今日は休みだとよ。休きゆう暇か申しん請せいだけ置いてったから、出しといたぜ」

「ハロルドが？　珍しいな、どうかしたか」

　ルーティアが軽く目を見張って聞き返す。ハロルドはその見た目にたがわずとても頑がん丈じようで、めったに休むことがない。

「奥方の体調がよくないらしい。これから医者に行くってよ。おっさんの仕事は代理で俺が引き受けた」

「わかった」

　ファーレンの返事に、ルーティアは納なつ得とくしてうなずいた。

　ハロルドは妻さい帯たい者しやだ。妻は三十代の彼とはずいぶん年が離れており、それこそルーティアとさほど変わらない年ねん齢れいの女性だ。

『可か憐れん』という言葉が人間になったのかと見まごうほどにかわいらしいと噂うわさの奥方は、ハロルドの昔むかし馴な染じみなのだそうで、無口な彼にぐいぐい迫せまって奥方になったとかなんとか。隊内でも相当にうらやましがられている。

　要件を伝えたファーレンが部屋を出て行った。アスカは手帳を開き、変更になった予定を書き込んで顔を上げた。

「とりあえず今日の予定ですが、午前中に打ち合わせ一件、午後に定例報告会が入ってる。後はたまった書類をなんとかしてください」

「書類は苦手だ。訓練がしたい……」

　ルーティアは目の前の紙の厚さにげんなりして、机に突つっ伏ぷす。たまっているのは、隊員から上げられた報告書や申請書の類たぐいだ。中には重要な書類もある。大事な仕事なのはわかっているけれど、書類を見ているとどうしても眠くなってしまうのだ。だから、机仕事は嫌いだった。

　けれど、アスカはそれで許してくれたことはない。困ったようにため息をつき、ペンを持ったままの手を腰に当てた。

「あんた隊長なんだから、それで済むわけないだろ。ちゃんと目を通さないと、大事なこと見み逃のがして後こう悔かいすることになるからな。ほら、ハロルドの休暇申請も出てるし、終わったら訓練に行ってもいいから。俺も手伝ってやる」

　ルーティアを机に縛りつけておくのは、なかなか骨が折れる。訓練というニンジンを目の前にぶら下げてやりつつ、なんとか書類の山を捌さばかせることの方が、アスカにとっては重労働なのだ。安あん易いに手伝ってやるのがよくないことはわかっているが、おいおい一人でできる量を増やしていけばいいだろう。

　けれど、そんな副官の心しん中ちゆうを知ってか知らずか、ルーティアが深いため息をつく。

「アスカが代わりにやればいい。代だい行こう権けん限げん持ってるだろ」

　だらりと机に伸びながら嫌そうに言った瞬間、鋭するどい舌した打うちが聞こえて、ルーティアはがばりと身を起こした。

「今チッて言った！」

「隊長がいるのになんで俺が代行しなきゃならないんですか、ふざけんな！　ほんっとあんたは戦せん闘とう以外のことはさっぱりだな！　仮にも隊長の肩書を持ってるんだから、相そう応おうの責任も果はたさなきゃいけないんですよ！　剣ぶん回してるだけが仕事じゃない！」

「そ、そんなことよりも、午前の打ち合わせってなんだ」

　アスカの言っていることは、まったくもって正せい論ろんだった。形けい勢せいが不ふ利りと見るや、話題を変えようと試みるも、アスカはにやりと人の悪い笑みを浮かべた。

「ああ、いいですよ、打ち合わせが先でも。残念ながら、大たい将しよう閣かつ下かとの会談になりますが」

「何ぃ!?」

　ルーティアは椅子を蹴け倒たおして立ち上がった。派は手でな音を立てて転がった椅子を、アスカは澄すました顔で起こす。

「おとなしく書類仕事でもしてた方がましでしょーに」

「用事を思い出した！　外出してくる！」

「もう遅いわ！　お嬢じよう、元気か！」

　がははと笑いながらのしのしと入ってきたウィリアムの姿に、ルーティアはがっくりと机に崩くずれ落ちた。

「閣下、ご足そく労ろういただき申し訳ありません。こちらから出向く予定でしたが」

「そうだ、大将がふらふらしていいのか！」

　慇いん懃ぎんなアスカと半なかばやけくそのようなルーティアを、ウィリアムは鼻で笑う。

「ちょいと散歩がしたくなったまでだ。まあ気にするな。しかしルーティア、逃げ出そうとはいい度ど胸きようだな」

「だってあんたの仕事はとんでもないものばっかりだから嫌なんだ。先月の暴ぼう動どうが起こった監かん獄ごくの鎮ちん圧あつなんか、規模といい人数といい、明らかに本隊の仕事だっただろ！　それにこの間の白ブタ」

「ワイン商人」

　うっかり言いかけて、すかさずアスカに訂てい正せいされた。ごほんと咳せき払ばらいをして言い直す。

「商人の屋敷だって、警けい邏ら隊たいでよかった。その前は王子のペット捜そう索さくに地下水道に潜もぐれとか、私たちでなくたっていいじゃないか！」

「国軍を動かすにはいろいろと手続きが面めん倒どうだ。警邏隊じゃあ、市中を守るにはいいんだが、傭よう兵へい相手の戦闘となるとちっと頼りねえしな。だから、お前らを作ったんじゃねえか」

「私たちがなんて呼ばれてるか知ってて言ってるか？　『大将閣下の便利屋』とか言われてるんだぞ！」

「何言ってんだ、おまえの爺じいさんが大将のころは、俺がそれをやらされてたんだよ！　今よりえげつない仕事ばっか押しつけられて、死ぬ思いをしたのも一度や二度じゃねえんだ！　今度はお前にやってもらうからな！」

　ウィリアムが任に就いていた当時は、ルーティアたちのように明確に別部隊としていたわけではなく、国軍本隊の中の小隊にそれを割り当てていて、その隊長がウィリアムだったらしい。

　昔からウィリアムはルーティアの実家に入いり浸びたっていて、ルーティアとも旧きゆう知ちの間柄だ。かつての上官だったということもあり、ウィリアムは今でも彼女の祖そ父ふのグラジオに頭が上がらない面もある。

「子供の仕返しか！　それなら兄様でもよかったでしょう！」

　理り不ふ尽じんだと反論するルーティアに、ウィリアムはおよそ国軍大将という職に似つかわしくない、悪あく党とうそのものの笑みを浮かべた。

「なんとでも言え。どうせ人事権は俺の一いち存ぞんだ。ライナスは西に飛ばしたからな、王おう都とにいるオルドバーン家の代表ってことで、お前だ」

「勝手に代表にするな！」

　ルーティアの祖父、グラジオ・オルドバーンは、先々代の国軍大将だった。オルドバーン家は、武門の名門としてその名を知られている。ルーティアの兄も、若くして国境警けい備び軍のナンバースリーとして西の砦とりでに赴おもむいており、将来の大将候こう補ほと見る向きも多い。

「ライナスはやらせ甲斐がないんだよな。なんでもそつなくこなすからつまらねえんだよ。こういう仕事はお前の方が向いてるだろうし、面おも白しろそうだ」

「面白そうって基準で人選するな！」

「どういう基準だろうが、決めるのは俺だ」

　ルーティアが嚙かみつくが、ウィリアムはそれを鼻先であしらった。

「そろそろ仕事の話に移りましょう。閣下も暇ひまな身ではないんですから」

「おう、そうだった。お前たちに、近日中にやってもらいたいことがある」

　タイミングよく割って入ったアスカがすすめた椅子にどっかりと座りながら、ウィリアムがそう言った。

「なんですか？」

「祭りの時にお前たちが巻き込まれたあれだ」

「神獣の祠の件ですか」

　アスカが言うと、ウィリアムは軽くうなずいた。

　あの騒動は神殿が取り仕切っていて、ルーティアたちのところにあまり情報は入ってこない。けれど、ご神体の鏡から瘴気が噴き出すなどということは初めてらしく、結構大ごとになっているらしい。

「不吉な前ぜん兆ちようだと騒ぎ立てる者や、祈りが足りないせいだとか、女め神がみの神しん罰ばつだとか、いろいろ騒ぐ輩やからもいるらしくてな。事じ態たいを重く見た神殿は、一度祠で浄化の儀ぎ式しきをやろうということにしたそうだ」

「そうやって騒ぎ立てるのは現実に生きている人間だっていうのに。神が騒いだり怒ったりしているなんて、誰が証明するんですか？　便びん乗じようして不安をあおっているのは、それで得をする奴やつらだけだ」

　ウィリアムの簡単な説明に、珍しくアスカが不ふ愉ゆ快かいそうに吐はき捨すてた。彼は人当たりがいい。こういうふうにあからさまに態度に出すところを見るのは初めてだ。

　アスカは少し感情的すぎるようだが、神殿というだけで拒否反応を示す一般人もいないわけではない。それに、神職だろうが神殿だろうが、権力争いもあれば闇やみもある。清せい廉れん潔けつ白ぱくなところではないということは、ルーティアだって知っている。

　ルーティアはちらりとアスカを見た。何か理由があるのか聞いてみたい気もしたが、それっきりアスカは口をつぐんで、不ふ機き嫌げんそうなままだ。

（何かあったのか？）

　普段のアスカは、いろいろなことに寛かん容ようというか鷹おう揚ようというか、なんだかんだ文もん句くを言いつつも割となんでも受け入れているから、はっきりと嫌がるのを見るのは初めてかもしれない。

　それだけに、何があったのか気にはなったけれど、彼の横顔が明らかに拒きよ絶ぜつの空気を放っていたので、聞ける雰ふん囲い気きではなかった。

　しばらく話しかけようかどうしようか迷って、結局踏ん切りがつかなかった。内心ため息をつきながら、ルーティアはウィリアムに視線を戻して、口を開いた。

「で、それと我々と、なんの関係が？」

「祭さい祀しを執とり行うには、菩ぼ提だい樹じゆの枝が必要なんだと。それも、聖せい域いきと呼ばれる泉に生はえている菩提樹の枝のみとされているとかなんとか。しかも、わざわざ大神殿の聖女様がお出ましになって、自みずから枝を取りにいかれるらしい。そういう決まりなんだと。その護ご衛えいを国軍に依頼された」

　ひょいと肩をすくめて、ウィリアムが言った。

　菩提樹は、神殿で崇すう拝はいしている豊ほう穣じようの女神イリヤが降こう臨りんするとされている木だ。大神殿の祭壇には、毎日菩提樹の葉が欠かさず供そなえられていると聞いたことがある。

　ルーティアが首をかしげた。

「聖女様の護衛、ですか？　それは、たしか通常は神殿の護衛兵がついていたはず。それこそ国軍が出る幕じゃないと思いますが」

「俺もそう言って一度は断ったんだが、どうしてもって言われてなぁ」

　と、頭をかくウィリアムに、ちっとも悪びれた様子はない。いつものことだ、とルーティアは早くもあきらめる。

「ここ数か月、泉の近辺にバカでかい熊くまが住み着いたらしくてな。狼おおかみの群むれも現れるようになって、護衛役の僧そう兵へいだけでは歯が立たん、というわけだ。しかも、儀式は急ぎだってんで、これから国軍本隊を編成するには日がなくてな。で、この任務をお前らに頼みたい」

　国軍を派は遣けんするには、部隊の編成や国王の承しよう認にんなどの手続きがいる。今日言われて明日出るというわけにはいかないのだ。その点、ウィリアムの一存で派遣できる遊撃隊に白しら羽はの矢やが立ったというのは納得できる。

「ついでに討とう伐ばつもしてこい……とおっしゃる？」

　アスカが口を挟はさむと、ウィリアムはにやりと笑った。

「ま、そんなところだ。後は任せた。なんか知りたいことがあったら聞きに来い」

　そう言って、ウィリアムは帰っていった。

　ルーティアはため息交まじりに腕を組んだ。

「どう思う」

「まあ、何かしら裏があるのは確かでしょうねえ」

　今出た話題を頭の中で並べてみる。「祠」「瘴気」「鏡」「儀式」「聖女」「菩提樹」「聖域」。

　そこに「熊」「狼」という単語が交じるともうわけがわからない。

「ああ、もう！　私はこういうのは苦手なんだ……」

　ルーティアは弱り切って頭を抱かかえた。

　どちらかというと、剣一本で活路を切り開く派のルーティアは、思し索さくを要求される事柄に弱い。けれど、それまでの経験やその場の状況から正確に全体像を把は握あくしてみせることもあるから、頭の回転自体はそう悪くはないはずだとアスカは見ている。

　彼女の兄のライナスの方は、剣もできるが頭も切れる。妹のルーティアだって、いい線行ってるはずなのだ。

　いかんせん、彼女のやる気やひらめきのスイッチがどこにあるのかもわからないし、いつ入るのかもわからない。だから、一生懸けん命めい餌えさを撒まいたりして探ってはみるのだが、今のところ有効な手立てが見つかっていないのが現状だ。

　机に突っ伏してうんうん唸うなっているルーティアを、アスカは苦笑しながら眺ながめた。

「考えてたって進みませんよ。後で下調べしに行きましょう。ひとまず気持ちを切り替えて。いいですか？」

「うん。わかった」

「じゃあまず、この書類を片づけてもらいましょうか」

「ううう、どっちにしてもやりたくない～……」

　にこやかに親指で山盛りの書類を指差され、ルーティアは再び机に沈んだ。

　それから二時間、アスカの叱しつ咤た激げき励れいが遊撃隊隊長執務室に延えん々えん響き渡ったのは、言うまでもない。
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　豊ほう穣じよう祭さいから、ちょうど一週間が過ぎた。

　神しん殿でんの前で、ルーティアたち遊ゆう撃げき隊たいの面々は、当代のイリヤ神殿の聖せい女じよ・マリアンナと面会を果はたしていた。

　マリアンナの髪は赤みを帯おびたブラウン。瞳ひとみは漆しつ黒こく。なのに、不思議とどこか無む垢くな白さを感じさせるところは、さすがに聖女だけのことはある。

　ゆったりした足首までの白い法ほう衣えを身につけて、中央に女め神がみの姿を写したネックレスを下げていた。

「皆さん、このたびはお手を煩わずらわせてしまい、申し訳ありません」

　透すき通った声は、話しているだけでまるで天上の旋せん律りつを奏かなでているようにすら聞こえる。

　聖マリアンナ、または聖女と呼ばれる彼女は、ルーティアとほぼ年が変わらない、十七歳の少女だった。

　同年代とはいえ、何もかもが自分とは違いすぎる。たおやかな雰ふん囲い気きも、細い手足も、柔やわらかな笑みも。目の前にいるのに、なんだか遠くにいるような不思議な感覚で、ルーティアはマリアンナを見ていた。

「いいえ、マリアンナ様。お供できることを光栄に存じます。無事にお役目が果たせるよう、微び力りよくながらお手伝い申し上げます」

「ありがとうございます。よろしくお願いします」

　ルーティアの口上にふわりと微笑ほほえんだ彼女は、侍じ女じよの手を借り、神殿の紋もん章しようのついた馬車に乗り込んだ。

　ルーティアたちが護ご衛えいする一行は、マリアンナと女性の神官が一人、そして僧そう兵へい六名。さすがに聖女の護衛ということで、僧兵長が自みずから護衛についていくらしい。

　とはいえ、僧兵はマリアンナの身を守ることに専せん念ねんし、メインの危険なところはほぼルーティアたちに一任する様子だった。

　僧兵たちと簡かん単たんな打ち合わせを終えて、一行は馬車と騎き馬ばで首都を出発した。

　白く塗ぬられた馬車はさすがに聖女が乗る物だけあり、大きくてゆったりしている。貴族が乗る物とは比べ物にならないが、最低限の装そう飾しよくも施ほどこされ、側面にはイリヤの紋章が描かれていた。

　先頭は先せん導どうも兼ねて僧兵が務つとめ、馬車の周囲には遊撃隊と僧兵を配置し、馬車の後ろは遊撃隊で固める。一応神殿側に配はい慮りよした形だ。

　馬車を守る班には、右に銀の弓ゆみを携たずさえたファーレンがつく。森の中は、狩人かりゆうどである彼のテリトリーだ。獣けものはもちろん、森の中に潜ひそむ曲くせ者ものも、彼は逃のがしはしない。

　そして左には、周りの馬よりも一回り以上大きい巨大な軍馬にまたがったハロルドがついた。彼だけでなく、彼の愛馬もまた主人思いで勇ゆう猛もう果か敢かんだ。おそらく獣を相手にしてもひるむことはないだろう。

　そして、列の一番後ろには、ルーティアとアスカがついた。

　アスカが、前方の僧兵たちの様子を気にしながら口を開いた。

「あんまりうるさく言うのがいなくてよかったですね。こういう時、プライドや信しん仰こうの塊かたまりみたいなのがいると、往おう々おうにして統とう率そつが乱れることが多いですし」

「そういうものか」

「そういうもんです。我々はァ、誇り高き神殿の使者であるゥ！　貴き様さまら国軍のォ、手助けなどォ、無用であるゥ！　ってね」

「なんだそれは」

　誰の口くち真ま似ねかは知らないが、妙みように間ま延のびした声で言われると確かにちょっとイラッと来るかもしれない。

「安全よりも何よりも、体たい面めんを重んじるようなのもいますから。こっちの言うことなんか聞きやしない。邪じや魔ましかしないくせに、何かあったらこっちのせい。殺さつ意いがわきますね」

「ふうん」

　ルーティアは、隣となりで手た綱づなを握にぎるアスカをちらりと見た。そう言えば、先日執しつ務む室しつで護衛の話が出た時も、彼は今と同じく不ふ愉ゆ快かいそうだった。

「お前、この間から神殿の話になるとあたりがきついな。何かあったか」

「……別に、何もないです」

「なんだ、その間は」

　微び妙みように視線を逸そらしたアスカに突っ込むと、彼は思い出すのも忌いま々いましいとばかりにため息をついて髪の毛をぐしゃりとかき回した。

「何年か前の豊穣祭の警けい備びに駆り出された時、信者同士のけんかが始まって仲ちゆう裁さいに入ったんですよ。ところがそこに神殿のなんだかえらい神官だとかいうおっさんがしゃしゃり出てきて火に油を注そそいだ結果が大だい乱らん闘とうになって。怪け我が人にんが何人も出て、そのおっさんに俺が発ほつ端たんだって責任押しつけられて謹きん慎しん食らった程度の話ですよ！」

　珍しく、吐き捨てるように乱暴な口調でアスカが白はく状じようする。ただ、それで謹慎を食らったというのが引っかかった。

「上官はかばってくれなかったのか？」

「その時の上官にとっては、部下の揉もめごとをちゃんと調べるよりも処しよ分ぶんした方が手っ取り早かったんだろ」

　部下が起こした不ふ祥しよう事じを速すみやかに解決した……という見方もできる。自分の評価を上げるためにはいいネタだったのかもしれない。

「ああ、根に持ってるのか」

　ルーティアがくすりと笑うと、むきになったアスカが嚙かみつく。

「悪いか!?」

「いや、今のアスカは割と完かん璧ぺきに見えるから、謹慎を食らっているところが想像できないな。今なら多分、そんな隙すきなど見せずに収められるだろう、お前」

　と、自分なりの評価を口にすると、くい、と袖そでが引っ張られた。ん？　と思ってアスカを見ると、またなんだか妙な雰囲気を出して笑っている。

「なんか照れますね。あんたにそうやって手放しで褒められたの、初めてかもしれない」

　言われて、ルーティアは若干動どう揺ようする。確かに、さっき「割と完璧」だとかぽろっと言った……かもしれない。それを踏まえて、改めて聞かれると、答えに窮きゆうする。

「……完璧は言いすぎた。まあまあ、かな」

　努めて平へい静せいを装よそおって言えば、アスカがにやりと笑った。

「あからさまにごまかしてるよな……。ま、意図せず出る言葉ってのは本音だって相場は決まってる。少なくとも、まったくなんの感情も持たれていないわけじゃないってことはわかりました」

「おまえはいちいちそっち方面の話に持っていくな！　離せバカ！」

　へらへらと笑うアスカから、思いっきり手を振り払ってルーティアはため息をついた。まったく、疲れる道中になりそうだ。

　目指す泉は、王おう都とから馬車で半日ほどの場所にある森の中だ。泉のほとりに立つ菩ぼ提だい樹じゆの大木は樹じゆ齢れい二千年とも伝えられているそうで、ご神しん木ぼくと呼ばれている。

　この木から祭さい祀しに使う枝を採さい取しゆして、泉の水で清きよめて祈りをささげることで、儀ぎ式しきに使えるようになるのだそうだ。

「マリアンナ様、少し聞いてもよろしいですか？」

「はい、私でわかることでしたら」

　途中、休きゆう憩けいで馬車の外に出てきたマリアンナに、ルーティアは素そ朴ぼくな疑問をぶつけてみた。

「ご神木と普通の菩提樹と、何がどう違うんでしょう。わざわざ儀式のために取りに行くほどですし、何か特別な木なのですか？」

「ご神木の枝は、普通の菩提樹の枝よりも神気がはるかに強いんです。見た目はほとんど違いはないですし、普通の枝でも魔を払はらう力はありますが、ご神木の枝で清めの儀式を行うと、浄じよう化かの力が段違いに強いですね。神殿の祭さい壇だんにまつると、普通の菩提樹の倍は枯かれずに長持ちしますし、とても不思議な木です。もしかして、聖なる泉の水で育っているせいかもしれませんね」

　マリアンナは、ルーティアの疑問にも嫌いやな顔一つせず、ゆったりと微笑みながら気さくに答えてくれた。案外親しみやすい人柄のようだ。そばにいる女性神官ともよくおしゃべりをしているようで、ルーティアにも遊撃隊の仕事のことをあれこれと聞いてくる。

　人ひと懐なつこくて、よく笑う。

　大神殿の聖女なんて、もっと静かで堅かた苦くるしいイメージを持っていたけれど、ルーティアはマリアンナに好こう感かんを持った。年が近いせいもあったかもしれない。

　泉で枝を取った後は、近くの村のイリヤの神殿に参って一泊してから大神殿に戻るのが習わしなのだそうだ。一泊二日の道のりは、急ぐこともなくスローペースで進む。

　一行の頭上に太陽がさしかかるころ、ようやく聖域の入り口が見えてきた。

　聖域は神殿によって管理されている。入り口には門が立てられ、神殿関係者以外の立ち入りが禁きんじられていた。

　泉までは、馬車を降りてここから五百メートルほど歩くことになる。その前に、一行は門の前で昼食をとることにした。

　止まった馬車の前で、僧兵と女性神官が敷物を広げ、マリアンナの食事を用意している。おそらく、神殿と同じ、野菜中心の食事を持参しているのだろう。

　対する遊撃隊は、各自で用意した携けい帯たい食しよくだ。甘あまみの少ないビスケットにジャムを挟はさんだものだとか、ハムを挟んだ薄いパンだとか、ある程度腹持ちがよくてすぐに食べられるものばかりだ。そうでないと、不ふ測そくの事態が起きた時に対応ができない。

　各々が携帯した食事をとっている間も、ファーレンは少し離れたところで木に寄りかかり、弓を手にしてさりげなく周囲を警戒していた。

「食べないのか」

「後で食う」

　気づいて歩み寄るルーティアにそっけない返事をしながらも、ファーレンは彼女に差し出されたビスケットを口に放り込んだ。

「ここに来るまで、何か変わったことは？」

「狼おおかみが多かった」

「熊くまは？」

「今のところいないな」

　短い一言に、ルーティアはふむ、と顎あごに指をあてる。それにしては、道中のファーレンは落ち着いていた。弓は鞍くらの前に置いて、常つねに手に取れるようにはしていたが、構えるそぶりは一度もなかった。

「ウィル爺じいの言ってた通りだな」

「ただ、狼が近づいてくる気配がない」

「近づいてこない……？」

　敵てき意いがあるか、悪意があるか、害がい意いがあるか。ファーレンはそういう気配に敏さとい。ファーレンが弓を手にしなかったということは、狼にこちらを襲おそう意図がないとも取れる。だが、そんなことがありうるのだろうか？

「こちらの人数が多いからなんじゃないか？」

「さあな。そのへんはよくわからない。俺は狼じゃねぇし」

　と、ファーレンはそっけなく言いながら肩をすくめた。

　だが、念のためと警戒してはいるが、彼が特に焦あせった様子を見せないなら、放っておいてもいいだろう。そう判断して、ルーティアはその場を離れた。

　昼食が終わるころ合いを見計らって、僧兵たちを交えて警備の割り振りをする。全員が聖女についていくわけにはいかないが、巨大な熊や狼が相手となると、ある程度戦力は均きん等とうにしておきたい。

　今回ついてきた僧兵は六名。そのうち僧兵長を含む四名がマリアンナにつくことになった。

「アスカ、みんなを呼んでくれ」

「集合！」

　アスカの鋭するどい号令で、隊員たちが集まった。全員を見回したルーティアが口を開く。

「これより隊を二班に分ける。一班は泉まで、マリアンナ様の護衛だ。こちらには私とアスカ、ファーレン、クリス、バルドーの五名」

「了解、ボス」

　僧兵と合わせて、護衛は九名。数だけ多くても、密みつ集しゆうしていたらその分対たい処しよが遅れる。そのため、戦力重じゆう視しで選んだ五名だ。特に、森の中を行くならファーレンは外せない。

「残りの者は馬車の護衛だ。ハロルド、頼む」

「了解、ボス」

　ハロルドは実質隊のナンバースリーだ。ルーティアとアスカがいない時は、ハロルドが隊員を取りまとめるのがお約束だ。

　出発が近づき、休憩のために一旦乗り込んでいた馬車を降りたマリアンナに、ルーティアは歩み寄った。

「マリアンナ様、ここから先は多少の危険が伴ともなうかもしれません。僧兵長と我々で必ずお守りしますので、ご安心ください」

「はい。よろしく頼みます」

「森の中では、我らと離れずにいてください。もしかすると危険な生き物が襲ってくるかもしれません。我々もできるだけ殺せつ生しようはしたくないのですが、やむを得えない場合もあります。そこはどうかご理解いただきたい」

　ルーティアがそう告つげると、マリアンナはそっと目を伏せた。

「心得ております。私も神殿の巫み女こを務める身、志こころざし半なかばで倒れるわけにも参りません。皆さんにお任せいたします」

　馬車の守りをハロルドたちに任せ、ルーティアたちはマリアンナとともに泉へと向かう。

　列の先頭は僧兵たちと、弓を手にしたファーレンが務めた。次にクリスとバルドー、アスカとルーティアは、列の最後を歩く。

　聖せい域いきへの道は、人が二列に並んで歩ける程度の幅はばがあり、草はきれいに取とり除のぞかれて細かい砂じや利りが敷かれている。歩くのに苦はない。

「あの、隊長さん」

「はい？」

　不意に、マリアンナが振り返ってルーティアを呼んだ。

「何か」

「ちょっとだけお話しをしたくて。あの、隊長さんはおいくつですか？」

「え……あの、十八です、が」

　まったく関係のない話にきょとんとして返事をすると、マリアンナはぱっと顔を明るくした。

「よかった！　私と同じくらいですね。あの、なぜ軍隊に入られたのですか？」

「ええと、私の家は代々武ぶを生業なりわいとする家でしたので、なんとなくです」

「ご両親にすすめられたのですか？　それとも決められていたのですか？」

「いえ、特にすすめられたとか決められたとかではなく、私がこの職に就つきたかっただけです」

　言葉を選びつつ答えていると、ふと、マリアンナの瞳に影が差したような気がした。

「そうですか……。あの、隊長さんをされていますけれど、重おも荷にに思ったことはありませんか？」

「そうですね。自分が小娘の分ぶん際ざいで不相応な地位に就いているという自覚はあります。そういう意味合いのことはよく言われますし」

「……その、辞やめたいって思ったことはありませんか？」

　そうか、とルーティアは腑ふに落ちた。

　マリアンナはまだ十七歳、聖女に選ばれて二年目だと聞いている。

　彼女のことをざっと調べてみると、前の聖女は既すでにかなりの高こう齢れいで、代替わりを急いでいたころに、地方で強い神気を宿した子供が見つかった。それで神殿に連れてこられたのが、彼女が十三歳の時。

　マリアンナの実家は店を営んでおり、兄弟きようだいが多く、決して裕ゆう福ふくではない。日々家の手伝いに追われ、家で毎日の祈りをささげる程度で特に熱心な信者というわけでもなかった。

　それが神殿に来て二年の期間を経へての急な代替わりだ。大役でもあるし、重圧は相当のものなのだろう。

　まして、自分で志した道というわけでもなく、「選ばれたから」聖女にならざるを得なかった。その道しかなかった。迷う気持ちもわからないでもない。

　ただ、ルーティアだって自分で選んだ道とはいえ、言えることはそうあるわけじゃない。

「私は負けず嫌いなので、しっぽを巻いて逃げるのは好きじゃありません。それなら文もん句くを言わせなければいい、絶対に見返してやる、と思っています。それに、幸いにも部下たちがよく私を助けてくれますから。彼らがいなければ、今の私はありません。あなたにも、そういう方がいるのでは？」

　ルーティアの言葉に、ふと、マリアンナが考え込むような表情になる。ルーティアは続けて言った。

「私は、部下たちのために頑がん張ばっているわけではありません。期待に応こたえようと思っているわけでもありません。ただ、彼らとこの隊で少しでも長く過ごしたい。そのために、自分のできる最さい善ぜんを尽つくす、それだけです」

　けれど、答えながら、ルーティアも自分で気づいたことがある。思わず、ふっと笑みを浮かべて口を開いた。

「もっとも、そうと気付いたのは、ここ最近のことです。なんだかんだで、この仕事も、人も、性に合っているんでしょうね。マリアンナ様も、そうなのではありませんか？」

　この半年、夢中で走ってきた気がする。

　ウィリアムが要求する無茶な任にん務むを、半ばやけくそでこなしたこともあった。全員で傷だらけになりながらくぐった修しゆ羅ら場ばもあった。アスカと二人、隊から引き離されて絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの危機に陥おちいった時、ハロルドがファーレンの狙そ撃げきの援えん護ごを受けながら応援に駆けつけてくれて、無事に戻ってこられたこともあった。

　それ以前のルーティアは、国軍本隊に配はい属ぞくされてから、危険に身を置く場面などなかった。

　日々訓くん練れんに明け暮れ、派遣される仕事と言えば式典の警備や軍事演習ばかり。もちろんそんな仕事が悪いとか、重要度が低いと思っているわけでは決してない。けれど、ルーティアの思い描いている仕事でないことは確かだった。

　あの一年に比べたら、充じゆう実じつ度どで言えば今の方がはるかに上だ。危険と隣り合わせではあるものの、任務が達成できた時の充じゆう足そく感かんは、何物にも代えがたい。

　それまで命令に従したがっていればよかったのが、今は自分で考え、判断し、決けつ断だんを迫せまられ、命令し、責任を負おわなければならない。急な重じゆう責せきを、プレッシャーと感じて悩んだこともあった。

　けれど、そんなルーティアを助けてくれたのは、ここにいるアスカやハロルド、ファーレンといった遊撃隊の仲間たちだった。

　今思えば、アスカやファーレンのからかいも、いい気分転てん換かんになっているような気がする。からかっている本人たちがどう思っているのかは知らないが、ルーティアにとってはそう悪いことばかりでもなかった。

　マリアンナが、まっすぐにルーティアを見つめてくる。

「そうですね。私にも、助けてくれる方や心配してくださる方がいます。祈りをささげる日々も、充実していると感じます。今までは、自分のことしか見ていなかったかもしれません」

「私だってそうです。仕事をこなすのに必死で、周りを見る余裕なんてかけらもありません。思えば、それで部下たちを心配させたこともありました」

「隊長さんが？」

　驚くマリアンナに、ルーティアは苦笑する。「隊長」なんて立派な肩書を持っているだけで、そんなできた人間じゃないのに。

「私だって、経験があるわけじゃありません。一年半前はまだ学生でしたし。でも、みんな私が経験を積むのを待ってくれているんだって、きっとそうなんだって、今気付いたかもしれません」

　ルーティアがそう言うと、マリアンナも小さな笑みを浮かべた。
















「そうですよね、私も同じです。……戻ったら、いろいろと考えてみます。お話しできてよかった。ありがとうございました」

「いえ、私の方こそ、隊が私にとって大事な場所だと気付かせていただきました。ありがとうございます」

　振り返るきっかけをくれた形になったマリアンナに、ルーティアは感謝し、ひっそりと微笑んだ。

　話が途切れたところで、前を歩くファーレンが振り返った。

「ボス、さっきから狼が遠巻きについてきている。木の間にちらちら姿が見える」

「どのくらいいる？」

「十、二十……もう少しいるかもしれない」

「そうか。……多いな」

「大丈夫でしょうか……」

　ルーティアの言葉に、マリアンナが少し怯おびえた様子を見せる。すると、ちらりとファーレンが彼女を見やった。

「まあ今のところは。この面子メンツだったらなんとかなる。聖女サマが逃げる間の盾たてになる時間は十分に作ってやれるよ」

「で、でも、それでは皆さんの身に危険が……！」

「俺らこれが仕事だから。聖女サマは気にしないで守られてな」

　言い方はそっけないけれど、その言葉にマリアンナはさっと頰ほおを染めて小さくうなずいた。言うだけ言って満足したのか、ファーレンは再度周囲に視線を走らせる。

　同様に、ルーティアも周囲の気配を探っていた。一歩後ろで、アスカも首をひねる。

「なんだか、変な感じだな」

「お前もそう思うか」

「ああ。まるで俺たちが護衛されてる気分だ」

　周囲の獣の気配は濃のう厚こうだ。それが、ただついてくるだけというのは、とても不自然だった。ファーレンも不思議そうに首をかしげた。

「確かに、奴らの雰囲気はピリピリしてるんだけどな……。群むれの警戒が、包ほう囲いしている俺たちじゃなく、外に向いてる」

「襲ってこないのならそれに越したことはない」

　相手が動物とはいえ、さすがにマリアンナの前で命を奪うのは気が引けるから、ルーティアは少し安心する。

　ルーティアたちの話を聞きながら、マリアンナが少し考えるそぶりで口を開いた。

「この森には、森の王と呼ばれる神しん獣じゆうがいると伝えられています。女神イリヤとともに描かれている、白く巨大な狼です。地上の狼は、神獣に従うとも言われています。もしかしたら、聖域を守ってくださっているのかもしれませんね」

「だとしたら、彼らが守っているのは私たちではなくマリアンナ様でしょう。彼らには私たちを守る筋合いはないでしょうし」

「真しん偽ぎのほどはわかりませんが、この狼たちを見ると、信じたい気持ちになりますね」

　ルーティアの言葉に微笑んだマリアンナは、けれど、次には顔を曇くもらせる。

「この聖域に、わずかですが瘴しよう気きが混じっています。狼が多いことと、何か関係があるかもしれません」

　その言葉に、ルーティアも眉まゆをひそめた。

「瘴気が、狼を引き寄せている、と？」

「……わかりません。今までこのようなことはないと聞いておりますので……」

　困こん惑わくした様子のマリアンナにも、原因はわからないようだ。

　ルーティアは、頭の中で思考を巡めぐらせる。先日の祠ほこらの騒ぎ、一行を守るようについてくる狼、聖域に混じった瘴気。

「狼が多いのは、瘴気に引かれたわけではない……？」

「けど、原因の一いつ端たんではありそうだな。とすると、熊がその瘴気の元だとか？」

　アスカの言葉にルーティアは小さく首を横に振る。

「判断するにはまだ早い。別の何かかもしれん。こうなったら、さっさと熊に出てきてもらってとっとと討とう伐ばつしてしまった方がすっきりするんだが」

　ウィリアムが持ってくる任務は、だいたいがこのパターンで、一ひと筋すじ縄なわではいかないことの方が多い。

　半分あきらめの心しん境きようで、ルーティアはため息をついた。

　やがて泉が見えてくる。対岸までは三十メートルほどはあろうか、清らかな水がわき出ており、時折吹く風が水面を揺ゆらす。

　開けた泉のすぐ左手に、大きな菩提樹が泉の上まで枝を伸ばしていた。樹齢二千年とも言われているその姿は、確かに迫力がある。

　マリアンナが泉のほとりに跪ひざまずき、静かに祈りをささげ始めた。すると、不意にファーレンの顔に緊張が走る。

「どうした」

「狼がいなくなった」

　アスカが声をかけると、ファーレンが弓を持ち直して短くつぶやく。アスカが困惑したように髪の毛をぐしゃりとかき混ぜた。

「ここまでついてきて、今になって消えるとはまた妙だな。いったい何を考えてるんだか……」

「目的地に送り届けて、任務終了ってわけでもなさそうだしな」

　ルーティアがアスカに答えた時、ファーレンから短い警告が発せられる。

「何か来るぞ！」

　静かに祈り続けるマリアンナを除く全員が、緊張をみなぎらせて対岸を注ちゆう視しする。

　木々の間、ちらりと見えた白いもの。すぐにのそりと姿を現したのは、輝かがやくように白い毛並みの、巨大な狼だった。

　全員が声もなく立ち尽くす。ふと、マリアンナが弾はじかれたように顔を上げた。

「森の王……！」

　感激したようにつぶやいたマリアンナが、深く首を垂たれる。そして、ルーティアたちを振り返った。

「今この泉は、森の王の保護下にあります。危険はありません」

「とすると、熊から泉を守るために、ってことか？　そんなバカな」

　ファーレンが信じられないとでもいうようにつぶやくと、森の王が、右の方を向いた。まるで、森の中を指し示すかのように。

　マリアンナがふわりと立ち上がり、狼の方に歩き出すのを、あわてて僧兵長が止めに入った。

「マリアンナ様、お待ちを！　危険です！」

「いいえ、あの方は神獣様。危険はありません。私を呼んでいます」

「しかし！」

「大丈夫です。待っていてください」

　穏おだやかな、それでいて有う無むを言わせない言葉に、僧兵長は一瞬圧おされたように押し黙った後、静かに頭を下げた。

　その姿は、先ほどの年相応の迷いを見せていた彼女ではない。凜りんとした強い意思を持って僧兵長を制し、神獣の元に向かうマリアンナは、まさに聖女の名にふさわしかった。

　かたずをのんで一行が見守る中、マリアンナは巨大な狼の前に膝ひざをつく。祈りをささげる彼女の頭ず上じように、狼がそっと鼻先を寄せた。まるで、意思の疎そ通つうを図はかるかのように。

　ややあって、森の王が踵きびすを返し、木々の間に消える。マリアンナは顔を上げて、ルーティアを見た。

「泉の右手に、魔の痕こん跡せきがあると。神獣様が教えてくださいました」

「アスカ、クリス、バルドー、ついてこい。ファーレンはこのまま聖女様のそばに待機」

「了解、ボス」

　ルーティアが三人を引き連れ、マリアンナから伝えられた方向に分け入っていくと。

　果たして、巨大な熊の死体が見つかった。

　ひどく食い荒らされ、損そん傷しようが激しい。しかも、周辺は何か重いものを引きずったような跡あと、木や枝が折れ、草は真っ茶色に縮れて枯れ果て、幹に擦すれたような跡が無数についている。明らかに様子がおかしい。

「なんだこりゃあ……」

　双そう剣けん使いのバルドーが、剣の柄つかに手をかけたまま顔をしかめた。

「これは、狼たちがやったんですかね？」

「いや……もっとデカイものに食われてるように見えないか？」

　アスカの指し摘てきはもっともだった。熊の死体は、まるで一口でぱっくりと食われたように、頭から左の上半身がなくなっている。少女と見まごうような容よう貌ぼうのクリスが、うそ寒そうに肩をすくめる。

「まっさかぁ。だって、これを一口って、相当口デカイよ？」

「いや、周囲の状況を見るに、それだけの大きさがある何かがいたことは間違いない」

　バルドーの言葉にアスカがうなずいて、すっと膝を落とす。

「見ろ、これ」

　そう言って、彼が指先でつまみ上げた物は、灰色の毛け束たば。それを見て、バルドーが難しい顔で首をひねった。

「これは、狼の毛じゃないのか？　熊と戦ったのか？」

「いや、熊を襲った何かと戦ったのかもしれない。その何かを警戒して狼の数が多いというのなら、納得できる」

　いったい、何が起こったのか。何がいるのか。

　熊を食らうような何か。狼の群れと戦う何か。しかも、状況からルーティアが今までお目にかかった人間や獣の仕し業わざとは、到底思えない。わからないことだらけだ。

　それどころか、もしかして、今、このすぐ近くにその得体のしれない何かがいるのかもしれない。そう思うと、さすがにルーティアにも鳥とり肌はだが立った。

　ほかの三人もそれは感じたようで、誰もがうそ寒そうな顔で押し黙っている。

「とにかく、聖女様に一度見てもらった方がよさそうだ」

「俺、呼んでくる」

　ルーティアのため息交じりの言葉に、クリスがすぐに駆け出していった。

　そうして僧兵長をともなってやってきたマリアンナは、周囲に視線を走らせて顔をしかめた。

「瘴気が濃こいですね……」

「瘴気の原因は熊ですか？」

　言われて、マリアンナが変わり果てた熊の姿に、一瞬『ひっ』と怯えたように息を吞のんだ。

　無理もない、傷いたみ始めている動物の死体など、誰が見ても気持ちのいいものではない。

　少し落ち着いたらしいマリアンナが、それでも青ざめた顔で首を横に振る。

「いいえ、瘴気はここに残っていますが、この熊から発しているものではありません」

　ルーティアの質問に、マリアンナは明めい確かくな答えを返す。

「とすると……瘴気を発しているのは、こいつを食った方、ということか」

　アスカの言葉に、全員が戦せん慄りつする。一口で熊を食うほどの巨大な何か、しかも、瘴気を持つということは、魔物や魔獣の類たぐいということだ。けれど、ルーティアは首をひねる。

「だが、そんな化け物がわざわざ聖域に近づいたりするか？　魔物や魔獣は、聖なる力に弱いんだろう？　それなら、こんなところには近づきもしないんじゃないか？」

「ここを汚けがす目的だったのかもしれない」

　バルドーの意見に、アスカが唸うなる。

「うーん、そいつから聖域を守るために神獣が出てきた……となると納得できる気もするが」

「なんのために？」

「それは知りません」

　ルーティアのツッコミに、アスカはあっさりと白しろ旗はたを上げた。頭をひねっても、どうも嚙み合わない意見が出るばかりだ。それまで黙っていたクリスが口を開いた。

「腹減って熊食べようとして追いかけてきただけなんじゃないの？」

「……お前、なかなかいいところついてくるな」

　クリスの言葉に、バルドーが感心したように無ぶ精しようひげをこする。

「確かに一いち理りあるかもしれないが、さすがにそんなふざけた理由じゃないだろう」

　多少呆あきれたようにルーティアがクリスをたしなめると、クリスは笑って舌したを出しただけだ。

　そこで、口を挟むこともできずに少し途と方ほうに暮くれたようにルーティアたちのかけ合いを眺めていたマリアンナが、ようやく口を開いた。

「本当のところはわかりませんが、一刻も早くこの場を浄化しないと、泉に悪影響が出るかもしれません。すぐに儀式を行います」

　熊を見た最初こそ怯えた様子を見せたマリアンナだったが、聖域の最深部である泉の周囲が汚される事態に、強い憤いきどおりを感じているようだった。身をひるがえし、菩提樹の元に早足で戻っていく。

　腰の短剣を抜き、ささげ持つようにしながら大木に一礼をする。そして大きく垂れ下がった菩提樹の一枝を切り取って、泉の水に浸ひたした。それを持って熊の死体のある場所に戻り、浄化の儀式を行う。

　祈りの歌をささげ、鎮ちん魂こんのまじないを唱となえ、女神イリヤの力を借りてその場を清めてゆく。

　ルーティアの目には、マリアンナからあふれ出す神気が、光り輝いて見える気がした。

　舞うように、あるいは指し揮き棒ぼうのように、マリアンナが菩提樹の枝を振る。すると、まるで一枚一枚薄うす布ぬのをはぐように、重くよどんだ空気が晴れていった。

　儀式を終えたマリアンナが、ゆっくりと立ち上がる。

「ひとまず、これでこの場は大丈夫だと思います。元々神気の強い場所ですし、神獣様もいますので、穢けがれはほどなく消えるでしょう」

「そうか、よかった」

　そして、マリアンナは浄化の役目を終えた枝を、泉のほとりで焼いた。邪じや気きを払ったものもまた、浄化しなければならないからだ。

　マリアンナは灰を集めて泉にまいた。穢れは泉に浄化され、灰も流れて消えるだろう。

　それから再び泉に祈りをささげ、当初の目的である菩提樹の枝を十数本採取した。それを僧兵が代わりに抱かかえ、やっと泉を後にする。

　けれど、馬車に向かう途中のマリアンナの表情は、晴れなかった。

「何か、嫌な感じです。胸むな騒さわぎがして……落ち着きません」

　そう言うマリアンナに、ルーティアはわずかに眉を寄せる。

「そういうことを感じ取る力があるのですか？」

「いいえ。でも、なんとなく……。はっきり何がどう、というわけでもないので、お伝えしづらいのですが……。とにかく、嫌な感じです」

　マリアンナが、意識せずにか、そっと法衣の腕をさする。それが、寒気を感じた時の仕草にも似て、ルーティアはひとまず周囲に視線を走らせるが、変わったところは見当たらない。

「わかりました。もしかして村でも気を抜けないかもしれませんね。気をつけていきましょう」

「はい。よろしくお願いします」

　自分でもどう伝えればいいのか困惑している様子だったけれど、ルーティアはマリアンナの直感を信じていい気がしていた。

　馬車に向かう途中、再び狼の群れが姿を現した。マリアンナが馬車に乗り込み、聖域を後にする。そこから一時間ほど、狼たちはまた馬車を遠巻きにしてついてきた。村の入り口が見えてきたあたりには、いつしか狼たちは姿を消していた。

「送ってもらったみたいだったな。なんか気持ち悪い」

　狩人のファーレンにしてみればどうも納得がいかないらしく、何やらむず痒がゆそうな顔をしているのがおかしかったが。

　神殿へ向かう道には、村人たちが列をなして待っていた。

「ずいぶん大おお仰ぎような出迎えだな」

「そりゃそうでしょう。聖女が村に来るなんて、年に何回もないですから、一大イベントですよ。しかも美少女ですし、人気は相当なものです」

　アスカがその様子を見ながら説明してくれる。確かに、はっと目を引く容貌だし、可か憐れんではかなげな雰囲気や楚そ々そとした立たち居い振ふる舞まいなど、ルーティアが逆立ちしてもかなわない。

　どこか敗北感を覚えるのは、普段あまり意識していないルーティアに、「女性」としてのあるべき姿を突きつけられるからだろうか。

　横目でちらりとアスカを盗み見る。適度な緊きん張ちよう感かんを持って馬を進める彼の表情には、特に変わった様子はない。けれど。

（アスカも、ああいう女の子が好きなんだろうか）

　不意に頭に浮かんだ考えに、一瞬遅れてぎょっとする。

（な、何を考えてるんだ、私は！　アスカがどんな子が好きだろうと、関係ないはずだ！）

　ルーティアはあわててそれを蹴け散ちらした。こんなことが気になるなんて、どうかしている。

「まったく、私も瘴気にあてられたか……」

「どうしました？」

「別に、なんでもない」

　ため息交じりにつぶやいた小さな声を、耳ざといアスカに拾われる、努めて平静を装いながら否ひ定ていしたけれど、なんだかどっと疲れたような気がした。

　村のほぼ中心にある神殿は、石造りの白い堅けん牢ろうな建物だ。さすがに王都の神殿とは比べるべくもないが、それでも十分に大きく、年月を経た荘そう厳ごんな雰囲気がある。屋根に近い壁面には、イリヤの紋章が掲かかげられていた。

　神殿の前に馬車が止まる。ドアが開いてマリアンナが姿を現すと、神殿の前は歓かん声せいに包つつまれた。

「聖女様！」

「マリアンナ様ー！」

　口々に声を上げ、手を振る村人たちに、マリアンナは笑顔で応える。

　神殿入り口には、出迎えの神官や僧兵たちがずらりと並んでいた。

　マリアンナの周囲は僧兵たちが固め、村の神殿の僧兵が村人が必要以上に近づかないように押さえている。

　ルーティアたち遊撃隊は、村人とマリアンナを隔へだてる位置にさりげなく立ち、周囲を警戒する。

　村の代表として、小さな女の子がマリアンナに花はな束たばを手渡した。

「ありがとう。イリヤの祝福を」

　彼女が微笑んで女の子の頭をなでると、うれしそうに笑って駆け戻っていった。

　マリアンナはもう一度村人たちに手を振って、神官たちとともに神殿へと向かっていった。ルーティアもその後を追いながらアスカに話しかけた。

「特に村に変わった様子はなさそうだったな」

「そうですね。今のところは、と言った方がいいですかね」

「……そうじゃないことを祈りたいな」

　アスカがさらりと発した不ふ穏おんな言葉が、現実にならなければいいと思う。

　いつものように、アスカはルーティアの一歩後ろを、守るように歩いていた。

　神殿の神官長、護衛の僧兵長、マリアンナ、ルーティア、アスカの五人は、神殿の大広間に通された。

　ルーティアがマリアンナの向かいに座り、アスカはその背もたれの後ろに立つ。それを見てマリアンナがアスカにもソファをすすめた。

「副隊長さんもお座りになられては？」

「いえ、これは私の役目ですので」

「そうですか……」

　あっさりと断られたマリアンナが残念そうにしている様子が、なんだかとても居い心地ごこちが悪い。どうしてそう思うのかは、わからなかったけれど。

　マリアンナ付きの女性神官がテーブルに茶を並べるのを待って、神官長が口を開いた。

「マリアンナ様、遠えん路ろお越しくださいましてありがとうございます」

「ありがとう。神殿の皆に変わりはありませんか？」

「おかげさまで、みな息そく災さいです」

　白いひげを蓄たくわえた神官長は、かなりの高齢のようだった。穏やかな声は、どこかほっとする懐なつかしさも感じさせる。マリアンナの声にも態度にも、神官長への敬けい意いが見て取れる。

　マリアンナは姿勢を正して神官長に尋ねた。

「ところで、聖域の中で、瘴気に汚お染せんされた跡を見つけました。何かご存じではありませんか？」

　すると、神官長は驚いたように目を見開いて、白い顎ひげをなでた。

「なんと……。一週間前、イリヤの祭壇横にまつってある神獣の像が真っ黒に染まりましてな。何事かと我々が右う往おう左さ往おうしているうちにまた突然元の色を取り戻したということがありました。何か関係があるのでしょうか」

「それは一週間前の何時ごろのことですか？」

　一週間前、それは豊穣祭の日だ。ルーティアが身を乗り出して尋ねると、神官長は遠い記き憶おくを思い出すように天てん井じようを見上げる。

「そうですな、昼前と記憶しております。ちょうど豊穣祭の真っ最中で、ちょっとした騒ぎになりました」

「そうですか……。王都でご神体から瘴気が噴ふん出しゆつした時間と、ほぼ同じです」

「まあ……」

　ルーティアの言葉に、マリアンナが眉をひそめた。王都の祠と村の神殿で、ほぼ同じ時間に異変が起こるなんて、偶然ではありえない。

「マリアンナ様、もしかして国内の神殿でも、同じような現象がありましたか？」

「さあ……。私は、詳くわしくは」

　ルーティアの質問にマリアンナは首をかしげて、僧兵長に視線を向けると、彼は深くうなずいた。

「ああ、各地から報告が上がってきていた」

「とすると、やはり『何か』が原因とみて間違いないか……」

　ルーティアのつぶやきを聞いて、マリアンナの表情に憂うれいが浮かぶ。

「実は、村に入る少し前から、瘴気の気配を感じました。神殿が近いので、村人に影響が出ることはないようですが……。澱おりのようによどんでいたように感じましたので、村の近辺に発生源があるのかもしれません」

　マリアンナの言葉を聞いた神官長は、ううんと唸りながら難しい顔で、しきりに顎ひげをひねっている。

「ここ二、三週間ほど、祭壇にまつった菩提樹の枝がしおれるのが異様に早くて気にはなっておったのですが、もしやその穢れが原因ということでは……」

「可能性はありますね」

　マリアンナの答えに、広間が重苦しい空気に包まれる。村は今のところ平和そのものだけれど、事態は案外深刻なのかもしれない。

　ルーティアは、一つの質問をマリアンナに投げかけた。

「マリアンナ様が村で感じた瘴気は、泉のものと同じでしょうか？」

「あそこはしばらく時間が経たっていたようでしたから、確かなことは言えませんが……、似ている、とは思います」

　慎重に考えながらの答えに、ルーティアはため息をついて、背後のアスカを仰あおぎ見た。

「ほぼ黒だな。アスカ、どう思う？」

「泉で見たのは、食いちぎられたような熊の死し骸がいと、何かが暴れた痕跡、そこここに落ちていた狼の毛、瘴気の残ざん滓し」

　アスカは、泉での見たままを列れつ挙きよする。

「実際に見たわけじゃないんでなんとも言えませんが、少なくともその瘴気を持つ『何か』と狼が交戦したのは間違いないと思います」

「彼の言う通りです。ただ、私は神獣も関係していたのではないかと考えています」

　アスカの答えを引き取って、ルーティアが見解を述のべた。それから、王都の祠でのことを思い出す。

「私たちが瘴気に巻かれた時に、ご神体の鏡が強きよう烈れつな光を放って瘴気を四し散さんさせるのを見ました。もしかして、その時に神獣が何かの力を使い、瘴気を払ったのかもしれないと思っているのですが」

　マリアンナは、神官長と顔を見合わせ、心配そうに顔を向ける。

「いったい、何が起こっているのでしょう……」

　マリアンナがそう思うのも無理はない。実際、ルーティアも何が起こっているのかがわかっていない状態だ。

「それはまだなんとも……。手がかりもない状態ですし、その『何か』がなんなのかも現時点ではわかっていません」

「村人や神殿の者たちに何事もなければいいのですが……」

　憂いを込めて、マリアンナが小さくまじないの言葉を口にする。それを見て、ルーティアは表情を引き締めた。

「ゆっくり休んでもいられないな。マリアンナ様、私たちはこれから調査を行います。何かありましたらお呼びいたしますので、その時は申し訳ありませんがご足労願えますか」

「心得ました」

「ありがとうございます。それでは、ひとまずお休みください」

　立ち上がったマリアンナを見送ろうと、ルーティアも席を立つ。ドアへ向かおうとしたマリアンナが、不意につまずき、バランスを崩くずした。

「あっ……」

「っと、失礼。大丈夫ですか？」

　ルーティアが手を伸ばすよりも早く、アスカがその腕にマリアンナを受け止めていた。

「あ、私……！　すみません、大丈夫です」

　さっと頰を染め、マリアンナが体たい勢せいを立て直すのに手を貸しながら、アスカが笑みを見せる。

「それはよかった。どうぞお気になさらず」

　アスカがそう言って、マリアンナをドアのところまでエスコートしていく。

「ありがとうございます。では私はこれで」

　神官長と神殿の僧兵とともに去るマリアンナを見送って、ルーティアはほっと息を吐いた。そこで初めて、自分が強く手を握りしめていたことに気付く。

　手のひらには、爪つめが深く食い込んだのか、くっきりと跡が残っていた。

　わずかに眉をひそめ、それをもう一度握りしめてから、ルーティアは僧兵長と立ち話をしていたアスカを振り返った。

「アスカ、行くぞ」

「はい」

「では、また明日」

　僧兵長にあいさつを済ませ、二人は神殿を出た。

　外に出て数歩進んで立ち止まり、ルーティアは神殿の方に視線を投げる。大きな建物はそこにたたずんでいるだけで、変わった様子は見られない。

（何事もなければいいが）

　マリアンナと同じく、なんとなく嫌な感じをぬぐえないまま、ルーティアは小さくため息をついた。
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　神しん殿でんの僧そう兵へいたちが、マリアンナの馬車から荷を下ろしたり、馬具を外したりしているのを眺ながめながら、アスカに聞く。

「神殿の守りはどう思う？」

「兵の練度は低いですね。まぁ、田舎いなかだし、特に今まで事件らしい事件もないでしょうから、こんなもんでしょ」

「うん。まだ、兵が緊きん張ちようするような事じ態たいに至いたってはいないってところか」

「その『何か』の行動範囲がどのくらいかはわかりませんが、もし今神殿を襲しゆう撃げきされたらひとたまりもないでしょうね」

　肩をすくめてさらりと言うアスカの言葉は、その軽い言い方に比べて深しん刻こくだ。むしろ、今何も被ひ害がいが出ていないことの方が不思議に思える。

「厄やつ介かいだな……とはいえ、ここまで来てしまったら仕方がない。アスカ、集合」

「集合！」

　ルーティアはアスカにうなずいて、外に待たい機きしていた全員を呼び集めた。

　自分の周りに集まった、信頼する部下たちを見回す。

「今までの状況から、瘴しよう気きをまき散らす『何か』がこの近辺に潜ひそんでいる可能性が高い。せっかく村について一休みしたところを悪いが、全員宿に荷物を置いたら聞き込み開始だ」

「了解！」

「どんな些さ細さいなことでもいい。変わったもの、人、おかしな出来事。くだらないことでも、必ず報告するように」

「了解、ボス！」

「ではいったん宿に引き揚げだ」

　ルーティアの言葉に、全員がうなずき、ぞろぞろと移動を始める。

　マリアンナと僧兵たちは神殿内で休むことができるが、ルーティアたち軍人が泊まれる余よ裕ゆうはない。必ひつ然ぜん的てきに、遊ゆう撃げき隊たいは神殿の門前の安宿に泊まることになる。

　とはいえ、ルーティアたちにとっては神殿の客室よりもこっちの方が気安く、くつろげるから都合がいい。

　そのうえ、神殿では清せい貧ひんを旨むねとしているために、食事は基本的に粗そ食しよくだ。軍人の任にん務むでは、食事が大事なリフレッシュになる。うまいもののあるなしでモチベーションが変わってくるし、昼食は携けい帯たい食しよくだったので、できれば満足できる食事をとりたかった。




「……で、なんでお前が私の部屋の隣となりなんだ」

　宿の廊ろう下かで、仁に王おう立だちのルーティアが地を這はうような唸うなり声ごえを上げていた。

　それに動じた様子もなく、アスカはへらりと笑う。

　ほかの隊員たちは、そんな二人の様子にはいつものこととばかりにまったく無関心だ。こっちは丸無視でさっさと自分にあてがわれた部屋に引っ込んでいく。

「副官ですし」

「……それは答えになっていないと思うが」

　一いつ瞬しゆん呼吸を止めた後、ゆっくりとルーティアが告げる。危うく怒ど鳴なるところだった。

「あんたに何かあったら、すぐ駆けつけられるようにです」

「自分でなんとかするからいい。というか、何かあるというよりお前が何かしそうなのが嫌いやだ」

「嫌だなあ、何もしませんって。元々あんたの寝姿を見るのは俺の特とつ権けんだし」

「何が元々だ。そんな特権、誰が許した……!?」

　心しん外がいだとでも言いたげなアスカが、面おも白しろがっているのはわかっている。

　わかってはいるが、遊ばれるのははなはだ不本意だ。にやにやしているこいつの両りよう頰ほおを思いっきり引っ張ってやりたいと思う。

「いやいや、ほかにも俺の役目ってありますし？　あんたを朝起こしたりとか、不ふ埒らちな輩やからから守ったりとか。誰か夜中に忍び込んできたらどうするんです？」

「それはお前を一晩縛しばって転がしておけば解決すると思う、絶対」

　絶対、に力を込めたが、アスカにしれっと無視されてイライラが倍増だ。

「寝顔を見るチャンスもあるかもしれないし、シャワーの音とかも聞けるかもしれないし、もしかして進展するチャンスかもしれないし」

「いかがわしいことを言うな！　誰と何を進展させるつもりだ！」

「俺とあんたの仲を、ですよ。やだな、わかってるくせに」

　ルーティアの怒ど声せいにわざとらしく照れてみせる様は、思わず殴なぐりたくなるほど腹立たしい。なんでこんなのを副官に選んでしまったのか。自分の人じん選せんを真剣に後こう悔かいしたのはこれで何度目だろうか。

「よほど私の剣の錆さびになりたいようだなお前は……！」

「あ、いやつい本音が。俺はあんたの補ほ佐さなので、呼ばれたらすぐ行ける位置にいたいだけです」

　咳せき払ばらいなんかしつつも背せ筋すじを伸ばしてみせたって、笑いをこらえて唇くちびるの端はしがひくひくしているのがはっきりわかる。

「何が本音だ、からかってるくせに白しら々じらしい！」

「からかってると思いますか？」

　不意に、口元の笑みはそのまま、わずかに目を細めたアスカに一歩距離を詰つめられた。自分の結界内に入られた気分で、ルーティアは一瞬息を止める。

　至し近きん距きよ離りになったアスカの瞳ひとみが、熱を帯おびている気がする。

　ここで一歩下がったらなんだか負けのような気がしたから、昂こう然ぜんと顔を上げて、見下ろすアスカを睨にらみつけた。

「本音がとか言いながら、本気じゃないだろう。いちいち私の反応を見るな」

「どうしてそう思います？」

　低い声が、耳に甘あまく響ひびく。口元に浮かべた笑みは艶つやめいていて、思いっきり抓つねってやりたくなる。

　しない代わりに、言葉で鋭するどく切り込んだ。

「先日、私の邪じや魔まはしないと言ったな？　こういうことが邪魔だと、わかってやってるだろう！」

　叩たたきつけるように言えば、一瞬の間の後、アスカがははっと笑った。

「そうでしたっけ。忘れてました」

「噓うそつけ！」

　降こう参さん、とでもいうように手を上げて、アスカはルーティアから距離を取る。

「残念。じゃ、二十分後にホール集合ということで」

「なーにが『じゃ』だ！　人の邪魔をしておいて！」

「いいじゃないですか、ちょっとした潤うるおいが欲しいと思っただけなのに」

「勝手に潤うな！　私の迷めい惑わくの上に成り立ってるんだろうが！」

「まあまあ。小さなことは気にしないでくださいよ」

「小さくない！」

「はいはい、すみませんでした。ほら、休きゆう憩けい時間なくなりますよ」

「お前が絡からんでこなきゃちゃんと休憩できてたんだバカっ！」

「だからすみませんて」

　笑いながらまったくすまなくなさそうな声と顔でなだめすかされて、ルーティアは部屋に放り込まれてしまう。

　腹立ち紛まぎれに荷物をベッドに放り投げ、自分もどさりと倒れ込む。

「……疲れた」

　時折距離を縮めてくるアスカの真しん意いがわからない。からかっているにしては度が過ぎているし、だからといって本気とも思えない。

　けれど、どちらにしろ、息がかかるほどの至近距離は居い心地ごこちが悪い。どこか追い詰められた気分になって、心臓がどくどくとうるさくて仕方がなくなる。

　その同じ距離を。アスカはマリアンナに許したのだ。それが、どうしようもなく心にさざ波を生む。

　ルーティアは、右手を開いてみた。さすがにもう消えたが、あの時手のひらにくっきりと刻きざまれていた爪つめ痕あとは、まるで自分の心についた傷に見えて仕方がない。

（なんだったんだ……どうして、あんな気分になった？）

　アスカが、つまずいたマリアンナを支えた時。

　本当は、あの位置ならルーティアの方が近かったのだ。けれど、とっさに前に出てマリアンナを支えたのは、アスカだ。

　わざわざ、ルーティアの前に出てまで。

　慣れない様子のマリアンナをエスコートする姿は堂に入っていて、二人は絵になって……とても、似合っているように見えた。

　見ていると落ち着かなくて、手を貸したアスカにどうしようもなく苛いら立だった。

「見えたからって、なんなんだ。そうだ、つまずいたのを受け止めただけで別に抱き合っていたわけでもないし、もし抱き合っていたとしたって、そんなのはどうでもいい話だ。私には関係ない。任務にも関係ない。気にするようなことじゃない」

　口に出した言葉の言い訳がましさに情けなくなる。アスカに対するやり場のない苛立ちが、どうしても抑おさえきれない。

「なんで私がこんなもやもやした気持ちにならなきゃいけないんだ、バカバカしい！」

　振り切るように言い捨てて、ルーティアは勢いきおいよく立ち上がった。こんなことで悶もん々もんとしている場合ではないのだ。人に被害が出ていないうちに、早く『何か』を見つけないと取り返しがつかなくなる。

　ルーティアは、集合には少し早いが、部屋を後にした。

　……このまま考え込んでいたら、余計な答えにたどり着きそうだった。

　ホールに行くと、既すでにほぼ全員が集まっていた。

「早いな、みんな」

「ま、やることもないし」

　ファーレンが頭の後ろで両手を組みながら、やる気なさそうにつぶやいた。

「では、二ふた手てに分かれて聞き込みをしてくれ。最近村に変わった様子がなかったか、何か気になることはなかったか、些細なことでもいい。ハロルドたちは村の南、ファーレンたちは村の北へ」

「了解、ボス」

「私とアスカは村の外の様子を聞いてくる。アスカ、目星は？」

「今宿の人に聞いて、村の周りのことに詳しい人を何人か教えてもらったが、樵きこり、炭焼き職人、狩人かりゆうどの三人がいいと思う」

　こちらから指示するまでもなく、アスカは既にルーティアの意を汲くんで、先に行動していた。こういうところが、気疲れしなくていい。

「村のだいたいの見取り図はこれだ」

　と、アスカはバルドーから受け取った紙を開いてみせる。バルドーは絵が得意だ。双そう刀とうを操あやつるくらいだから、相当器用なのかもしれない。紙には、村内の位置関係がわかりやすく図で示してあった。

「樵の家、炭焼き職人の家、狩人の家はそれぞれここだ」

　アスカの指差す位置を、全員がしっかりと覚え込む。

「くれぐれも油ゆ断だんするな。とりあえずこの三軒のうちのどこかにいるから、何かあったら呼びに来てくれ。何もなければ二時間後にここに戻れ。単独行動は厳げん禁きんだ。いいな」

「了解！」

「では行け」

　ルーティアがＧＯを出すと、すぐさま全員が村内に散っていく。

　ルーティアもアスカを伴ともない、歩き出した。手始めに、宿から一番近い樵の家を訪たずねる。普段は森にいるはずだが、今日はマリアンナが村を訪れる日だ。

「村にとってはほぼ祭りというか祝いごとみたいなもんだし、多分いるだろうって、宿の人が」

　アスカの言葉に、ルーティアはうなずく。

「まあ、事前に予定していたことでもないし、いないかもしれないのは仕方がない。いなければ次の家に行くだけだ」

　こういう行き当たりばったりで予定通りにことが進まないなんて、遊撃隊にとっては日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。それならそれで次の手を考えるまで。気にすることなく通りを進む。

「で、樵、炭焼き職人、狩人を選んだ理由はなんだ？」

　とアスカに問えば、明めい快かいに即答した。

「三人とも、村の外での活動範囲が違うからです」

「活動範囲？」

「ええ。樵の仕事場は、村の東の森の中。炭焼き職人の炭焼き小屋は、南の山やま際ぎわ。狩人は北の川付近によく行くそうです」

「短時間でよくそんな情報仕入れたな」

　確かに、ある一か所だけではなく、いろいろな場所の話を聞けた方がいいに決まっている。

　けれど、ルーティアを部屋に放り込んでからここに集合するまでのわずかな間に、よくここまで聞き出せるものだとルーティアが感心すると、アスカは『コツがあるんですよ』と笑った。

「宿の主人に聞いたら、その奥さんが教えてくれたんですよ。ほら、女性って、そういう独特の情報網もうがあるでしょう。樵は最近ぎっくり腰が治ったばかりだっていうし、炭焼き職人は奥さんとケンカ中で、狩人は最近急に獲え物ものが取れなくて奥さんに怒られているらしいですよ」

「そういう余計な情報はいらないから。……待て、狩人がなんだって？」

　女性を誑たらし込む職業の方が向いてるんじゃないかと呆あきれて、そして一瞬の間の後はっとして問い返したルーティアに、アスカが笑った。

「ね、なかなか侮あなどれないでしょう。一番情報になりそうなのは狩人だと思いますが、この分だとほかの二人も何か異変に気付いているかもしれませんね」

「なんでもいい、手掛かりになるのなら」

　宿から二百メートルほど離れた通りの外れに、樵の家はあった。粗そ末まつな造りの小さな民家のドアをノックすると、妻と思おぼしき初しよ老ろうの女性が顔を出す。

「はい？」

「こんにちは。突然お訪たずねして申し訳ないのだが、ご主人に少し話を伺うかがいたい」

　ルーティアが丁てい寧ねいにあいさつをすると、女性がぱっと表情を明るくした。

「あらぁ、聖せい女じよ様の護ご衛えいで来なすった人だね？　さっき神殿の前で見たわ。どうぞどうぞ、上がりなさいよ」

「ありがとう。失礼する」

　不ふ審しんに思われるかと思ったが、マリアンナとともにいたことが功こうを奏そうしたらしい。うれしそうに家の中に通された。

　質しつ素そな椅い子すとテーブルが置かれた室内は、調度品など全体的に古びている印象だけれど、よく整理されていてなかなか居心地がいい。

　その椅子に座っていた壮そう年ねんの男は、はげた頭に顎あごひげを蓄たくわえた、一見強こわ面もての人物だった。

「で、何が聞きたいんだい？　あんまり大した話はできねぇが」

　口を開くと、声が大きく、陽よう気きな人物のようだった。それを受けて、アスカが切り出した。

「ええ、聖女様がこの村に向かう途中で、狼おおかみの群むれと遭そう遇ぐうしまして。幸い、襲おそってくることもなく無事に村につくことができましたが、今までにないことだったので、聖女様が村人の安全を気にされているようなのです。そこで、最近村の外で変わったことはないかをお聞きしたくてお訪ねした次第です」

　にこやかに話しかけるセリフは、用意していたものではないだろう。『何か』の情報は伏せたまま、もっともらしい理由をすらすらと言ってのける姿に、舌した打うちをしたくなる。

　頭は切れるし、口も回る。アスカが有ゆう能のうなのは間違いないが、普段の彼の姿を見ているルーティアとしては、胡う散さん臭くさいことこのうえない。

「ふむ……そうだなぁ、俺は特に変わったこととかは知らねぇな。なぁ、かあちゃん？」

「そうだねえ。森の様子も畑の様子も、いつも通りだよ」

　夫婦でうなずき合う二人に、アスカは尚なおも質問を続ける。

「そうですか。例えば、変わった生き物を見たとか、狼を見たとかはどうです？」

「いんや、特にないねぇ」

「ああ、でも、最近草や木がひどく枯かれているのを見たよ。そこだけ除じよ草そう薬やくをまいたみたいになってたね。変わったこともあるもんだ」

　妻の言葉に、ルーティアが反応する。

「それはどこでですか？　一か所だけですか？　たくさんありましたか？」

　立て続けのルーティアの質問に、妻は面食らいながらも教えてくれた。

「村の東の外れから、十分くらい歩いた森の中だよ。草くさ餅もちに使う山さん菜さいを採りに行って見かけたんだ。私が見たのは一か所だけだったけどね」

「どのくらいの大きさでしたか？　どのくらい前ですか？」

「大きさは……そうだねぇ、このテーブルくらいかね。ふた月ほど前になるよ」

　テーブルは四人掛けで、それほど大きくはない。

　聖せい域いきの泉のそばで、瘴気に汚お染せんされていた場所も、草が茶色く枯れ果はてていた。だが、その広さはこのテーブルの比ではなかった。

「そこに近寄りましたか？　触ったりとかは？」

　もしもそこが、瘴気に汚染された場所だったなら、ただでは済むまい。だが、妻は首を横に振る。

「いんや、気き味みが悪くて近寄らなかったよ」

「そうか……」

　よかった、とルーティアは安あん堵どする。もし草が枯れた原因が瘴気だとしたら、近づいて何か影響が出ないとも限らないからだ。

　すると、妻の話を聞いて考え込んでいた樵が口を開いた。

「うーん……、あんまり気にしちゃあいなかったんだが、ここんとこ、なんだかやけに森が静かっつうか、……うまく言えねぇけど。それが変わったことなのかどうか、俺にゃあわからんが」

「静か、とは、例えば？」

　アスカに促うながされると、樵は思い出すように天てん井じようを仰あおぐ。

「そうだな、鳥がいねぇ。斧おのを木に叩きつけると、周りの鳥は音に驚いて一いつ斉せいに飛び立っていくもんだが、最近はぱったりと静かだ。さえずりもしないし、羽ばたきも聞こえない」

「ほかには？」

「ほかに……うーん……。ウサギだとか、タヌキだとか、見なくなったような気もするが……」

「十分変わったことじゃないか！」

　うーんうーんと唸りながら頭をひねる樵に聞こえないよう、ルーティアが小さな声で毒づくと、苦笑したアスカがなだめるようにうなずいてみせる。

　さっきは『変わったことなんかない』と言い切っていたのに、聞いた限りでは十分におかしい。元々がのどかな村での出来事とはいえ、のんびりしすぎじゃないのか。

「よくわかりました、ありがとうございます。森に行く時には十分気をつけてくださいね、狼に出会うかもしれません」

「はいはい、気をつけますよ。聖女様のお気き遣づかい、感謝します」

　アスカがにこやかに礼を述のべると、妻が愛あい想そよく返事をする。一応、『狼』という名めい目もくで釘くぎをさすのも忘れない。効果があるかどうかは怪あやしいが、多少でも気をつけてくれるといいが。

　ひとまず、ここで聞ける話としては十分だろう。ルーティアは立ち上がって頭を下げた。

「突然お邪魔して申し訳なかった。ではこれで失礼する」

　樵夫婦に見送られ、二人は民家を後にした。

　次は炭焼き職人の家だ。ここから三百メートルほど離れた場所にあるという。

　村は民家が点てん在ざいし、畑や家か畜ちくの姿が見える。おおよそきな臭さとは無む縁えんの、平和でのどかな風景だ。

　実はそこに、ひたひたと危険が迫っているということなのか。誰にも気づかれずに、神殿の神官たちさえも欺あざむいて。

　そうなると、村の周辺にいる『何か』が、そういう意思を持って行動しているのか？　それとも、何者かの意思が介かい在ざいしているのか？

　もしそうなら、いったい誰が、なんのために。そして、その『何か』はいったいなんなのか。

　自分の世界に没ぼつ頭とうしているルーティアの眉み間けんに、不意に何かが触ふれ、はっと意識が浮ふ上じようする。

　すっと手を引っ込めて苦笑するアスカを見て、触れたのが彼の指だと認識すると、一気に胡う乱ろんげな表情に変わった。

「なんだ」

「眉間にしわ」

　言われた瞬間、ルーティアの眉間のしわがさらに深く刻まれる。

「だからって気安く触るな」

「んなこと言ったって、顔が怖い。村人が怯おびえる。それに考えすぎて足が止まりそうだった。次につくまで一時間くらいかかりそうだったし、仕方ないでしょう」

　よどみなく並べ立てられた理由は当然心当たりがあって、反論できない。

「だ、だからってほかに方法があるだろう」

「いやだって、触りたいし」

　苦し紛まぎれに言い返すと、これまた斜ななめ上の答えを返されて、ルーティアの足が止まった。アスカの方は、まるで何を当然のことを聞いているんだとでも言いたげな顔で。

「なんのために!?」

「俺が楽しいから」

　アスカは躊ちゆう躇ちよなく言い切った。いっそすがすがしいほどの笑顔で。

「お前を楽しませるために一緒にいるわけじゃないんだがなぁ……!?」

「あっ、待って、痛い痛い痛い、息止まる！」

　襟えり首くびを摑つかんでぎりぎりぎりと締しめ上げれば、アスカが悲鳴を上げる。鋭い舌打ちとともに手を離してやれば、にへらっとしまりのない顔で笑う。それがまた、からかわれたようで腹立たしい。

　アスカを置いて憤ふん然ぜんとして歩き出すけれど、コンパスの差は明らかで、あっさり追いついてきた彼がぴたりと後ろについた。

「なんか、こうしてるとデートみたいですね」

　上じよう機き嫌げんで放たれた言葉は、中身も声もおよそ緊張感のかけらもない。ついにルーティアのこめかみに青あお筋すじが浮いた。

「お前、いい加か減げんにしろよ……!?　今はふざけてる場合じゃないんだ！」

「いやでも、こんなふうに二人で歩く機会もなかなかないし、新しん鮮せんだなと」

「だ・か・ら・お・ま・え・は！　人の話を聞け！　不ふ謹きん慎しんだって言ってるんだ！」

　さすがにこんな時に、と強い口調で注意をするが、アスカはどこ吹く風とばかりに笑うだけだ。

　足を止めず、アスカは身をかがめてルーティアと視線を合わせる。ふと浮かんだ笑みは意外にも柔やわらかく、ルーティアの心臓はどきりと跳ねた。

「不謹慎って、手ぇつないだりキスしたりしてるわけでもなし、要求してるわけでもなし。それとも、ご期待に応こたえた方がいいのか？」

「いらんわ、馬ば鹿か者もの！」

「痛！」

　ついにルーティアの手が、からかう彼の頭を張り飛ばす。そこをさすりながら、アスカは笑った。

「ま、ぐるぐる考えてるだけじゃ、答えは出ませんからね。気持ち切り替えていきましょう」

　はっとして、ルーティアは視線を下げた。

　確かに、判断するにはまだ情報が足りない。虫食いの情報を頼りに答えを出そうとしたって、うまくいかないのは当然だ。答えを焦あせって、判断を誤ることにもなりかねない。

　やり方ははなはだしく気に入らないが、アスカなりの気遣いということだろうか。

　一瞬だけ見直そうとした時、やっぱりアスカは人の悪い笑みを浮かべる。

「あ、でも、ちょっとくらい手ぇつないでもいいかなー」

「口に剣を突っ込まれたいらしいな……!?」

「あっ、うそうそ、冗じよう談だんですすみません」

　ドスの利きいたルーティアの声に、アスカはぱたぱたと手を横に振って、ちっとも悪びれない顔で引き下がる。

　これさえなければいい話で終わったのに、と疲ひ労ろう感かん満まん載さいで、ルーティアはため息をついた。

　けれど、袋ふくろ小こう路じから抜け出せた気分なのは確かだ。

「わかりづらいんだ、バカ」

　考えすぎて気を使わせてしまった。

　隣を歩くアスカに聞こえないよう、ルーティアは小さくつぶやいた。

　それから少し歩いて、次に訪れた炭焼き職人の家では、庭先で薪まきを割っていたのか、帽ぼう子しをかぶった老人が巻き割り台に腰かけて煙草たばこをふかしていた。

　先ほどと同じようにアスカが「何か変わったことはなかったか」と尋ねると、気き難むずかしそうな顔の表情を変えないまま、淡たん々たんと答えてくれる。

「動物がいなくなった。森は静かなんだが、どうもおかしい。ざわつく、というのも変だが、落ち着かない。ここ一週間は、小屋に行く気も起きなくて家で過ごしていた」

「草が枯れたような跡を見たことは？」

「ある。ひと月ほど前のことだ。まるで除草薬をまいたように、草が真っ茶色に枯れていた。なんだか気味が悪くて近よらなかったが」

「大きさは、どれくらいでしたか」

「そうさな……ほれ、あの花か壇だんくらいだったか」

　答えた職人の言葉に、花壇に目をやったルーティアは慄りつ然ぜんとした。

　礼を言って炭焼き職人の家を出て、ルーティアはアスカに重い口を開いた。

「……どう思う」

　アスカも、どことなく緊張しているような顔でうなずいた。

「なんか、成長してるみたいですね」

　アスカの言葉はまさに、ルーティアが抱いだいた疑念と同じだった。

　植物が枯れている範囲は、樵の家では、ふた月前に四人掛けのテーブルくらいの大きさだったと聞いた。炭焼き職人は、ひと月前に花壇くらいの大きさだった、という。その花壇は、樵の家のテーブルを二つほど並べたくらいの広さがあった。

　そして、今日見た泉のそばの場所は、草が枯れている範囲がさらに花壇の倍以上。しかも、熊くまの半身を一口で食いちぎることができる口を持っている。

「うわー、これシャレにならねぇ。想像したくねぇわ、マジで……」

　アスカが、うそ寒そうに肩をさすった。

『何か』が、現実になりつつある。瘴気を持ち、熊を捕ほ食しよくするほどに巨大な生き物が、近くにいる。ルーティアも言い知れない不安に襲われて口を開く。

「だが……これが本当なら、この村のすぐそばに、とんでもない化け物が潜んでるってことになるぞ」

「今まで被害が出てないのが奇き跡せきですね……」

　これは、実は一刻を争う事態なのではないだろうか。無害なものならいいが、動物を食い荒らすやつの攻こう撃げき性せいが、人間に向かわないとは限らない。

「育っているのか、それとも……育てているのか」

　ルーティアの言葉に、二人は顔を見合わせる。

　これだけ異変がありながらも、誰もその正体を見たことがないあたり、怪しい。誰かが、意図的に隠かくしているのではないか？

「なにか、怪しい奴の情報でも出てきたらいいんだが」

「次で聞けるといいですね」

　最後の狩人の家までの道は、さすがのアスカも「デートだ」なんて軽かる口くちを叩ける気分ではなかったのだろう。互いに一言も発しないまま、黙々と進んでいく。沈ちん黙もくが重い。

　狩人の家の扉を叩くと、壮年の男がドアを開けた。

「なんだい」

「突然申し訳ない。ここに来る途中、森の様子がおかしかったので、お話を伺いたくて来ました」

　アスカがそう言うと、しばらくじろじろと二人を見た後、「入んな」と中に招き入れてくれた。

　通された居間には、獲物と思われる動物の毛皮や、ナイフ、弓が壁にかけられている。狩人でもあるファーレンと話が合いそうだ、と思いながら、ルーティアはすすめられた椅子に座った。

「で、森の様子がおかしいって、何を聞きたいんだ？」

「村に来る途中、熊の死し骸がいを見た。……半身を食いちぎられたような有あり様さまだった。ここに来る前、樵と炭焼き職人の家に寄ってきたが、どちらも森が静かで、動物がいないと言っていた。何か心当たりがあったら聞かせてほしい」

　愛想のかけらもない狩人に、今度はルーティアが、単たん刀とう直ちよく入にゆうに切り出した。

　彼は森のことを一番よく知っている。動物がいない異い変へんも、早くからわかっているはずだ。

　その読み通り、狩人はため息をついた。

「ああ、あいつらの言う通りだ。俺はここひと月、動物の姿を見ていないし、まともな獲物を取れていない。おかげでかみさんに毎日嫌いや味みを言われてな、肩かた身みの狭い思いをしてるところだ」

「獲物がいなくなったのは、ひと月前からですか？」

「いや」

　狩人は、アスカの問いに首を横に振った。ため息をつくと、テーブルの上で両手を組んだ。

「順を追って話そう。最初の異変は、三月前だ。ウサギやネズミ、キジなんかが食い荒らされている死骸を頻ひん繁ぱんに見かけた。それが、イノシシ、時に狼なんかの大型の動物の死骸も見かけるようになって、これはおかしいと思い始めたのがふた月前。そして、ひと月前には動物の死骸を見なくなった代わりに、動物がいなくなった。……森に何かがいるのは間違いない。動物がいなくなったのは、そいつに食い尽くされたか、その前に逃げ出したか……どちらかだろうな」

　狩人の話から、小動物から大型の動物に捕食対象が変わっていることがわかる。個体が成長して、次第に獲物が大型化してきているということか。樵と炭焼き職人の家で聞いた話から推すい測そくしても、成長していることは間違いないだろう。

　続けてルーティアが問いかける。

「ほかに何か気付いたことは？　草や木が枯れ果てた場所を見たことは？」

「ある。二、三か所くらいか。なんだろうと思って調べている途と中ちゆうに、頭ず痛つうと吐はき気けがしてきて、あわてて逃げ出した。それ以降、そういう場所を見かけても近寄っていない。あんたたち、何か知っているのか？」

　豊ほう穣じよう祭さいの時に見た人たちの症状とは違うが、「攻撃性が増すことがある」のも瘴気にあたった影響の一つというからには、頭痛や吐き気もおそらくその影響だろう。

　大事に至らなかったとはいえ、実際瘴気の影響を受けたのなら、原げん因いんはきちんと話しておいた方がいいかもしれない。

　ちらりとアスカを見ると、察してくれたようで、同意の軽いうなずきが返ってきた。

「私たちも詳くわしいことは調査中だが、瘴気というものらしい」

「瘴気？　いったいなんだそれは」

　狩人が怪け訝げんそうに尋ねると、アスカが答えた。

「魔物や魔ま獣じゆうがまとっている、悪い『気』のようなものだそうだ。俺たちも詳しくは知らないが、王都の豊穣祭では、その瘴気に巻かれた人たちが正しよう気きを失って突とつ然ぜん暴れ出した。村の豊穣祭でも、神獣の像ぞうが黒くなったそうだが」

「確かにそんな話は聞いたが……。すると、俺もそのせいで頭が痛くなったのか。なら、その魔獣とやらが、このへんに潜んでいるかもしれないってことか？」

「確かなことはわからないが、可能性は高いと思う」

　アスカが断だん言げんすると、袖そでをまくった狩人のむき出しの腕に、ざわりと鳥とり肌はだが立つのが見て取れた。

　無理もない、知らなかったとはいえ、そんな得え体たいのしれないものがうろうろしているかもしれないのだ。鉢はち合あわせしなかったのが不思議と言えば不思議だが、幸運だったのかもしれない。

「ほかには、何かないか？　人や、物、なんでもいい」

　アスカがそう言うと、狩人は迷うように沈黙した。しばらくして、腕組みをしてため息をついた。

「あまり、村の人間のことを言いたくはないんだが……。森の中で、呪じゆ術じゆつ師しを見た」

「呪術師？」

　この村で初めて耳にする単語に、ルーティアとアスカは顔を見合わせる。

「ああ。確か名はエクトといったか。村の外に住んでいる男だ。その男の親も、呪術師と呼ばれていた。昔は家の周りで、何やら怪しげな儀ぎ式しきとやらで、変な円えん陣じんや動物の死骸を置いたりしていて、気味悪がって誰も近づかなかった。だが、父親が死んでからはそんなこともなくなって、家にこもりきりで村にも必要な買い出しぐらいしか姿を現さないような男だ」

「そいつが怪しいと？」

　ルーティアが聞くと、狩人はわずかに目元を険しくする。

「そうは言っていない。森の中で何をしていたのかは知らないしな。ただ、俺はこの森で三十年狩人をやってるが、狩りの最中に人と出会ったことは今まで一度もなかった。それほど深い森の中であの男を見かけて、何をしているんだろうと不思議に思った。それだけだ」

　狩人の言葉に、ルーティアはひそかに感心する。愛想はないが、公こう正せいな人物なのだろう。呪術師の男を頭から怪しいと決めつけて話したりせずに、あくまで状況説明に徹てつしているあたり、彼の言葉は信用できそうだった。

「それを見たのは、どれくらい前のことだ？」

「そうだな、ふた月ほど前か。まだ新しいタヌキの死骸を見て、獲物を取とり損そこねたことが悔くやしくて覚えている。その時に、森の中を歩いていくエクトを見たんだ」

「どんな様子だった？」

「さあ……。あわてて何かを追いかけているような感じだったが、すぐ見えなくなったんでよくは知らん」

「そうか」

　その男の存在は、正解に近づいているのかもしれないし、そうではないかもしれない。だが、次に話を聞きに行く相手は決まった。

「しかし、そんな得体のしれない何かがいて、村に何もないというのもおかしな話だな」

　ルーティアが腕を組んで唸ると、狩人が口を開いた。

「それなら、もしかして魔獣よけの札ふだが役に立っているのかもしれん」

「魔獣よけの札？　ここに来るまで、そんな話は聞いていないが」

　ルーティアが眉をひそめて問い返すが、狩人はこともなげに答える。

「そうか？　いつも村の神しん官かんたちがやってくれてるぞ。数年前、村に魔獣が現れたことがあってな。それ以来、毎年魔獣よけの守り札を村の周りにつけてくれている。もしあんたたちの言う何かが魔獣だとしたら、村に被害が出ていないのは守り札のおかげかもしれん」

「なるほど、村で独どく自じに防ぼう御ぎよ策さくをとっているわけか。しかし、魔獣が村の中に現れるとは、よっぽどのことじゃないのか？　王おう都とだったら大騒ぎだぞ。もしかして、王都の神殿ではこのことを知らないんじゃないのか？」

　狩人の言葉に驚いてアスカを見る。もしこれが王都での出来事なら、すぐさま王都中に知らされ、注ちゆう意い喚かん起きに努めたうえ、神殿や国軍総出で討とう伐ばつに向かうだろう。

　だが、事前に村のことを調べたが、そんな情報は出てこなかった。アスカは難しい顔で言葉を選ぶ。

「小さな村でのことですから、王都に報告するまでもないと思ったのか、それほどの重大事という認識がなかったのか、単たんに忘れていただけか」

「確かに、こんな田舎でのどかな雰囲気でもあるし、あの神殿ののんびりした空気を見れば、その可能性もなくはないが……」

　ルーティアは小さく唇を嚙かんだ。できれば、この情報は事前に知っておきたかった。そうすれば、王都を出る前に、対応が変わっていたかもしれない。

　だが、ここまで来てしまった以上、武器も兵士も限られてしまうのは仕方がない。今あるカードでなんとかするしかないのだ。

「相手は魔獣かその類たぐいのもの、と思った方がよさそうだな。とにかく、今どうするかを考えないと」

　ルーティアの言葉を機に、二人は立ち上がって狩人に礼を述べた。

「ありがとう、恩おんに着る。とりあえず、その呪術師とやらの家に行ってみる」

「いや、役に立てたんなら何よりだ。俺も、早く獲物が戻ってきてくれないと暮らしていけないんでな」

　狩人に見送られながら、二人は小さな家を後にする。目指すは村の外の呪術師の家だ。

「しかし、魔獣よけの札が効きく奴が相手だとすると、私たちだけでは心もとないな」

「ものによっては、国軍の討伐隊が出張るクラスの相手かもしれませんよ。まったく、気が重い」

　アスカは渋しぶい顔で、面めん倒どうそうに髪の毛をぐしゃりとかき回す。ルーティアも同様に、今日何度目かもわからないため息をついた。

「しかも、瘴気を出す奴なんだろう？　少なくとも、今夜はしっかり準備をした方がよさそうだな」

「そういう相手なら、やはり聖女様の手を借りないといけないかもしれませんね」

　何気ないアスカの一言が、チクリと胸に刺ささった。

（気持ち悪い）

　得体のしれない感情がどうにも馴な染じめず、ぎゅっと手を握にぎりしめて、ルーティアは顔をしかめる。

　感情が揺ゆれる気がするのが気に入らない。アスカの言ったことは正せい論ろんであり、一般論だ。ルーティアだってそう思うし、何も間違っていない。

　それなのに……このもやもやは、いったい何？

　ふと、それが何か、ひらめきそうな気がした、その時。

「ぼっ、ボス～!!」

　裏返った叫び声に、はっと顔を上げると、クリスが血の気の引いた顔で転がるように走ってきた。

　さすがに尋じん常じようではない様子に、二人に緊張が走る。

「おい、どうし……」

「大変だ、ミミズ！　ミミズが！」

　アスカの声を遮さえぎって、クリスがわあわあと騒ぎ立てる。ルーティアはその襟首を摑んで怒鳴りつけた。

「落ち着け、さっぱりわからん！　状況報告しろ！」

　興奮した様子のクリスが、その美少女めいた顔をゆがめて、ぜえはあと息を整える。

「呪術師が住すんでるって言うから、家に行ったら！　窓もドアも吹っ飛んで、デカイミミズがぶわ～って生えてたんですよ！」

「な、なんだそりゃ？」

　さすがににわかに信じがたい話に、アスカも困こん惑わくするけれど。

「だってこの目で見たんだよ、すんごい化け物！」

　化け物、という言葉に、二人のスイッチが入った。困惑を戦せん闘とう意い欲よくが上回る。行き当たりばったりだが、仕方がない。村の近くでもあるし、こっちに向かわれたら厄介だ。

「まずいな、行くぞ！　クリス、お前はハロルドたちを呼んでこい！」

「りょ、了解！」

　三人はすぐに駆け出した。大きな通りで、二手に分かれる。クリスはハロルドの班を呼びに行き、ルーティアとアスカは村の外に向かって。

「アスカ、何してる！　急げ！」

　途中で、アスカが若い男を捕つかまえて何やら言い含めている様子なのを置き去りに、ルーティアは駆ける。ややあって、村の入り口が見えた。木でできたアーチをくぐり、右に曲がって少し走ると、ようやく目的の家が見えてくる。そこで、思わずルーティアは足を止めた。

　古びた小さな家は、あまり手入れもされていないようで、廃はい墟きよ一歩手前のような印象を与える。だが、そこで起こっている異変は一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　内側から弾けとんだように、蝶ちよう番つがいが壊れて傾いたままのドアから、建物から外れてガラスもなくからっぽの窓枠から、無数の触しよく手しゆがはみ出している。密みつ集しゆうしたそれはまるで塊かたまりに見えるほど。びちびちと跳ね回るそれは、色といい形といい、クリスの言う通り、まるでミミズそっくりで。

「きっ、気持ち悪っ！」

　嫌けん悪お感かんもあらわにルーティアが吐き捨てた言葉を、誰が責められるだろうか。

　先に駆けつけていたファーレンたちも、遠巻きにしたまま、啞あ然ぜんとしてこれを見ているのがわかる。修しゆ羅ら場ば慣れした者たちも、さすがにこの光景にはしばし言葉を失った。

「おい、あれはなんなんだ!?」

　追いついてきたアスカも、ルーティアの傍かたわらで思わず足を止めた。

　確かに化け物だろうが、これはいったいなんだ？　家から出ようとしているのは、この家を襲ったからか、それとも。

　逃げ出そうと、しているからか。

　そこに、家の裏手から誰かが飛び出してきた。

「お、おい！　ダメだって、餌えさはこれからとってくるから！」

　壊れた家のドアに立ちふさがるようにして、小柄な男が手を振り回しながらわめいている。

　男の姿は、ひどい有様だった。

　髪もひげも伸びっぱなしで、手入れをしている様子がない。

　着ている服も、いつから身につけているのか、薄汚れて黒いしみがあちこちにこびりついている始し末まつだ。

　呪術師というのは、彼のことに違いない。だが。

「餌はこれからとってくる、とは……まさか、この化け物を飼かってるのか!?」

「おい、何してる！　そいつはなんだ！」

　ルーティアの驚きよう愕がくと、鋭いアスカの声が重なった。それに反応して、びくりと男が振り返る。そして、ルーティアたちの姿を確認して、青ざめた。

「こ、国軍!?」

「そうだ。この周辺で、動物が食い荒らされたり、瘴気に汚染された場所があって調査に来た。そいつはなんだと聞いている！」

　青ざめた顔の男は、けれど、アスカの詰きつ問もんにとたんに目が据すわり、ゆらりとこちらに向き直った。

「うるさい！　お前たちが気味悪がって、俺をバカにするのが悪いんだ！」

「バカにした？　俺はそんな話は聞いてねーけど」

　嚙み合っていない会話に肩をすくめて、ファーレンが返す。

「いつでも俺のことを睨んで、物を売るときも嫌そうにされたんだ！　話しかけてもこないし、村に行けばじろじろ見やがって！」

　ヒステリックにわめく男に、ファーレンがふんと鼻で笑った。

「何言ってんだ。お前、村の人たちからは、話しかけても答えない、買い物に来てもあいさつもしない、物を買った後は逃げるように帰ってしまって取りつく島もないって言われてたぞ。お前が言ってるのはお前の親おや父じのことじゃないのか？　お前の親父の噂うわさなら、似たようなのを散々聞いたぜ」

　ファーレンが聞き込みでそういう話を聞いてきたのだろうか、指し摘てきは男の痛いところを突いたようで、怒りのあまりか顔が土つち気け色いろになるほどだった。

「黙れ黙れ、父さんを悪く言うな！　立りつ派ぱな呪術師だったんだ！　それなのにお前たちが父さんを村に入れなくするために、村の周りに札を貼はったんじゃないか！」

　敵意むき出しの言葉に、ルーティアが眉をひそめた。

「おまえ、何を言ってる？　村の周りの札は、魔獣よけの札だぞ」

「そんなはずはない！　父さんが村に入ろうとすると、金かな縛しばりになったように動けなくなって、どうしても中に入れなかったんだ！　だから俺が代わりに村に買い物に行かなきゃならなかった！　それなのに、村の奴らはいつも俺の陰かげ口ぐちや嫌がらせばかりしてきやがって！」

　唾つばを飛ばしながらわめき散らす言葉に、ルーティアは違和感を覚える。

　狩人もそうだが、ファーレンの話をつなげても、彼の父親はともかくとして、彼自身は特に変わったことをしていないせいか、おおよそ村人はそれほど悪感情を持っている様子はない。それなのに、男が村人たちから受けたという悪意との間にギャップがあって、どうも釈然としない。

　ルーティアは男から視線を外さないまま、アスカを呼んだ。

「どういうことだ……？　あいつの父親は人間だろう？　魔獣よけの札で村に入れないのはおかしくないか？」

「さあ……。俺たちそっち方面の知識はさっぱりですからね」

「あるいは……人間ではなかった、とか？」

「さすがにそれはないと思いますが……」

　アスカも、ありありと困惑の表情を浮かべている。

　考えれば考えるほど、疑問がわく。目の前に化け物がいて、原因となる男もいるのに、答えが出ないもどかしさに苛立つ。

「最近になって、奴ら、俺まで入れなくしやがった！　惨みじめに森をさまよって、こいつと一緒に獣を追いかけ、食べ物を探す毎日だ。そんなに俺が憎にくいか！　そんなに俺を追い出したいか！　そんなに俺が邪魔なのか！」

「それは、誰かに確かめたのか？　確かにお前たち親子を締め出すための仕掛けだと」

「奴らの言うことなんか信用できるか！　噓をつくに決まってるんだ！」

　しかし、ここまで聞く耳を持たないのもおかしい。クリスが呼び集めてきたハロルドたちの班も合流し、男とのやり取りをかたずをのんで見守っている。

「ボス、これは、瘴気にあてられているんじゃないのか」

　男とのやり取りを見ていたハロルドの言葉に、ルーティアは低く唸る。

「確かに、あの化け物が瘴気の発生源だとすると、四し六ろく時じ中ちゆう一緒にいれば影響を受けるのも当然か」

「けど、正気を失っているわけじゃなさそうだ。あてられた奴らとはまた様子が違う。これは本当に瘴気の影響なのか？」

　アスカも迷っているようで、興奮したままの男を観察している。

　けれど、らちが明かないと判断して、ルーティアは再び男へ呼びかけた。

「そのミミズの塊かたまりみたいなのはなんだ！」

「父さんが残した研究の成果だ！　こいつは何よりも強い。父さんの研究を世の中に認めさせてやるんだ！」

　ルーティアの問いに、一瞬で表情を変え、嬉々として男が叫んだ答えに、背筋が寒くなった。

　研究とはなんだ。魔獣を生み出すことが、呪術師の研究だとでもいうのか。けれど、もしそうであっても、そんな研究が世の中に認められるわけがない。彼はそんな判断力すら失っているのだろうか？

　今の時点では魔獣が原因で人間への被害があったと断だん定ていはできない状況だ。王都の瘴気の件も、推測にすぎない。

　だけれど、こいつを生かしておいていいことはない。

　そうルーティアが判断するのとほぼ同時に、ファーレンが動いた。

「冗談じゃねえ、そんなはた迷惑なもの、世に出すわけにはいかねーなぁ」

　鋭い視線を男に送り、すかさず弓に矢をつがえて、ぴたりと狙ねらいを定めた。それを見て、ついに男がせきを切ったように怒鳴った。

「おい、あいつらをやっつけろ！」

　魔獣への命令に、一気に全員の緊張感が高まる。

　ところが、害がい意いをむき出しにしてルーティアたちを指差した呪術師の胴どうに、突然人の腕ほどの太さのミミズのような触手がぐるん、と巻きついた。

「おい、何してる、あいつらを！　お、おい？　なんだ!?」

　理解できない、という顔をしたまま、男は触手にずるりと引きずられる。そこに次々に無数の触手が絡みついていき、男の顔が驚きから恐きよう怖ふに塗ぬり替かえられた。

「おい、何するんだ、離せ！　命令を聞け！　あいつらを殺すんだ！　離せよ、はなせぇぇ！」

　驚愕と恐きよう慌こうで、男は暴れる。だが、化け物にその絶ぜつ叫きようを聞き入れる気はないようで。

　ドア枠わくいっぱいの触手の中心が、ばくり、と大きく口を開けた。

「うわぁぁぁぁたす、たすけてくれえええあいつらぁぁぁぁやめろぉぉあぁぎゃぁ」

　男の体が吸い込まれるようにぽっかりと開いた口に飲み込まれ、その口が閉じると同時に断末魔の叫びが途と絶だえて、消えた。

　一瞬の出来事に、遊撃隊の誰もがなすすべもなかった。

　どういうことだ？　こいつは呪術師に操られているのではないのか？　魔獣はなぜこいつを食ったんだ？　呪術師がいなくなったら……こいつは、どうなる？

　だが、全員が呆ぼう然ぜんとした刹せつ那な、切り裂くように、凜りんとした声が耳を叩く。

「何をボーっとしている！　散開しろ！　食われるぞ！」

　ルーティアの叫びに、隊員たちは我に返った。すかさず武器を構えて距離を取る。さすがに予よ想そう外がいの事態でも、立ち直りは早かった。

「つーか、あれ、呪術師食っちまいましたよね。……どうしたら止まると思う？」

「私が知るか！　厄介なものを生み出してくれやがって……！」

　アスカのもっともな疑問に、ルーティアは唸った。怒りにぎりぎりと歯嚙みする。

　しかも、こいつは生き物を食う。制せい御ぎよの方法がわからない以上、倒すしか方法はない。

「ハロルド！　油持ってこい！」

「了解、ボス！」

　ここまで駆けつけてきたにもかかわらず、命令されたハロルドは、すぐに巨体をひるがえして村に戻っていく。そうしている間にも、ぼろん、とこぼれ出るように、化け物が小さな建物から姿を現した。

　小さな天てん幕まく一つ分ほどの、小山のような巨体。

　人の腕ほどもある触手が、絶たえず鞭むちのように跳ね回る。それも、無数に。

「ファーレン、撃て！」

「はいよ！」

　ルーティアの命令に応えてファーレンが放った矢は、吸い込まれるように触手に埋うもれて消えた。舌打ちとともに立て続けに放った二本目も、同じくうごめく触手に巻き込まれて、音もなく地に落ちる。矢の先がその表皮に届いたかどうかすらも定かではない。

「ちっ、邪魔だ、あのデカイミミズ！」

「目を狙え！」

「了解！」

　触手の間に埋もれるように見え隠れする眼がん球きゆう。だが、ファーレンなら、触手をかいくぐって撃ち抜けるはず。

　鋭いルーティアの指示にすかさず弓を構え、ぎりぎりと引き絞しぼった弓ゆん弦づるがびぃんっ！　と高い音を響かせた。銀色の軌き跡せきが狙いたがわず巨大な目玉を貫いたかに見えた一瞬、がっと音を立てて弾かれた。

「なんだそれ！　目ぇつぶった!?」

　さしものファーレンも驚いて弓を下げた。瞼まぶたに阻はばまれるとは、まさかそんな防御方法を持っているとは想像できなかった。

　しかし、触手と硬い瞼で守っているくらいだ。ルーティアはおそらく目玉が唯ゆい一いつの弱点だろうとあたりをつける。

「瞼のくせに防御力高いなぁおい」

「感心してる場合か、アスカ！　ファーレン、大弓は持ってきてないのか!?」

「まさか今回の任務に狙そ撃げきがあるなんて思ってもみなかったんで、置いてきちまいましたよ」

　ルーティアの問いに、ファーレンはつまらなそうにひょいと肩をすくめた。

　彼は狙撃手だ。近距離・中距離用の銀の弓は常に携帯しているが、狙撃用の黒い大弓は、彼の生まれ育った村に伝わる神じん器ぎらしい。その噂にたがわず、飛距離も威い力りよくも桁けた違ちがいだ。

　但ただし、その大きさから、常に持ち歩くのは難しく、狙撃のある任務の時しか持ち出さない。

「チッ、使えねーなぁ」

「お前だって『今日は狙撃なしだ』って言ったじゃねぇか！」

「ああ、そうだっけ？　忘れてた」

「しかし、確かに大弓でミスリルの矢でも打ち込めば、いけたかもしんねーなぁ」

　アスカとの緊張感のないかけ合いは頼もしいが、今はそんなことをやっている場合ではなかった。

　ファーレンが残念そうにつぶやいた時、ざわっ、と一斉に触手がうごめいた。魔獣の害意が、風のようにルーティアたちに向かっているのが肌で感じられるほど。

「来るぞ！」

　ルーティアの鋭い声と同時に、ぶわっ、と弾け飛ぶように触手が襲いかかってきた。

「斬り払え！　捕まるなよ！」

「了解！」

　ルーティアは剣を一いつ閃せんし、続けざまに触手を斬って捨てる。数は多いが、動きはそれほど複雑ではない。ファーレンの矢を阻むほどの硬度を持つ瞼とも違い、視覚的にミミズをイメージさせるそれは、手ごたえもまるで柔らかいものを斬っているかのようだった。これならすぐにこいつを丸裸にできる。誰もがそう思ったが。

「こいつ、復活するのか!?」

　アスカが驚きの声を上げたのが聞こえた。見れば、切り口からは体液を流すこともなく、肉が盛もり上がるようにうごめいたかと思うと、ズッ……と新たな触手が誕生する。

　落としたそばから、触手が伸びる。斬っても斬ってもきりがない。そのことに気付いて、全員が絶ぜつ望ぼう的てきな気分になった。

　落とした触手は、少し跳ねた後、茶色くしぼんで動きを止める。そこから復活したり増ぞう殖しよくしないことだけは、救いだった。

「ルーティア、どうする!?」

　さすがにアスカの声にも焦りが見える。

　自分たちの体力は有限だ。対して、触手がいくらでも再生するとしたら、先に限界が来るのは自分たちの方だろう。ルーティアは舌打ちした。

「触手の再生速度を上回るほどの攻撃を一斉に加え続ければできないこともなさそうだが、バカバカしいほどの消しよう耗もう戦せんになるぞ。少なくとも、長くは続けられない」

「再生回数ってあるのか？」

「限界があるかどうか、知ってそうな奴はあいつの腹ん中だな」

「厄介だな……！」

　会話の間にも、襲いくる触手を斬り落とした。だが、一いつ向こうに減らないそれに、次し第だいに焦しよう燥そう感が募っていく。

　だが、今のところとにかく斬る以外に方法がない。こういうものは燃やすに限るが、ハロルドが戻ってくるにはまだ間がある。アスカが一度に三本の触手を落として、険しい顔でつぶやいた。

「一応保ほ険けんはかけておいたが……間に合うかどうか」

「保険？」

「うわっ、わっ！」

「グウィン、離れろ！」

　アスカの言葉に聞き返そうとした時、誰かの声にとっさに顔を向けると、槍やり使いのグウィンの腕に触手が巻きついている。

「ちっ！」

　強い力で引きずられ、グウィンがバランスを崩した。ルーティアのブーツが地を蹴けり、一閃した剣が絡みついた触手を斬り飛ばした。

「油断するな！　槍だとこいつには分が悪い、お前は少し距離を取って援えん護ごに回れ！」

「了解、ボス！」

　仲間を叱しつ咤たしつつ、じりじりと焦る気持ちを押し殺し、ひたすら触手を刈かり取とる作業を続けていた時、それが目に入った。

　わずかな、煙けむり。誰かが剣を振るった後に見える、それ。

　出どころの剣の主は。
















「クリス、お前の剣、何でできてる!?」

　派は手で好きなクリスは、装そう飾しよく過か多たの剣を好む。ルーティアは装飾のついた剣は重くなるし、見た目が好きではないが、クリスの振るった剣は今、確かに触手を刈り取っていた。

　わずかに焼けたような煙を上げた後、続けて生えてくることもなく、変色してだらりと垂たれさがったまま動かない。必死に応戦しながら、クリスが答える。

「な、何って、普通に鋼はがねですよ！　それ以外何があるんです！」

「そのチャラい装飾は!?」

「チャラい言わないでよ、俺のこだわりなのに！　装飾部分は白はく銀ぎんです！　それが何か!?」

　こだわりをチャラいの一言で片づけられたクリスが、やけくそぎみに答えた。

「そうか、聖の力で再生を止められるのか！」

　銀は魔を払うと言われている。だが、弱点がわかったところで今現在クリスの剣以外に有効な手段がない。神殿から聖せい水すいでも持ってくるんだったと歯嚙みした時、馬の蹄ひづめの音が響いた。神殿の僧兵が馬で駆けつけてきたのだ。

　魔獣の姿に一瞬あっけにとられたものの、馬を下りて駆けてくる。

「聖女様が、これを！　泉の水に祈りをささげてできた聖水です！　隊長殿にお届けするようにと！」

「よし、間に合った！」

　アスカが会かい心しんの笑みを浮かべた。保険とはこのことだったのか。ルーティアは僧兵に強くうなずいた。

「助かった、ありがとう！　全員、剣に聖水をかけて斬れ！」

　小ぶりの瓶びんが十数本。すぐさまクリス以外の全員が聖水を刀身に振りかけ、斬りかかる。

　効果は歴然だった。クリスの剣で斬るのと同じように、聖水をまとった剣で斬り落とした触手は、切り口から茶色くしぼんで再生しない。

　びっしりと無数に生えているかと思われた触手が、遊撃隊の奮ふん戦せんにより、少しずつ数を減らしていく。

　大きな目玉が徐じよ々じよにあらわになり、化け物は咆ほう哮こうした。

「アスカ、目をやるぞ！」

「了解！」

「私が先に突っ込む。攻撃されると、奴は一度目を閉じる、その直後がチャンスだ。瞼が開く瞬間に貫け！」

　魔獣が瞼を閉じるのは一瞬だ。おそらく初しよ撃げきは通じない。それなら、二に連れん撃げきを与えるまでだ。

　即座に判断したルーティアの命令を、だが、アスカは拒否した。

「だったら突っ込み役は俺がやる」

「おい、何を勝手に！」

　初撃は防がれるだろう。その場合、初撃を与えた方が反撃を食らう確かく率りつは高い。

「あんたちっさいんだから、俺が先の方があいつの死角になるでしょ。少しでも攻撃できる確率が高い方がいい」

「ちっさいいうなぁ！」

「はいはい、行きますよ！」

「アスカ、待て！」

　だが、ルーティアの制止を待たずにアスカがどんっ、と踏み込んだ。跳ちよう躍やくし、襲う触手を左右に斬り払い、目玉に向かって剣を一閃した。

　一瞬届くかと思われた刹那、がいん、と剣がひずむような嫌な感かん触しよく。

「ちっ、やっぱ無理か」

　あわよくばと思ってはいたが、閉じた瞼に阻まれ、アスカはにっと笑ってつぶやいた。

　瞬間、鞭のような触手に脇わき腹ばらへの一撃を食らい、吹き飛ばされた体が柵さくに叩きつけられ、力なく地面に転がった。




　邪魔な男を叩き落とした魔獣が、再び開けた目で最後に見たものは。




　既に眼前に迫った薄い刃やいばと。

　落ちる夕日のように鮮やかな、紅くれない。




　魔獣が再び瞼を閉じる。ルーティアの目に、それはひどくゆっくりに見えて。魔獣の瞼が閉じきる寸すん前ぜん、まさに刃一枚の隅間から、ルーティアの剣が柔らかい眼球を深々と刺し貫いた。残った触手が、まるでハリネズミのようにびいんっ、と伸びきる。

　瞬間、恐ろしいほどの咆哮とともに、化け物がのたうった。

「ハロルド、ファーレン！」

　剣を離して飛び退すさり、距離を取ったルーティアが怒鳴る。

　その時には既に、走り込んできたハロルドが何かを化け物に向かって投げていた。

　ファーレンが弓を引き絞り、間かん髪はつ入れず放った矢は、苦く悶もんにのたうつ化け物の上で、正確にそれを貫いた。

　パンっ、と割れたのは、風船のようなもの。中になみなみと注がれていた油が、化け物に降り注そそいだ。

　その直後、ファーレンは既に第二に矢しをつがえている。矢や尻じりに、油をしみ込ませた布をすばやく巻きつけたハロルドが躊躇なく火をつけ、ファーレンが放った。

　ぼんっ、と、まるで爆発するかのように、化け物が燃え上がった。

「いいか、村の方に行かせるな、森にも逃げ込ませるな！　こいつをここから一歩も動かすな！　あと一息だ！」

「了解、ボス！」

　逃げようと動く魔獣の前にハロルドが立ちはだかった。巨大なハンマーが唸りを上げ、横殴りに魔獣に叩きつけられる。

　さすがに大質量の魔獣を吹き飛ばすことはできないが、押し返されたそれがそのまま方向を変える。

「逃がさねぇよ？」

　方向を変えた先に立ち、笑ったファーレンの矢や筒づつには、聖水が注がれていた。水に浸ひたした矢は、ルーティアの剣に阻まれて閉じきれない瞼の隙間から、立て続けに眼球を貫く。

「もろくなってるぞ！　斬りかかれ！」

　と、ようやく体を起こしたアスカが膝をついたまま叫んだ。

　隊員たちが一斉に斬りかかる。

　燃え盛る炎が、眼球に刺さったルーティアの剣を焼き、体内にまで熱が浸しん透とうしていく。

　断末魔の咆哮とともに、化け物はついに、崩れた。ちりとなり、炎とともに四し散さんし、消えていく。

　その後には、焼けて黒ずんだルーティアの剣と、黒い灰のようなものに覆おおわれた塊が残った。

「おい、あの男じゃないのか!?」

「お待ちください！」

　ルーティアの言葉に、隊員が駆け寄ろうとしたところを、聖水を運んできた僧兵が押しとどめた。

「ひどい瘴気です。私はそれほど瘴気を判はん別べつする力はありませんが、それでもわかります。不用意に触れたら、瘴気にあてられるかもしれません」

「けど、生きてるかもしれないだろ!?　方法はないのか！」

　苛立ったようなファーレンに、僧兵は残りの聖水の瓶を持ち出した。

「ひとまず、応急処置にはなりますが、聖水をかけてやれば少しはましかもしれません」

　そう言って、僧兵は隊員たちから残りの聖水をかき集めると、次々に中身を男に注いでいく。しゅうう……とかすかな音を立て、男の体から煙のような白い靄もやが立ち上った。

「ファーレン、聖女様を呼んできてくれ」

「了解、ボス」

　ファーレンが僧兵の馬を借りて走り去るのを見送って、ルーティアは身をひるがえした。

「アスカ、大丈夫か！」

　まだ膝ひざをついたままのアスカに駆け寄ると、彼は痛みをこらえるようにしながらも、いつもの食えない笑みを浮かべた。

「ま、大丈夫でしょ、死にゃしませんよ」

「なら、いい」

　軽口を叩けるなら大丈夫だろうと立ち上がりかけたルーティアの手が、不ふ意いに捕まえられた。驚く間もなく引き戻され、思わずアスカの膝に手をついてしまう。

「お前、何……っ！」

　声を上げかけたその白い頰に、ふっとアスカの指が触れた。見上げた瞳が、近い。わずかに目を細めて、どこか艶めいた笑みが、ルーティアを震わせる。

「目が、赤い。……心配した？」

「……っ！」

　思わず、目元を拳こぶしで隠す。



















　アスカがあんなふうに吹き飛ばされるほどの攻撃を食らうことなんて、今までなかった。動体視力のいいルーティアの目には、触手の一撃で苦悶するアスカの表情がはっきりとわかった。

　……心臓が、止まるかと思った。

　そして、魔獣に対してかつてないほどの怒りがわき上がってきた。

　なすすべなく柵に叩きつけられ、ぐにゃりと力なく転がったアスカの体。

　目の端でとらえたそれに、自分の瞳だけでなく、視界すらも。

　真っ赤に染まったような気がした。

　絶対に許さない、と思った。

　怒りのままに、剣も折れよとばかりに、いっそのこと地面まで縫いとめられればいいとさえ思いながら、ありったけの力を込めて、魔獣の目を剣で貫いていた。

『斬りかかれ』とアスカの声が聞こえた時、凍ったように苦しくて、本当に動きを止めているんじゃないかと思った心臓が、まるでその声で解凍されたように、どくどくと鼓動を打ち始めたように思えた。

　今は、別の意味で。アスカに聞こえてしまうんじゃないかと気が気じゃなくなるくらいに、心臓が暴れている。

　だけど、そんなこと、アスカに言えるはずもなくて。




　アスカは、そんなルーティアの戸惑いを満足そうに眺めて、よっこらせと膝に手をついて立ち上がった。途と方ほうに暮くれたようなルーティアの頭に、ぽんぽん、と手を置いて。

　それ以上の追つい及きゆうをされなかったことに、ルーティアはほっと安堵のため息をついたのだった。

「さて、家の中はどうなっているかな～」

「だからっ！　お前は大丈夫かって聞いてるだろう!?」

「大丈夫だって言ってるでしょ」

　すぐに動き始めたアスカの背中を追いかけながら、ルーティアが怒鳴る。

　アスカは、魔獣に攻撃を加えた後、体勢を崩して無む防ぼう備びな横腹に触手の一撃を受けていた。家の前の柵に叩きつけられ、しばらく起き上がれなかったところを見ると、アバラの一本くらいいっているかもしれない。

　それなのに、休むどころか気にしたふうもなく、呪術師の家に向かって歩いていく。

「動けるし、問題ない。それより、中で何やってたのかが気になる」

「……そうだけど」

　アスカの冷静な言葉に、自分を落ち着かせるように深しん呼こ吸きゆうして、ルーティアも後に続いた。その瞳はすでに、元の臙えん脂じ色いろに戻っていた。

　部下たちに待機を命じ、アスカと踏み込んだ家の中はひどい有様だった。家具は倒れ、つぶれ、ひどい腐ふ臭しゆうが漂ただよっている。壊れたドアの前で、既に耐えきれないほどの臭しゆう気きに、二人はたまらず鼻を覆った。

「こんなところであれと一緒に生活していたって、既にまともじゃないな」

　顔をしかめながらのルーティアの言葉に、アスカも部屋の中を見回した。

「瘴気にあたりすぎると、そういう判断すらつかなくなるものなのか？」

「さあな……。私たちももう少し瘴気について調べておくべきだったな」

　アスカの疑問は、ルーティアにとっても疑問だ。人にとって悪いものだ、くらいの知識しかない。おそらくここも瘴気が満ちているはずだが、自分たちには感じられないし、どんな影響があるかもわからない。

「早めに切り上げた方がよさそうだ」

「了解」

　ルーティアの言葉にアスカがうなずく。二人は、何かがこびりついたような跡あとが続いている地下室への階段を、注意しながら下りていった。

「それにしてもひどいにおいだな」

「鼻が曲がりそうだ。いったいここで何をやっていたのか」

　できるだけ呼吸を抑えながら、二人は地下室を見回した。

　ランプがつきっぱなしの部屋の中は、動物の残ざん骸がいでいっぱいだった。腐臭はそれらが発していたのだろう。中には、得体のしれない物体も転がっている。

　ウサギの耳が生えた黒い塊や、タヌキの下半身にキツネの上半身、頭が二つに分かれたネズミ……。

　見れば見るほど、気味の悪いものばかりだ。アスカが険しい視線でそれらを眺める。

「これは……」

「呪術師の研究かもな。あの男、父親の研究の成せい果かだとか言っていたしな。餌として化け物に与えていたかもしれないし、生み出したほかの化け物を処理させていた可能性もある」

「胸むな糞くそ悪くなるな」

　アスカが短く吐き捨てた。

　このへんの事情については、男が万一回復したら、詳しく聞くことになるだろう。

　ただ、回復するかどうかの保証は、ルーティアたちには今のところわからない。

「後の調査はひとまず村の警けい邏ら隊たいに任せよう」

　ルーティアの言葉に、アスカはうなずいた。

　腐臭、死骸、瘴気。さすがに長なが居いをする気にもなれなかった。

　家を出ると、マリアンナが到とう着ちやくしていた。仰向けにされた男のそばに跪ひざまずいて、まじないの言葉をつぶやきながら聖水を振りかけている。

　ルーティアたちに気付いて顔を上げ、憂うれうような表情であたりを見回した。

「ひどい瘴気です。このままにしておけば、ほかの魔獣が引き寄せられるかもしれません。皆さんも多少なり影響を受けているようですし、この方も、危険な状態です。息はありますが、すぐに清めの儀式を行わなければなりません。瘴気が薄まれば神殿に移動させることもできますので、そこで処しよ置ちができます。間に合えばよいのですが」

「お願いします」

　ルーティアはマリアンナに頭を下げると、拳を震わせ、ぎり、と奥歯を嚙んだ。

「あんのクソジジイ、絶対知ってやがったな！」

「ルーティア、言葉遣づかい」

　彼女の咆哮をたしなめるアスカを、ルーティアは反射的に真っ赤な目で睨みつけた。

「そんなもの構ってられるか！　ウィル爺じいは、お前が討伐してこいってことか、と聞いた時に、何を討伐してこいとは言わなかった！」

「確かにね。考えてみれば、瘴気を持つ化け物に聖女様の組み合わせはできすぎだ。まあ、あの『大たい将しよう閣かつ下か』のことだから、知っててもなんら不思議はないけど、こう……踊らされた感はありますね」

　そう言うアスカも、どこか納得いかないような感情をにじませていた。

　ウィリアムは、どう情報収集しているのか、捜そう査さにあたっている当事者ですら知らない事実を握っていることがままある。それは、ひそかに国軍内で『千せん里り眼がん』と呼ばれるほどだ。

　認めたくはないが、今回は完全にルーティアの手落ちだ。敗はい北ぼく感かんに、唇を嚙む。

　ルーティアたち遊撃隊は、マリアンナの浄化の舞まいを黙って見つめた。

　もう一つ、悔しいことがある。

「お前、あんな手を打っていたならなんで言わなかった？」

　恨うらめしげに見上げるルーティアの視線を受け止めて、アスカは笑う。

「あんな手って……ああ、聖水のことですか？　あれは必要になるかどうかわからなかったんで、宿に戻ったら言うつもりでしたよ」

「いつの間に」

「神殿の応おう接せつ室しつで、僧兵長に頼んでおきました」

　そういう手回しは、ルーティアには思いつかなかったことだ。フォローしてくれるのはありがたいが、本来ならルーティアが指示を出してしかるべきなのかもしれない。

「ここに来る途中で適当な若いのとっ捕まえて、神殿に走らせてね。役に立ってよかった」

「うん。……ありがとう、助かった」

　ともあれ、結果的に事態を好転させたのは確かだ。そこまでは思いつかなかった自身の視野の狭さに情けなくなりつつ、アスカの機転に多少嫉しつ妬とのような感情を抱く。

　本当に、聖水が来なければ、今頃まだ終わっていなかっただろう。それどころか、今ここにこうして立つこともできなかったかもしれない。ルーティアがぽつりと礼の言葉をつぶやけば、ふっと笑ったアスカが、くしゃりとその金の髪を一度だけ、なでた。

　高く、低く、祈りの歌を歌いながらマリアンナが舞うごとに、よどんだ空気が薄れていった。

「任務完了、だな」

　ルーティアの言葉に、全員が無言でうなずいた。
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　次の日、出発前に神しん殿でんに立ち寄り、ルーティアとアスカは神しん官かん長ちように面めん会かいを求めた。

　昨日、出で迎むかえの後通された部屋に同じ面々がそろい、青い法ほう衣えを着た神殿の女性神官から出された茶に一息つく。

「お時間を取らせてしまい、申し訳ありません。少し今回のことを整理したくて、ご意見いただければと思い、伺うかがいました」

「そうですか。我われ々われでわかることでしたら、なんなりと」

　ルーティアの言葉に神官長は穏おだやかにうなずいてくれる。それを受け、ルーティアはさっそく切り出した。

「まず最初に、我々は今回のことをまったく想そう定ていしていませんでした。いろいろ判明するにつれて、疑問も深まるばかりで、正しよう直じき最良の手を打てたとは言いがたい。それというのも、我々は戦せん闘とうには特とつ化かしていますが……、正直なところ、魔ま獣じゆうや瘴しよう気き、術などについてはまったく詳くわしくない」

　そのせいで、対応が後手後手に回ったのは紛まぎれもない事実だ。

「今回、あの魔獣を操あやつっていたと思われる男が、あれに飲み込まれてしまった。もし我々が正しい対たい処しよをしていたら、未み然ぜんに防ぐことができたかもしれないと……」

「なるほど、わかりました。まずは順を追ってお話を伺いましょう」

　隠かくしきれない後こう悔かいをにじませるルーティアに、神官長がうなずいた。促うながされたマリアンナが、心こころ得えたように口を開いた。

「まず、私がこちらに伺うことになった事の発ほつ端たんが、王おう都との豊ほう穣じよう祭さいで、神獣様をまつる祠ほこらでの騒ぎです」

「それについては、我々が当事者ですので、ご説明いたします。アスカ」

　ルーティアは、昨日と同じく背後に立つアスカを見上げた。

「はい。当日、昼前に祠の前に差しかかると、ご神体の鏡から黒い煙けむりが出てきたということで騒ぎになっていました。駆けつけると、確かに鏡から黒い靄もやのようなものが噴出していました。その靄が、まるで生き物のように人々を追い詰めていた」

「その靄に巻かれた人たちは突とつ然ぜん苦しみ出し、人々に襲おそいかかった。私たちは祠からすべての人を避ひ難なんさせたが、私も対処方法がわからず、靄に巻かれました。まるで意思を持って私の中に入ってこようとしていました」

　その時には必死で気づかなかったけれど、今思えば、まるでルーティアを取り込もうとしているようだったと思う。

「幸いにもアスカが対処してくれたおかげで大事には至りませんでしたが、その後突然鏡が強い光を発し、その靄を消し去ったのです」

　二人の説明に、マリアンナがうなずいた。

「黒い靄の正体は、瘴気に間違いありません。一報を受けて祠に向かった時に、確かに残ざん滓しがありました。清きよめの儀ぎ式しきを行いましたが、なにぶんにもご神体の鏡から瘴気が発生したということで、もっと大がかりな儀式を行った方がいいと判断して、聖域の菩ぼ提だい樹じゆの枝を取りに行くことになったのです」

「ですが、その障害となったのは、聖域の管理を行っている神官たちからの報告です」

　マリアンナの説明を補足するのは、僧そう兵へい長ちようだ。

「近ごろ聖せい域いきに、巨大な熊くまと狼おおかみの群むれが出るということで、報告を聞く限り我々僧そう兵へいだけでは聖女様をお守りするのには不足と感じ、恥はずかしながら国軍に助力をお願いした次第です」

　僧兵長の言葉に、マリアンナがうなずいて、後を続ける。

「そして、泉で神獣様にお会いしました。このあたりのくだりは、昨日お話しした通りですので省きますが、神獣様が、闇やみの痕こん跡せきがあると教えてくださいました」

　その時の光景は、いまだに目に焼きついて離れない。まるでマリアンナと意い思し疎そ通つうをしているような神獣の姿に、どこか恐れ多い雰ふん囲い気きを感じたのは確かだ。

　それがまさか、物ぶつ騒そうなことを教えてくれるためだったとは想像できなかったけれど。

　ルーティアが後を続ける。

「私たちが確認したところ、巨大な熊の死し骸がいがあった。半身を一口で食いちぎられたようで、周りの木や草は枯かれ、何かが暴れたような跡があった。死骸は傷いたみ始めていて、昨日今日食われたものではないと思う」

「私もそう思います。周囲の荒れ具合と瘴気の残滓から言って、数日は経たっていると思います」

「数日というと、どれくらい？」

　ルーティアの推すい測そくに、マリアンナが同意する。ルーティアの確認の問いかけに、彼女は首をかしげた。

「はっきりとはわかりませんが……一週間から、十日ほどだと」

　すると、ルーティアは腕組みをしてしばらく眉まゆを寄せて考え込んだ後、腕を解といて全員を見回した。

「これは、私の推測にすぎないが……。やはり、豊穣祭の時のご神体の異変に関係があるんじゃないか」

「と、申されますと？」

　神官長が身を乗り出すのに、ルーティアはうなずいた。

「もしかして、あの魔獣と神獣が交こう戦せんした影響なのでは……と」

「交戦、とは？」

「例えば、ですけど、神獣が魔獣に食いつかれて、多量の瘴気を浴あびたせいで、ご神体も瘴気を噴出した。神獣が魔獣をその力で撃げき退たいしたため、ご神体の方の瘴気も同時に浄じよう化かされた。……のではないか、と思っているのですが。完全な私の想像でしかありませんが」

「ふむ、考えられない話ではありませんな。この神殿の神獣の像が黒く染まったのも、神獣様が強い瘴気を浴びた影響だとすれば納得がいきます。とすると、各地の神殿の像が黒く染まったのも、同じ時じ刻こくだったとしたら、やはり魔獣の影響である可能性が高くなりますな」

「わかりました。その件につきましては、神殿でも調査を行います。手配を」

「承しよう知ちいたしました」

　神官長の言葉にうなずいたマリアンナが、僧兵長に指示をする。

　ルーティアは話を続けた。

「で、ここにきて、マリアンナ様が村に瘴気の気配が混じっているというので、実は急を要ようすることなのではと思いました。それに、聖域はここからさほど離れていない。もしかして、その瘴気を発する何かが村の近辺にいるとしたら、大変なことになると」

　一旦言葉を区切ってアスカに視線をやると、心得たように口を開く。

「すぐに村での聞き込みを開始したところ、異変はふた月ほど前からあったようです。食い荒らされた動物の死骸が何度も見られた。植物が真っ茶色に枯れている場所があった。その後、イノシシなどの大型の動物が食い荒らされているのを見た。植物の枯れている範囲が大きくなっていた。ここひと月ほどは、森から動物が消えて、鳥のさえずりも何も聞こえず、静まり返っていた。村の外の異変については、以上のような話を聞くことができました」

「魔獣は最初から大きかったわけではなく、餌えさ、つまり動物を捕ほ食しよくして成長したのだろうと思います。瘴気の影響で植物が枯れてしまった場所の範はん囲いが、ふた月前には四人掛けのテーブルくらいの広さ、ひと月前にはその倍、昨日見た魔獣は、小さな天てん幕まくくらいの大きさでした。順調に成長を続けていたという証しよう拠こでしょう」

　アスカの説明を受けてルーティアがまとめると、神官長やマリアンナは、真剣な表情で聞き入った。

　続けて、アスカが昨日の状況を説明する。

「昨日の戦闘の前に、呪じゆ術じゆつ師しが『餌をやる』と話していました。小動物を食う程度の大きさならば、連れ歩いて獲え物ものを捕食させることもできていたのでしょうが、熊を捕食するくらいになると、村人の目につきかねない。見つかるとまずい、ということだけは、男も理解していたと思われます。それに、呪術師の男を飲み込んだことといい、安あん易いに聖域に近づいているところを見ても、巨大化して制せい御ぎよが利きかなくなっていた可能性がある。そのため、家の中に閉じ込めて、男が餌を運んでいた……と推測します」

「そのへんは、彼が回復できれば、事情がわかるのでしょうが」

　ルーティアに視線を向けられ、神官長は重苦しいため息をついた。

「今はまだ、目覚めの兆きざしがありませんな」

　魔獣に飲み込まれたエクトは、虫の息で神殿に運び込まれた。瘴気はただでさえ人の体に悪影響を及ぼすもの。しかも、その体内に取り込まれて、短時間で魔獣との同化が進んでいたそうだ。瘴気のために真っ黒に染まったエクトは、今も聖水を満たした水すい槽そうの中で清めの儀式を受けており、意識は回復していない。今のところ、回復するかどうかはわからないようだった。

　神官長は、沈ちん痛つうな面おも持もちでつぶやく。

「それにしても、彼がいったいどうして」

「私たちは彼を知りませんので、断片的な情報しかありませんが」

　と、ルーティアは再びアスカを促した。昨日宿に帰ってから、全員の聞き込みの結けつ果かをまとめていたアスカが、手に持っていた紙の束をめくった。

「元々、父親は怪あやしい呪術に傾けい倒とうしていたせいで、村人から奇き異いの目で見られていたようですね。ただ、本人はおとなしくて引っ込み思じ案あんではありましたが、変わったところもなく毎日学校にも通っていたそうで、村人から嫌いやがられるということはなかったようです。そして、彼の父親が亡なくなる前、父親が村に姿を現さなくなって、エクトが何かと買い物や用事を済ませるようになったと。ただ、それについては、彼の方は嫌そうな顔をされた、嫌がらせをされた、じろじろ見られたと、バカにされたように受け取っています。それは、我々が戦闘に入る前に男がわめき散らしていたので、その場にいた全員が聞いています」

「なぜそのような考えに至ったのか、皆かい目もく見当もつきませんな」

　困惑する神官長の言葉に、マリアンナも憂うれいを帯おびた表情でうなずいている。

　アスカは紙束をめくった。

「また、エクトは彼の父親が村に入れなくなったと言っていました。村に入ろうとすると、金かな縛しばりのように動けなくなると。そのため、彼が代わりに村へ買い物に出るしかなかったようです。それが、最近では自分も入れなくなったと話していた。村人が自分を追い出すため、村から締しめ出すためにやったのだと信じ込んでいたようでしたが……」

　それまで話を聞いていた神官長は、はっとしたように目を見開いた。

「なぜそうなったのか、わかりました。村の周りに貼はってある護ご符ふは、魔獣よけの札です。魔獣とは瘴気を持つ獣や異い形ぎようの者のことを指しています。魔獣よけに反応すると、金縛りのように動けなくなり、村に入ることがかないません。つまり……その父親もエクトも、瘴気を持っているということです」

　神官長の言葉に、驚いたルーティアが声を上げた。

「それは、瘴気にあてられたということですか？　王都で見た人たちは、正しよう気きをなくして人を襲っていました。けれど、彼はそんなことはなかった。きちんと意思を持って私たちと話し、魔獣に命令をしていた」

「おそらく彼は、瘴気にあてられたのではなく、瘴気に染まってしまったのです」

「瘴気に染まる？」

　あてられるのと染まるのと、どう違うのか。わからなくて顔を見合わせるルーティアとアスカに、神官長が説明する。

「急きゆう激げきに瘴気を浴びた者は、正気を失ったり、暴れたりします。それを、『あてられた』と言います。一いち時じ的てきなもので、神官の祈りの力ですぐに回復します。対して、長時間瘴気にさらされると、徐じよ々じよに瘴気を帯びていく。それを『染まった』と言います。魔獣というのは、瘴気を常に持っている。力の弱い魔獣なら、持っている瘴気も薄い。人体への影響も、急激には起こらない。けれど、四し六ろく時じ中ちゆう瘴気を発するものと一緒にいれば、徐々にその体に浸しん透とうしていくのです」

　神官長に続いて、マリアンナも口を開いた。

「瘴気というのは、人の感情に特に影響します。怒り、憎にくしみ、嫉しつ妬と、ねたみ、僻ひがみなど、負ふの感情が強く表れるようになります。彼の父親が常じよう軌きを逸いつしていったのも、彼が村人から嫌がらせを受けていると思い込んだのも、瘴気に染まっていったせいで、負の感情が徐々に増ぞう幅ふくされていったためだとしたら、説明はつきます」

「そして、ついには魔獣よけの札に反応し、村に入ることができなくなるほど、彼らは瘴気に侵おかされてしまった、ということでしょう」

　部屋には、重苦しい空気が広がる。

　そこまで気付かなかったことにも、男が染まってしまったことにも、対処が遅れたことにも。

　そこにいる誰もが、それぞれに無力感に襲われる。

「彼は、父親の研究を完成させるためにあの魔獣を作ったようです。父親の研究を世の中に認めさせるのだと、そう言っていました」

「まさか……」

　ルーティアの言葉に、神官長ははっとしたように目を見開いた。膝ひざの上で握にぎりしめた両手が、ぶるぶると震える。

「もしや、数年前の魔獣騒ぎ。あれは……もしかして、彼の父親が作り出した魔獣だったとしたら」

　その可能性に、部屋にいた面々が息を吞のんだ。

　村に魔獣よけの札を張り巡めぐらせるきっかけとなった出で来き事ごと。今となってはもう確かめるすべはないが、もしそれが事実だったら、父親から始まったすべてのつけを、エクトが支払う羽目になってしまったことになる。

「あの時村に現れた魔獣は、タヌキが巨大化したような姿でした。イノシシほどの大きさがあったと記き憶おくしております。村に入り込んで農地を荒らしましたが、人間を襲うことはありませんでした。僧兵が取り押さえて、私が浄化を行いました」

　当時のことを思い出しながら、神官長が言う。その声は、暗く沈んで、重い。

「この地は元々、村に神殿があり、聖域が近い。魔獣の類たぐいはほとんどいない土地です。珍しいこともあるものだと、その時はさほど気にも留とめずに魔獣よけの札を貼ることにしましたが……」

　その後の言葉を口にできず、神官長は肩を震わせる。神官長の心中を思い、ルーティアが話を続けた。

「もしその魔獣が、呪術師の父親が作り出したものだとしたら、父親は魔獣よけの札を貼った後で村に入れなくなったと思われます。父親が村に入れなくなった時期を確認していただけますか」

「承知した」

　ルーティアの依い頼らいに、僧兵長がうなずいた。

「魔獣が現れた時に、おかしいと気付くべきでした。結果的に、私たちは親子二人とも、見殺しにしたことになる。今回の騒ぎは、彼ばかりを責せめられません。イリヤの教きよう義ぎに胡坐あぐらをかき、村の異変を確認することを怠おこたった我々神殿の責任は重い」

　神官長はうなだれ、組んだ両手に額ひたいを押しつけた。

「彼ら親子は、村の外で暮らしていました。我々の教義は何なん人びとも広く受け入れること。信しん仰こうは自由です。ゆえに、彼らの動向を注ちゆう視ししてはいなかった。彼らは神殿に礼拝に来ることもなく、我々が出向いていくこともありませんでした。だから気付かなかった、というのは言い訳です。村のまわりに瘴気の気配がするとマリアンナ様はおっしゃられた。しかし、我々はそれを感じ取ることもできなかった。わかっていれば、もっと早くに対処できたものを……」

「仕方がありません。護符が効きいていたせいか、村の瘴気はごくかすかなものでした。私でなければ気付かなかったかもしれません」

　マリアンナの慰なぐさめの言葉にも、神官長は肩を落としたままだ。この神殿で、小さな村を預あずかる者として責任を感じているのだろう。

　けれど、落ち度は彼らばかりではない。ルーティアは神官長に尋ねた。

「彼を助ける方法はあったのでしょうか？　我々は、何をしなければいけなかったのか。それが知りたいのです」

「いえ、あなた方はよくやってくれました。一日でこの事態を収しゆう束そくさせたのですから。落ち度は我々神殿側にあります。彼を救うことは、我々にしかできなかったのに」

　どうしても神殿の落ち度だと譲ゆずらない神官長に、ルーティアは首を横に振る。

「そんなに自分を責めないでください。瘴気にあてられた人々が、神官の祈りで回復していたのは王都で見ました。彼はどのようにしたら助かるのですか？」

「瘴気が体から消えるまで、清めの儀式を続けることです。それには長い時間がかかるうえ、何日で消えるという決まりもありません。瘴気を持っている者にとって、清めの儀式は苦く痛つうを受けるということでもあります。一度瘴気に染まったものを元に戻すことは、非ひ常じように難しいのです」

「それに、そうなった人々は、簡かん単たんに説せつ得とくに応おうじません。疑ぎ心しん暗あん鬼きになり、こちらの言うことを信用しませんので、説得して神殿に連れてくるのも難なん儀ぎします」

　マリアンナの補足に、ルーティアはため息をついた。結局、どうあがいても、自分たちではどうにもならなかったのだろうか。マリアンナも、沈痛な表情で視線を落とした。

「ですから……今回は、発覚した時点ですでに、手遅れだったと……」

「……そうですか」

「けれど、幸いにもと言ってはなんですが、彼はひどく衰すい弱じやくしていて、しばらく目を覚まさないかもしれません。その間に浄化の儀式を施ほどこすことで、苦痛を最小限にすることはできるかもしれない」

　神官長の言葉に一いち縷るの望みをかけ、ルーティアは頭を下げた。

「よろしく頼みます」

　今回の件は、後追いで行き当たりばったり、対たい症しよう療りよう法ほうが精いっぱいだったという自覚はある。これもまた、自分の未み熟じゆくさゆえだと、わかっている。

　もっと経験があれば、もっと場数を踏んでいれば、もっと情報収集をしていたら。

　結果は、違ったかもしれない。

　圧倒的に、蓄たくわえている下地が足りていない。よくやってくれたとねぎらいの言葉をもらっても、それで納得できるものではなかった。

　それでも、マリアンナは姿勢を正してルーティアたちに頭を下げる。

「今回は護ご衛えいを依頼しておきながら、みなさんを危険な目に遭あわせたこと、深くお詫わびいたします。にもかかわらず、危険な魔獣を退たい治じしてくださり、神殿の代表として、心から感謝いたします」

「マリアンナ様、顔を上げてください」

　あわてて、ルーティアはマリアンナを押しとどめた。頭を下げてもらうようなことなど、何一つしていない。

「まだ護衛の任にんは終わっておりません。これから王都へ帰る道中があります。それを無事終えてこそ、護衛の任を全うできたというものです。それに、危険を排はい除じよするのは、国軍として当然の務つとめです。お礼を言われるほどのことではありません」

　生き真ま面じ目めなルーティアに、マリアンナは微笑ほほえんだ。

「わかりました。それでは、王都に無事戻りましたら、改めてお礼をさせていただきます」

　譲らないマリアンナに、ルーティアは困ったように首をかしげたのだった。




　今回尽じん力りよくした礼ということで、遊撃隊全員が神殿での昼食に招かれたのは、ひとえにマリアンナと神官長の厚意の表れだ。

　パンに野菜スープ、ゆでてつぶし、練ねって揚あげたイモに豆のソースをかけたもの、ほんのかけら程度のゆでた鶏とりと温野菜。全員の前に配はい膳ぜんされたのは、いかにもな粗そ食しよくだ。

　体にはいいのだろうが……。量は、ほかの神官たちに比べて大分嵩かさ増ましされていたのは、ルーティアたちの職業を慮おもんぱかってのことなのだろうが、戦闘を生なり業わいとする男たちにはかなり物足りない食事だったことは否ひ定ていできない。

　しかし、神殿の正式なもてなしであるということはわかっているので、隊員たちは全員常にない行ぎよう儀ぎのよさでつつましく食事をしていた。

　昼食後のお茶を終えて、ようやく出発の準備が始まった。

　やはり、量的にもタンパク質的にも圧倒的に足りないらしく。出発の準備をする遊ゆう撃げき隊たいの面々は、ルーティアと小食のクリスをのぞいて、全員が心なしか力の入らない顔をしていた。

　特に体の大きいハロルドは、表情には出さないものの、幾いく分ぶん青い顔をしているのが見て取れる。

「みんな黙もく々もくと準備してるな。いつもはなんだかんだやかましくて、私が怒ど鳴なっているのに」

「口開いたら『腹減った』って言いそうになるからですよ。さすがにここで言えないでしょ」

　ため息交まじりにそう言うアスカも、少し元気がない。が、果はたしてそれは空腹のためだけだろうか？

「アスカ、お前顔色悪くないか。本当に大丈夫か？」

「大丈夫ですよ。一応昨日村の医者に痛み止めもらいましたし」

「処しよ置ちは？」

「……まあそれなりに」

　にこりと笑う顔は、半年も一緒にいればわかる、何かをごまかす顔だ。ルーティアはじろりとアスカを睨にらんで、逃がすまいとするかのように追い詰める。

「お前、痛み止めだけで処置してもらってないだろう」

　あの後、現場の大まかな事後処しよ理りと、神殿への申し送り、宿で隊員たちを集めての事後報告会と、アスカは休まず動き回っていたはずだ。医者へ行けとルーティアは言ったが、この分じゃまともに時間を取っていないのではないだろうか。

「うやむやにしてごまかそうとしてないか？　なんで治ち療りようしてないんだ」

　ルーティアが突っ込むと、とたんにアスカは人の悪い笑みを浮かべた。

「平気ですって。じゃあ、熱でも測はかってみますか？　ほら」

　さら、と前髪をかき上げて、ルーティアの至し近きん距きよ離りに顔を寄せる。が、ルーティアはため息をついてふいっと顔をそむけた。

「それだけ軽かる口くち叩けるなら平気だな。そういうのは喜びそうな女性にやってやれ」

「なんでそんなことしなけりゃならないの。俺はあんたがいいのに」

「聞き飽あきた」

「そういうちょっと冷たいところも好きですけど」

　にこにこと続ける言葉は、噓うそかどうかの判はん別べつが難しい、ルーティアはため息をつく。

「お前は怪け我が人にんのくせに、ほんっとーに口だけはよく回るな」

「まあ、今回の怪我は俺にとっては勲くん章しようみたいなもんですから。だからいいんですよ」

　硬い指先が頰ほおに触ふれる。思わぬ熱にどきりとして、反射的に振り払った。けれどアスカは悪びれもせずに笑みを浮かべている。

「私にとってはよくないんだ！」

「そう言ってくれるのはうれしいですね。これから出発じゃなかったら、部屋に連れ込んで口く説どけるのに」

「……もういい」

　どこまでこんな不毛な会話を続けたら気が済むのだ、こいつは。

　艶つやめいた笑みを直視しないように、顔をそむけた。まともに反応していると、いやしていなくても、この耳が腐りそうな会話が終わらない。ルーティアは強引に話題を変えた。

「それにしても、護符のおかげで村に影響が出なかったのは幸いだったな」

「そうですね。でも、まさか人間にまで反応するとは思わなかったな」

　それを考えると、護符の出来自体はいいのだろう。呪術師親子にとっては、それがあだとなってしまったけれども。

「あまりそういう術のことはわからんが……その意味では、魔獣よけというよりは瘴気よけと言った方が正しいかもしれないな。そのあたりのことも、事前に調べておけばわかっていたかな」

「下調べはしっかりしたつもりだったけどなぁ。調べるポイントがずれてるのかもしれませんね」

「魔獣よけの札が貼ってあることも、どんな効こう果かがあるかもわからなかったしな。あの化け物を村に行かせるなとか、考えなくてもよかったんだな。どうせ中には入れないんだし」

「そうですねぇ。瘴気を持つ魔獣が周辺にいると仮か定ていしているなら、村についた時点で装そう備びを整えてから聞き込みに出るべきでしたね」

　何気なく言ったアスカの言葉に、ルーティアは視線を下げた。それを言われると痛い。

　端はなから昨日は聞き込みだけと決めてかかっていて、そのまま戦闘に突入するなんて想定していなかったからだ。

「そこは私の判断がまずかった。今回は後手に回ってばかりだ。みんながいなかったら、勝てなかったかもしれない」

「そう思うなら、次に生かせばいい。俺たちは万能じゃない。失しつ敗ぱいして、経験積んで、悔しい思いもして、それで強くなっていくもんでしょ。あんたが本当に強くなりたいと願うなら……俺は、そこにヒントがあると思いますよ」

　アスカの言葉が、心に響ひびく。自分はまだ未熟なのだと目の前に突きつけられていても、それは不ふ快かいではなく、不思議と飲み込める。それはきっと、アスカが自分の背中を押してくれているからだ。

　それがわかっているからこそ、前を向いて、もっともっと先に進んでいかなくてはと思うのだ。

「そうだ、あいつらをねぎらうなら、クリスの実家で一杯おごってやってくださいよ」

　アスカが思い出したようにそう言った。

　クリスの実家は酒場で、城下でもうまいものを出すというので評判だ。最近、遊撃隊の宴えん会かいはそこで行うのが定番になっている。

「わかった、そうする。というか……今回の優ゆう秀しゆう賞しようはクリスだな」

「銀ぎん装そう飾しよくの剣を持ってたからですか？」

「それもある。が、泉で言ってたことがあるだろう」




『腹減って熊食べようとして追いかけてきただけなんじゃないの？』




「ああ……」

　クリスの言葉を思い出したのか、アスカが苦笑した。

　その場ではそれもありかもな、なんて軽く考えていたが、今となってはそれがほぼ正解ではないかと思われる。

「なるほど。あいつ、何も考えてないように見えて時々鋭するどいこと言うから侮あなどれないんだよなぁ」

「だろう？　森から獲物がいなくなって、あいつらは飢うえてた。だから、獲物を追って聖域に来て、熊を食って飢えをしのいだところで、聖域を守ろうとした神獣と一戦やらかして撃退された」

「その撃退された瞬間が、王都の祠で黒い靄を消し去った光ってわけか」

「そうだ。そして、私たちが呪術師の元を訪れた時、ついに飢えがあの男の支配力を上回った、というところだろう。魔獣の目には、男がおいしそうな餌にしか見えなくなってしまったんだろうな」

　空腹も限界に来ていた魔獣の目前で、無む防ぼう備びにうろうろする生き物がいた。それまでは『餌をくれるもの』だったのが、『餌』そのものだと認識しただけ。多分魔獣自体にはほとんど知ち性せいはないだろう。

「そして、あいつはきっと私たちのことも、敵ではなく『餌』と認識していた。あいつの触手の動き方が、お前を叩き落とした時と全然動きが違っていたから」

　あの触手は、ルーティアたちに絡からみつこうとしていたのだ。だから、多少動きが鈍かった。グウィンを捕らえた触手も、自分の方に引き寄せていたから、餌として食おうとしていたんだろう。

　けれど、アスカは自分の目を攻撃してきた『敵』だった。だから、攻撃した。

「もしあいつが空腹でなくて、私たちを餌ではなく敵と認識していたら、どうなっていただろうな」

「どっちに転んでも、楽しい結果にはならなかったと思うけどな。少なくとも、さらに苦戦していたことは確実だよな」

　あーもう、嫌な想像しかできねえ、とアスカがため息交じりに言った時、神殿からマリアンナが姿を現した。

　傍かたわらには僧兵長がついていたが、彼女が馬車のそばまで来たところで、アスカが進み出た。

「どうぞ」

　と手を差し出す姿を見たとたん、ルーティアの喉のどにずしりと重い鉛なまり玉だまが詰まったような感じがする。

（なんなんだ、私は……）

　なぜこんな気分になるのかわからない。ただ、まるで瘴気の靄のようなもので、胸の中が塗ぬりつぶされていく。

　吸い寄せられるように、マリアンナの手がアスカのそれに重なるのを見てしまう。見たくないのに、目が離せない。

　ぐっと握りしめた手を誰にも見せたくなくて、そっと背中に隠す。それが情けなくて仕方がない。

　まるで……負けを認めて、逃げているようで。

（私も、瘴気の影響を受けたかな。浄化してもらった方がいいかもしれない）

　こんな嫌な感情があるなんて、今まで知らなかった。昨日、呪術師の家に入ったからかもしれない、と、ルーティアは真剣に瘴気の影響を心配する。

　当然、昨日マリアンナの儀式に立ち会っているのだから、そんなことはないとわかってはいるけれど。

　じゃあ、この感情は、いったいなんなんだろう？

　どうしていいかわからなくて、ルーティアは途と方ほうに暮くれる。

　と、馬車に乗ろうとしたマリアンナがアスカを見上げた。

「あの……国軍の方々は、みなさんこのように紳しん士し的てきなんですか？」

「さあ？」

　マリアンナの問いに、アスカは笑ってあっさりと返す。

　ルーティアからすれば、アスカの営えい業ぎよう用ようのそつのない笑顔を見て、マリアンナはぱちぱちとまばたきをした後、首をかしげた。

「でも、道中の皆さんはとても親しん切せつでした。あなたは昨日、つまずいた私をとっさに助けてくれました。あの、弓を持っている方も、私を守ってくださると言いました。私、軍人さんというものは怖い方たちなのだと思い込んでいて……。それは、私が生まれ育ったところにいた軍人さんたちが怖かったせいもあるのですけど。だから、正直とても驚きました」

　すると、アスカは一度マリアンナの手に視線を落として顔を上げ、にっこりと笑った。

「はっきり言えば、隊長のため、ですね」

「隊長さんの？」

　いきなり自分の名前を出されて、ルーティアはびっくりして一瞬息が止まりかけた。次に、マリアンナにまじまじと見つめられて、とたんに居い心地ごこちが悪くなる。いったいこいつは何を言おうとしてるんだと、アスカに対して見けん当とう違ちがいな怒りがわいてくる。

「少なくとも俺は、ですけど。ま、いろんなところで愛あい想そよくしておけば、遊撃隊の評ひよう判ばんがよくなる。つまりは、隊長のルーティアの株が上がる。あなたも言っていたでしょう、軍人は怖いと。そういうイメージを持たれないように気をつけているだけです。ルーティアの足を引っ張りたくはないので」

「まあ。とても隊長さん想いでいらっしゃるのね」

「ええ。俺にとっては最高の上じよう司しですよ」

　穴があったら入りたい。いったいなんなんだ、この羞しゆう恥ちプレイは！

　まるで褒ほめ殺ごろしのようなアスカの言葉に、僧兵長と神官長は感心したようにこちらを見ているし、対してファーレンやクリスといった面々は唇くちびるの端が引きつっている。

　明らかに笑いをこらえているのだと丸わかりだ。

　公こう衆しゆうの面前でアスカを怒鳴り飛ばすこともできずに、ルーティアはもごもごと『恐縮です』と応こたえるだけで精いっぱいだった。

　マリアンナがアスカのエスコートで馬車に乗り込むと、ルーティアたちも馬にまたがった。すぐに、僧兵長の合図で出発する。

　ルーティアとアスカは、ここへ来た時と同じく、最後尾に二人で馬を並べていた。

　ルーティアは、隣のアスカをじとりと睨みつける。

「お前、後で覚えてろよ」

「どうしてですか。上司想いのいい部下でしょ？　聖女様のお墨すみ付つきだ」

　上じよう機き嫌げんで笑う頭を張り倒してやりたい。いや、痛めているはずの腹に一発くれてやった方がすっきりするだろうか。

　奥歯をぎりぎりと嚙かみしめるのと同じくらいの勢いで、馬の手た綱づなを握りつぶさんばかりに力を込める。

　怯おびえたせいか、馬の歩みが乱れた。

「またファーレンたちにからかわれるネタを提供しただけじゃないか。私に恨うらみでもあるのか!?」

「心外だな、俺があんたに持っているのは、尊そん敬けいとか、信頼とか、敬けい愛あいとか、下心とかですよ」

「なんか余計なの混じってないか!?」

「あれ、聞こえました？　つい心の声が。とにかく、恨みだなんてとんでもない。尊敬していますよ、隊長」

「うるさい、しばらく話しかけるな、バカ！」

　わざとらしくとってつけたような『隊長』をにやにやと笑い交じりで言うくせに、尊敬だなどと白しら々じらしい。

　背中を丸めてくくくと笑うアスカを置いて、ルーティアは憤ふん然ぜんと馬の足を速めた。

　さっきまで感じていたもやもやは、きれいさっぱり消えていた。
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　結けつ局きよく、馬での長時間の移い動どうが堪こたえたのか、アスカは城についてからぶっ倒れて医務室に運ばれる羽目になった。

　出発前にルーティアの頰ほおに触ふれた指先が熱かったのは、単に熱があったからだったのか。特別だったわけではないことにほっとするが、部下の体調不ふ良りように気付かない自分にも腹が立った。

　……ただ、アスカはきっと、ルーティアの前でそんなことは、かけらも漏もらさないだろうけど。

　診しん断だんの結果、肋ろつ骨こつにひびが入っていて、アスカは軍医から数日の安あん静せいを言い渡された。

　村ではやはりなんの処しよ置ちもしていなかったことがわかって、放り込まれたベッドに横たわったまま、ルーティアに雷かみなりを落とされたが。

「おはようございます。体調はどうですか」

　にもかかわらず、次の日はいつも通りのノックと、いつもの笑顔でルーティアを迎むかえに来るのだから、ほとほと呆あきれる。

「おはよう、変わりない。というよりも、お前の体調がどうなんだ」

「ああ、動けますし、大丈夫ですよ」

「……それは昨日も聞いた」

　結局ぶっ倒れたくせに、というルーティアのつぶやきをきれいに無視したのは、多分触れられたくないんだろう。アスカはいつも通りに、歩き出したルーティアの一歩後ろにつく。

「お前な、一いち応おう怪け我が人にんなんだから、おとなしくしてろ」

「嫌いやですよ、あんたの寝ね起おきを見届けるのは、俺の特とつ権けんです。休むと一回分損そんした気になるんで」

「損そん得とくの問題か……？」

　別に、顔なんて毎日見ているのに。寝起きと言ったって、出しゆつ勤きん前に一番に顔を合わせているだけで、寝ぼけ顔なわけでもない。いったい何がそんなに楽しいのか、ルーティアには理解できない。

　それに、今はそれよりも大事なことがある。久々に、緊きん張ちようで喉のどが渇かわくのを自覚する。

　任にん務む報告のため、直ちよく属ぞくの上司であるウィリアムのところに行かなければならないからだ。

　しかも、今回の任務では、自じ業ごう自じ得とくとはいえ被害者が出ている。単なる報告だけで済むはずがない。

　大たい将しよう執しつ務む室しつに到着し、アスカがドアをノックした。

「どうぞ」

　若い男性の秘書官がドアを開け、中に招き入れられる。正面の重じゆう厚こうな執務机づくえに座るウィリアムが顔を上げた。

「おう、来たか」

「失礼します」

　敬けい礼れいをし、二人でウィリアムの前に立つ。行ぎよう儀ぎ悪く頰ほお杖づえを突き、ウィリアムが『で？』と真顔で促うながした。

「ひとまず、護ご衛えいの任務は無事完了です。そのほかは……報告書を。アスカ」

「はい」

　ルーティアの声に応こたえて、アスカがウィリアムに報告書を手渡した。

　それを無言でめくる上司は、真顔を崩くずさない。一通り目を通した彼はやがて顔を上げて、クソ面おも白しろくもなさそうな顔でルーティアを見やった。

「ほかには？」

　短い問いに、ルーティアはぐっと拳こぶしを握にぎりしめた。

「聞きたいことがあります」

「なんだ」

　ウィリアムの思わぬ眼がん光こうの鋭するどさにひるみそうになりながら、ルーティアは口を開いた。

「その報告書に、瘴しよう気きを持つ魔ま獣じゆうのことも書き記しるしています」

「ああ、そうだな」

「大将閣かつ下か、本当はあれがいることを知っていたんじゃないですか？」

「それがどうした」

　なんでもないことのように返されて、ルーティアの頭にカッと血が上った。

「それじゃあなぜ黙だまってたんですか！　人が一人死ぬかもしれなかったんですよ！　わかっていたら、対たい処しよのしようもあったのに……っ」

「甘あまえるんじゃねえよ。俺は知りたいことがあったらいつでも聞きに来いっつったはずだ。それなのにおまえ、何も聞きに来なかっただろうが」

　ふんと鼻で笑われ、至し極ごく当然のことを言い返されて、ルーティアは一いつ瞬しゆんひるんだ。けれど、と拳を握る。

「……で、もっ……！　せめて、ファーレンに大弓持たせるぐらいはできたんだ！」

「それをしなかったのは、お前らの判はん断だんだろう」

「それに、もし聖せい女じよ様が巻き込まれていたら！」

「なんのためにお前らをつけたと思ってる。そうならんように護衛させたんだろうが」

　ウィリアムの返しはいちいちもっともで、ルーティアは口くち惜おしさに唇くちびるを嚙かむ。その前で、ウィリアムは報告書をばさりと机の上に投げ出した。その顔は、幾いく分ぶん険しい。

「俺はな、祠ほこらの騒動を聞いてすぐに、神しん殿でん関連の場所をすべて調べさせた。聖せい域いきの周しゆう辺へんにおかしな化け物がうろついてるのも、それを人間が操あやつっているのも知っていた。そのまま聖女様を行かせたら危険なこともわかっていた。だから、この件について何か情報はないかと聞かれれば、お前らに伝える用意はあった。だが、お前らは形だけの下調べをしただけで、なんの準備もなく出て行きやがった。しかも、そこここにあったヒントを見み逃のがしながら、な」

　ウィリアムはぎしりと椅い子すの背もたれに体を預あずけた。鷹おう揚ように腕を組む仕草と裏腹に、ルーティアとアスカを見み据すえる視線は鋭い。

「村についてからも、一通り情報を整理する時間はあったはずだ。それを怠おこたった。瘴気がなんなのか、どんなものかを知ることを怠った。魔獣がいるとうすうす気づいていながらも、遭そう遇ぐうした時のことを考えていなかった」

　一つ一つ、ウィリアムが指を折って糾きゆう弾だんするのを、ルーティアは唇を嚙みしめて聞くしかない。

「そいつはすべてお前の落ち度だろう。それを、俺が教えなかったからだというのは、お門かど違ちがいじゃねえのか？」

　そして、ウィリアムは再度報告書を手に取ってめくり、あるページを開いて机に置いた。指先でとんとん、とその個所を示す。

「魔獣の飼かい主ぬしが、魔獣に食われたってな。ずいぶんと下へ手た打ったもんだ。俺なら、男をさっさと魔獣から引き離して討とう伐ばつにかかっただろうな。化け物に食われるまで、指ゆび咥くわえて見てたのはどこのどいつだ、ああ？」

「……申し訳ありません。まさか飼い主を食うとは思わず……。私の判断ミスです」

　視線を落としながら、ルーティアは低い声で言う。悔くやしさに、握った拳が震えた。

　次に、ウィリアムの視線が隣となりのアスカに向いた。

「おまけに、無ぶ様ざまに怪我までしやがって、情けない」

「それについては言い訳のしようもありません。完全に俺の落ち度です。申し訳ありませんでした」

「ちが……あれは、私が！」

　アスカをかばおうとしたルーティアを、ウィリアムは無言の一睨にらみで黙らせた。まるで蛇へびに睨まれた蛙かえるのように、すくんでしまう。それほどに鋭い視線が突き刺ささり、ルーティアは声を出せない。

「アスカ、お前もお前だ。事前に聖水を用意させるんなら、ルーティアに一言言え。そうしたらこのバカも、少しは考えたかもしれんものを」

　そう言って、ウィリアムははああと大きなため息をついてがりがりと頭をかく。

「おまえのことだ、保ほ険けんをかけつつもルーティアにいいところ見せたかったんだろう。私情を挟はさみやがって、バカヤロウが」

「それはありません！　俺はルーティアの足を引っ張るようなことはしない！」

「足を引っ張るようなことはしない、だぁ？　聞いて呆れるぜ。結果的にこのザマだ」

　勢い込んで反はん論ろんしたものの、バッサリと切り捨てられて、アスカは唇を嚙んで押し黙る。

　少しの沈黙。とんとんとん、と机を叩くウィリアムの指の音に、追い詰められているような気さえする。

「アスカぁ、ベタベタそばにいて甘やかすだけじゃ、こいつはいつまでもガキのままだぞ。お前が常に手取り足取り世せ話わしてちゃ意味ねえんだよ。単なる金魚の糞ふんにさせるために、お前を副官で置いてるわけじゃねぇ」

　ウィリアムの言葉が向けられているのはルーティアじゃない。けれど、その一言一言が刃やいばとなって、ルーティアに刺さる。アスカにそうさせたのは、それに甘んじたのは自分だという自覚がある。叱しつ責せきされるのは自分のはずだ。アスカに寄りかかっていたのは、ルーティアの方だ。

　一年足らずでいきなり隊長に抜ばつ擢てきされて、右も左もわからないルーティアに、アスカは国軍の仕事や隊長の仕事を教えてくれた。至らないところはフォローしてくれた。迷った時は先に立って、アドバイスしてくれた。それはいつしか当たり前になって、疑問に思わなくなっていた。

　神獣の祠で瘴気に巻き込まれた時も、聖域への道中も、魔獣との戦せん闘とうも、今、こうしてウィリアムへ報告している時でさえ。

　アスカが、ルーティアの矢や面おもてに立ってくれている。

　それは本来、ルーティア自身が担になうべき役割なのに。

（私は、隊長なのに）

　それなのに、今、ここで、ルーティアはアスカを守れない。

　直接叱責されるよりも、ルーティアをフォローしたことがアスカの落ち度として責められるのが、どうしようもなく痛かった。

「先回りして全部やってやるのと、フォローしてやるのとじゃ意味が違う。お前も、少し自分の副官という立場を考えろ。こいつを強くしたいなら、うわべだけ成せい功こうしても意味がないってことを理解しろ」

「……はい」

　アスカの返事は低い。その表情にも、隠かくしきれない悔しさがにじむ。

　ふと、ウィリアムの雰ふん囲い気きがわずかに和やわらいだ。

「とはいえ、まああんな装そう備びで魔獣を討伐したのはよくやったと言ってやってもいい」

「……ありがとうございます」

　素直に喜べるわけがない。複ふく雑ざつな気分で、アスカとルーティアは頭を下げた。

　それを見て、ウィリアムは行儀悪く頰杖をつき、唇の端はしを吊つり上げた。

「お前たちはなぁ、若くて腕も立つ。大抵のことが武器ブン回してりゃあなんとかなる。だけどな、今回は自分たちの腕を過か信しんしすぎた結果だ。先のこと考えてねえから、後手に回って行き当たりばったりの出たとこ勝負になって、力押しでなんとかするしかなくなったんだよ。少し頭使うことを覚えろ。そうしたら今よりはずいぶんましになるかもしれないぜ」

　にやりと笑いながらの上司の言葉は、激げき励れいだろうか。まだ、期待を持ってくれている。それがわかると、どこか安あん堵どしたような気分になる。

　ウィリアムが、再びルーティアを見た。

「ま、お前はもう少し視野を広く持てってこった。人が行動するには何かしらの意味がある。突っ走るばかりじゃなく、少し立ち止まって、周りを見ろ。疑問を持て。考えろ。しばらくお前の宿題にしておくぞ」

「はい」

「俺はお前たちを自由にさせてるが、だからってほったらかしてるわけじゃねえよ。お前たちに自分で考え、判断し、行動することを課かしてるだけだ。だから俺からいちいち助け舟ぶねを出すことはしないが、聞かれたことには答えてやる、いつもその用意はしてきたつもりだ。現に、お前は最初のころ、結けつ構こう俺のところにあーだこーだ聞きに来てただろーが」

「それは……そうですが」

　隊長になったばかりのころは、右も左もわからずに、よくこうしてウィリアムのところにアドバイスを求めに来たものだった。

「それが、いつの間にか顔を出さなくなりやがって、俺はそこでお前がサボり始めたと思ったね」

「……はい……」

　今となっては言い訳になるが、サボっているつもりはなかったのだ。自分たちでも少しずつ情報収集などということをやってみて、それが任務に役立ったことで、うまく行ったと満足していた。

　けれど、今思い返してみると、裏を取ることもしなかったし、ウィリアムとの認にん識しき合わせも怠った自覚はある。

　……もちろん理由の一つに、聞きに行くと必ずからかわれるため、できれば来たくないという思おも惑わくが働いたのも事実ではあったが。

「そうだな、今回はハロルドの意見を聞いてもよかったかもしれん。あいつは口はからっきしダメだが、とにかく思し慮りよ深ぶかい。あいつの怪かい力りきばっかあてにしがちだが、頭の回転は悪くないし、機き転てんも利きく。部下を育てるのも、使うのも、お前の腕次第だ」

「はい」

　確かに、今回はハロルドに意見を求める場面が少なかったように思う。彼が有能な兵だということは、ルーティアもよくわかっている。

　魔獣との戦闘で、『油を持ってこい』と言っただけのルーティアの指示を正確に読み取っている。あの場で、エクトが瘴気にあてられているのではないかと指し摘てきしたのも、彼だった。

「そして、お前もまた部下に育てられてんだよ。それを忘れるな」

「……はい」

　本当に、ウィリアムの言う通りだった。自分は、有能な部下に支えられている。ルーティアは、今回の任務でそれを痛いほど感じていた。

「さて、説教はここまでにしといてやるか。ほかになんかないか？」

　すると、待ってましたとでも言うように、アスカが手を上げた。

「ファーレンが、森の中から戦闘を見てる男がいると言ってました。大将閣下の手の者ですか？」

　アスカが質問すると、ウィリアムは一瞬驚いたように目を見張った。




　それは、魔獣を倒し警けい邏ら隊たいへ引き継つぎを済ませた後、宿に戻って報告会を行った時のことだ。あらかた全員が意見を出し終わった後、おもむろにファーレンが口を開いた。

「気のせいかとも思ったんだけど、森の中から戦闘を見てた奴がいたぜ」

「ほんとか、それ!?」

「私は気付かなかったぞ」

　アスカとルーティアの声が重なった。ファーレンはひょいと肩をすくめる。

「俺もちらっと見ただけだったけど、確かに一人いた」

　ファーレンだけが気付いた。逆に言えば、ファーレンにしか気付かれなかった。そんな手て練だれを飼っているのは、一人しかいないだろう。




　確信しているアスカの問いに、ウィリアムはにやりと笑った。

「しっかし、あのクソガキ、目だけは人間離ばなれしてやがるなぁ。こっちも万一の時のために保険かけといたんだよ。まあ、お前らがアレ倒たおしちまったから出番はなかったけどな。あれは俺の『目』だ」

　それは、ウィリアムがひそかに抱かかえている偵てい察さつ部隊のことだろう。

　国軍内では公にされてはいないが、ウィリアムの情報の早さを見るに、配下に数人抱えていると噂うわさされていた。

「閣下の『千せん里り眼がん』は、その『目』のおかげですか」

「まあそんなとこだ」

「もちろん、一つじゃないんでしょうね」

「……まあそんなとこだ」

　鋭く切り込んだアスカにウィリアムはにやりと笑い、二人を追い払うように手を振った。

「もう行っていいぞ」

「はい。失礼いたします」

　二人が出て行った後、秘書官がウィリアムの前にティーカップを置いた。

「ずいぶん珍しいですね、閣下がお説せつ教きようとは」

　その言葉に、ウィリアムは忌いま々いましげに舌した打うちをしながらがりがりと頭をかいた。それが照れ隠しの仕し草ぐさだと、側そつ近きんの彼は知っている。

「ガラじゃねえんだが、仕方ねぇ。あいつら、そろそろいい気になってきてたからな。天てん狗ぐになった鼻を折るにゃあ、いい機会だった」

「ずいぶん期待なさってるんですね」

「そんなんじゃねえよ。勘かん違ちがいするな」

　くすくすと笑う側近に、ウィリアムはふてくされたような視線を投げた。







　執務室を出て、二人は詰めていた息を吐き出した。手のひらも背中も、じっとりと汗をかいている。

　……こんなに叱責されたのは、久しぶりだ。

　ルーティアに続いて、疲れたような表情のアスカも歩き出す。その顔をちらりと見て、ルーティアはばつが悪そうにつぶやいた。

「すまなかった」

「何がですか」

「その……」

　言いにくそうに口ごもるのを見て、アスカはああ、とうなずいた。若じやつ干かん苦そうに。

　それを見て、ルーティアはますますいたたまれない気持ちになる。

「ウィル爺じいの言う通りだ。私が突っ込むなんて言わなければ、お前が怪我することもなかったし、こうして嫌いや味み言われることもなかった。私が無む謀ぼうだった。返す言葉もない」

「そうは言っても、先走ったのは俺ですし、なんとかなるんじゃないかって甘い目もく論ろ見みもしてました。あんたのせいじゃないですよ」

「だけど」

　慰なぐさめるような言葉に反論しようとしたルーティアを、まっすぐな視線が射い抜ぬいた。

　それが、幾分怒りを孕はらんでいるようで、ルーティアは黙り込む。

「あんたに怪我されるよりはましです。そんなことになったら、俺は自分で自分を殺したくなる。結果的に大将閣下に叱責されることにはなったけど、あんたの判断は間違っていません。あの場面であの魔獣を倒すには、あれが最良の策だったと俺は思います。だからあんたが自分を責める必要なんかない」

　強い口く調ちようできっぱりと言い切られて、ルーティアはまた申し訳なくなる。部下に気を使わせて、ここまで言わせなければならない自分の力不足がひたすらに歯がゆい。

「だから」

　アスカの口調が和らいだ。少しだけ仕方なさそうに笑って、ルーティアの頭にぽん、と大きな手を置く。
















「あんた一人で何もかも背負うことはないって言ってるんですよ。あんたがまだ若くて実力不足なのはみんなわかってる。それでも必死に努力しているのもわかってる。そんなあんたにすべての責任を押しつけたりしたら、むしろ俺らが情けないでしょ」

「それは……そうかもしれないけど」

「閣下も言ってたでしょ。俺たちも、あんたと一緒に成長してるんですよ。今言われたことは、詰め所に戻ったらみんなで打ち合わせ開いて、共有したらいい。あんた一人の責任で終わる話じゃないんだから」

　落としどころを提てい示じして、アスカの手が離れていく。それを少しだけ寂さみしいと思う気持ちは見ないふりをして、ルーティアはアスカを見上げた。

「わかった、そうする。……アスカ、ありがとう」

「いーえ、どういたしまして」

　にこりと笑って返したアスカが、いて、と脇わき腹ばらを押さえてため息をついた。

「とはいえ、確かにこの程度でアバラいくとか、鍛きたえ方が足りないかもしれません。……ああ、情けないとは思ってるけど、後こう悔かいしてるわけじゃないですよ」

　即そく座ざにルーティアの思考を先回りで止めて、アスカは苦笑した。

　喉まで出かかった『すまない』の言葉を、ルーティアはすんでのところで飲み込んで、違う話題に切り替える。

「だけど、痛いところをつかれた。実じつ際さい、今までこれでよかったからな。確かに、下調べとか準備を怠ってきたところはある。今回の任務だって、結果的に倒せたからよかったものの、魔獣との戦闘を考えて、早馬で援軍を要よう請せいすることも選せん択たく肢しとしてあったはずだし。ウィル爺に言われるまで自覚はしてなかったけど……。面倒だし、なんとかなると思ってた」

「それは俺も同じです。閣下の言う通り、何が相手でも倒す自信があった。だから、聖水も補ほ助じよ的てきな意味合いにしか考えていなくて、あんたに言わなくてもいいと判断した。……実際には、聖水が来なかったらどこまで戦闘が長引いてたかわからない」

　もしも、終わりの見えない消しよう耗もう戦せんに突入していたとしたら。今ごろ、仲間の一人や二人、失っていたとしてもおかしくなかった。

　それを考えると、背筋が寒くなる。今回はたまたまうまく行っただけなのだと、思い知らされた任務だった。

「本当にな。だから、お前の手配も間違ってない。今回はそれでよしとしておこう。……次回は、同じ間違いは繰くり返かえさない」

「そうですね」

「まだ半年だし、失しつ敗ぱいしてもフォローしてもらえる余よ地ちはあるってことだろうし」

　ウィリアムが切り札を用意していてくれる程度には、買ってもらえているということだろう。少なくとも、今は。

　それよりも、アスカにとっては、ルーティアへの無意識の過か保ほ護ごに釘くぎを刺されたことの方が痛かった。

　自分なしではいられなくなるくらいに、ルーティアのそばにいて支えようと決めていた。実際にそうしてきたと思う。

　けれど、やり方を間違えるなと。それはおそらく、ウィリアムからの牽けん制せいだ。

「ったく……怖い保護者が二人もついてるとは厄やつ介かいな……」

「なんか言ったか？」

「いえ、何も」

「そうか」

　ぼそりとつぶやいた言葉を、耳のいいルーティアに拾われる。けれど、背せ筋すじを伸ばして否ひ定ていすると、それ以上追つい及きゆうされることはなかった。




「いいか、ルーを預ける以上、万が一あいつがつぶれるようなことがあれば、お前を血祭りにあげてやるからな」




　ルーティアによく似た面おも差ざしの、今は西の砦とりでにいる同どう期きのことを思い出す。きれいな顔をして、淡たん々たんと口にする言葉は非常に物ぶつ騒そうなものだった。ついでに、




「軽い気持ちで手を出してみろ。その時には命はないものと思え」




　と言われて、ついつい『軽くなければいいんだろう』なんて言い返して、危うく翌日の朝日が拝おがめなくなるところだった。

　彼がルーティアの国軍入りを反対したのも、単に男だらけの職場に大事な妹をやりたくないだけというのが本当のところだろう。

　ただし、無表情の彼の愛情は、どうも目の前の上官に伝わってはいないようだったが。

「それにしても、閣下にグサグサ言われて、ちょっと泣くんじゃないかと心配しましたよ」

「は？　誰が？」

「あんたが」

「なんで」

　きょとんとするルーティアに、アスカは苦笑する。この上官は、可か憐れんな見た目に反して腹が据わっている。そういうところも、どうしようもなく惹ひかれる理由だ。

「いやあ、あんだけ面と向かって痛いところえぐられたらきついでしょ。俺でさえできるもんなら逃げ出したかったし」

「ウィル爺の言うことはもっともだ。そして私は間違えてた。それだけの話だ。落ち度は私にあるし、それを糾弾されて泣くというのは理解できない」

「そうですか。ちょっと泣き顔も見てみたかったんですけど。どんな顔して泣くのか、興味がある」

　ついつい悪乗りしたとたんに、胡う乱ろんげな目でじろりと睨まれた。

「……悪あく趣しゆ味みだな、お前」

「そうですか？　あんたをもっと知りたいってことですよ。泣いたり、笑ったり、怒ったり……ってそれはいつも見てるな」

「……お前、ケンカ売ってんのか」

「いやいや違いますって。だから、いろんな顔を見たい。あんたがどういう時に、どんなふうに泣くのかを知りたい。いろんなあんたを知りたい。それだけです」

「私は見世物ではない」

「何言ってんですか、見世物なわけないじゃないですか」

　呆れたように言うルーティアに、アスカはふっと目を細めて小さく笑う。

「あんたは、俺の大事な隊長ですよ」

　そう言うアスカをちらりと横目で見て、ルーティアはわずかに眉まゆをひそめた。




　ああ、嫌だ、この笑み。

　……何もかもを、奪われそうな気がするから。




　ルーティアは、ふいっと視線を逸そらした。

「元気なら容よう赦しやはしない。午後の訓くん練れんでは相手をしてもらうぞ」

「ちょ、一応俺怪我人！」

「休みもしないでふらふらしてるお前が悪い」

「手て加か減げんしてくださいよ!?」

「手加減、だと……!?」

　ゆらり、とルーティアの体から怒りのオーラが立ち上る。しまった、と後悔しても、後の祭りだった。

　振り返った彼女の瞳ひとみの色は、真しん紅く。

「私の辞じ書しよに手加減の文字はない、バカにするな！　後で叩きのめしてやるから覚かく悟ごしておけ！」

　吐き捨てて、ルーティアはブーツの踵かかとをがつがつと床に叩きつけながら、憤ふん然ぜんと歩いて行ってしまう。

　アスカはその背を追いかけて、一歩後ろについた。何事もなかったように、いつも通りに。

「ああ、そういえば一度聞きたかったんですけど」

「なんだ」

「そんな怖い顔しないでくださいよ、大したことじゃありませんって」

　じろりと睨みつけられて、アスカは苦笑する。

「あんたの目。時々赤くなるじゃないですか」

「ああ。それが？」

「なんで赤くなるんです？　感情が高ぶった時に出るなーとは思ってたんですけど」

　聞かれて、ルーティアは首をかしげてアスカを見上げた。まるで、何当然のことを聞いているんだと言わんばかりの風ふ情ぜいで。

「怒ったり、恥ずかしかったり、興こう奮ふんしたりすると、頰が赤くなるだろう？」

「はい。そうですね」

「それと同じ理り屈くつだ」

「……。はぁ!?　んなわけあるか！　だったら俺らも目の色変わってるだろうが！　ふざけんな！」

「……と、おじい様が言っていた。真しん偽ぎのほどは知らん。興味がない」

　吠ほえるアスカに、肩をすくめてルーティアが言う。しかも、祖そ父ふのグラジオに責せき任にん転てん嫁かして、どうでもいいとばかりに知らんぷりだ。

「先々代様も適当すぎんだろーが……」

「うちの家系はみんなこうだ。当たり前すぎて疑ぎ問もんに思ったこともない。目が赤くなって変身するとか、戦闘力が上がるとかならまだしも、色が変わったところで何もないしな。正直、そんなもんどうでもいい」

　冷めた言い方が、彼女の兄によく似ていると思いながら、アスカはくすりと笑う。

「でも、いろいろわかりやすいですよね」

　アスカは一歩前に出て、ルーティアの目を覗のぞき込む。思わぬ近さに、ルーティアの心臓がどきんと鳴った。

　アスカの笑みが深くなる。まるで、小動物を見ている時のような、とろりと甘い顔で。

「うん、あの鮮やかな赤もいいですけど、俺はこっちの色も好きですよ」

　ささやくような声は、いつもより低い。まるで迫せまられているような気分で、一瞬で耳が熱くなった。

「な、な、～っ！　うるさい、バカっ！」

　悪あく態たいをついて、ルーティアは逃げ出した。背中に聞こえるアスカの笑い声を、恨うらめしく感じながら。

　その眼めは、鮮あざやかな紅くれないに染まっていた。








〈ＥＮＤ〉
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　最後までお付き合いいただき、ありがとうございます。村むら沢さわ侑ゆうと申します。

　このたびご縁がありまして、ビーズログ文庫様で書かせていただくことになりました。

　少女小説というジャンルは、遠～い昔にドハマリしていた時期がありまして、私にとっては懐なつかしい思いがあります。

　が、まさか自分がそのジャンルで本を出し、なおかつあとがきを書かせてもらう立場になるとはまーったく想像もしていませんでした。この機会を与えてくださったビーズログ文庫編集部様及およびご担当者様には、大変感かん謝しやしております。ありがとうございます。




　さて、「グラノール王国遊ゆう撃げき隊たい　紅こう眼がんの戦せん姫きと誓ちかいの剣けん」、楽しんでいただけましたでしょうか。

　このお話は基本的にルーティアの成長ものであり、私的にはバトルファンタジー恋愛？　というよくわからないジャンルのつもりで書いています。

　昔好きだった少女小説が、バトルあり、異い能のうあり、恋愛有（タイトルを出すと歳としがばれるので割かつ愛あい（笑））で、すごくわくわくしながら何度も繰くり返かえし読んでいました。その時の気持ちを思い出しながら書いてみましたが、いかがでしたでしょうか？

　個人的に強い女の子が好きなので、ついついバトル成分多めに走ってしまい、こりゃイカンと萌もえ追加追加～を繰り返してなんとか出来上がりました。

　任務中に恋れん愛あい脳のうになっても困るので、お仕事と恋愛の割合とか、萌シーンを入れるタイミングとかがなかなか難しかったです。

　年下上じよう司しと年上部下という自分の好み前面押しで好きにやらせていただけました。年の差、下げ克こく上じよう、バトル、萌えとてんこ盛もりですごく楽しかったです。

　拙せつ作さくを読んで少しでもドキドキわくわくしていただけたら、そして何度も読み返すくらいに気に入っていただけたら、本当にうれしく思います。




　出版に際しご尽じん力りよくいただきました皆様、そしてお手に取っていただいた皆様に感謝いたします。

　また、的てき確かくなアドバイスと萌え増ぞう量りよう！　をご指示いただいた担当者様、ありがとうございました。

　そしてそして、とても素敵なイラストを描いていただきました宵よいマチ様、本当に感謝です……！

　以前より大変お世話になっておりましたが、今回は本当にご縁としか言いようがありません。

　いやもう勝手に私の方が運命を感じてますけど（笑）。

　ルーとアスカのラフで執しつ筆ぴつにブーストかかりました。ウィル爺じいの悪っぷりが最高にイメージ通りです。本当にありがとうございました。

　それでは、またお目にかかれればうれしいです。今後ともどうぞよろしくお願いします。
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村沢 侑

Yu Murasawa




東北在住。

田舎で妄想まみれで過ごしています。

頭の中は８割萌えが詰まっている深刻な病。

残念ながら改善の兆しはありません。

どうぞよろしくお願いします。










イラスト

宵マチ

Yoimachi




今回挿絵を描かせて頂く際に、何故か自分が一番こだわったのが、にゅるにゅるをどう光沢あるにゅるにゅるに表現するか！　でした[image: ]

今回は、いろいろご縁を感じながらイラストを描かせて頂きました。

本当にありがとうございました。
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